
    
      
        
      
    

  











































































剣士を目指して入学したのに魔法適性９９９９なんですけど！？２









年中麦茶太郎







[image: ]









本書に掲載されているコンテンツの著作権等の知的財産権およびその他すべての権利は、ＳＢクリエイティブ株式会社または正当な権利を有する第三者に帰属します。

本書の内容を権利者の許諾なく複製・複写・翻案・放送・出版・データ配信（送信可能化を含む）などすることはできません。








カバー・口絵　本文イラスト

りいちゅ









CONTENTS

―　目次　―




プロローグ

第一章　実家が廃墟です

第二章　卵がどんぶらこです

第三章　獣人さん登場です

第四章　やって来ましたオイセ村です

第五章　悪者さんたち襲来です

エピローグ

あとがき







[image: ]




　ローラの故郷は『ミーレベルン』という名前の町だ。

　人口は二千人ほどで、これといった特産品はない。

　ただ町のすぐ隣にあるミーレベルン湖がのどかで美しく、魚も豊富だから、観光業と漁業でそこそこ儲もうけている。

　ミーレベルンへ行く馬車は、学園が手配してくれた。

　ローラたち三人は無口な御者に馬車を任せて、荷台でお菓子を食べたり、おしゃべりしたりと快適に過ごしていた。

　とはいえローラは実のところ、故郷に近づくにつれ緊張を高めていた。

　なにせ父の頑固がんこっぷりはよーく知っている。

　可能ならば言葉による説得で穏便に済ませたいのだが……おそらく無理だろう。

　きっと戦いになる。

　比喩ひゆではなく、本物の戦闘だ。

　しかし、それに勝利して父を黙らせたところで、それは説得に成功したと言えるのだろうか。

　自分が魔法学科に通うことを、喜んでくれとは言わない。せめて納得してもらいたい。

　そう切実に思うローラだった。

「ローラさん。そんな青い顔をしないでくださいな。大丈夫、わたくしたちが一緒ですわ」

「そう。きっと何とかなる。ローラは魔法学科に転籍になったけど、剣をやめたわけじゃない。ローラが剣と魔法を両立できるって、お父さんも分かってくれるはず」

　シャーロットとアンナが左右から抱きしめてくれた。

　それだけでローラは随分と心が安らぐのを感じた。

　この二人は、自分たちにはまるで関係ない問題のために、貴重な夏休みを潰つぶしてローラに同行してくれたのだ。

　嬉うれしくて涙が出るくらいありがたい。

　この二人と一緒に過ごすためにも、退学なんて絶対に御免だ。

「二人とも、ありがとうございます。そうですよね、私、ちゃんと剣の修行も続けていますから。お父さんはきっと分かってくれます！」

　ローラはさっきからずっと抱きかかえている剣に力を込める。

　実家から持ってきた剣は、校内トーナメントの決勝戦で融けてしまった。

　だからこれは、冒険者ギルド直営の武器屋で買った、安物の両手持ち剣ツーハンデツドソードにすぎない。

　しかし今のローラが強化魔法を使えば、どんななまくらの剣でも名剣に化ける。

　それになにより、手元に剣があるということ自体が安心感を生んでいた。

「ところで、ローラの故郷までどのくらいかかるの？」

　と、アンナが質問してきた。

「馬車だと、王都から丸一日くらいです。今朝けさ出発したので、今夜は途中の村で一泊して、明日の朝に着く予定です。順調に行けば、ですけど」

「あら。トラブルが起きる可能性がありますの？」

　シャーロットが不敵に笑いながら呟つぶやく。

「そりゃあ、いくら街道を通っているとはいえ、モンスターと遭遇する可能性はゼロじゃありませんから」

　街道沿いは冒険者の手によって、集中的にモンスター狩りが行なわれている。

　よって、街道でモンスターに襲われる確率は、道に迷って野垂のたれ死ぬ確率よりずっと低くなっている。

　だが今ローラが言ったように、ゼロではなかった。

　数年に一度くらい、不幸な商人や旅人がゴブリンなどに出くわし、荷物を捨てて逃げ出すという事件が起きている。

　だから町から町へ移動する馬車の御者は、町中だけで仕事をしている御者と違い、戦闘の心得がある。

　冒険者が副業で御者をやっているか、あるいは御者が副業で冒険者をやっているというパターンがほとんどだ。

　学園が手配してくれたこの無口な御者は、Ｃランク冒険者らしい。つまりギルドレア冒険者学園卒業に相当する強さということだ。

　冒険者はＳ～Ｇランクまであるが、Ｓランクは別格の存在だ。Ａランクでも尊敬の眼差まなざしで見られる。

　Ｂランクで一流と呼ばれ、Ｃランクは中堅といったところ。

　Ｃランク程度の実力があれば、街道の旅には十分な戦力といえるだろう。

　もっとも──。

「いざとなれば、わたくしたちがドカンとやってしまえばいい話ですわ」

　シャーロットは澄まし顔で語る。

　アンナもこくりと頷うなずいて同意した。

「まあ……仮にモンスターが出てきたとしても、このメンバーにとってはトラブルのうちに入りませんね」

　御者には悪いが、ローラとシャーロットはＣランクの冒険者など楽勝で勝てる。アンナも互角以上に戦えるだろう。

　単純に戦闘力だけで考えれば、三人とも今すぐ学園を卒業してもいいのだ。

　もちろん、学園では様々な知識を教えてくれるし、何より教師たちが強者揃ぞろいだから、教わることはまだまだ多い。

　特に学長である大賢者。彼女の技はローラですら真似まねできないのだ。

　大人たちから技術と知識を盗んで、もっともっと強くなりたい──。

　そんなバーサーカーみたいな三人が、ケンカ上等でローラの父のところに殴り込むのだから、きっと凄惨なことが起きるに違いない。

　それを思うとローラは、我が事ながら憂鬱ゆううつになってきた。

　きっと明日、自分は今の慎つつましい気持ちを忘れ、父ブルーノに斬りかかったり魔法をぶっ放ぱなしているのだろうなぁ、と容易に想像がつく。

　まあ、今から心配しても仕方がない──そう気持ちを切り替え、ローラは友人たちとの会話を楽しむことにした。

　有り体ていにいうと、ヤケクソになったのだ。
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　ヤケクソになったローラは、いっそのことモンスターが出てこないかなぁ、とすら思っていた。

　だが不幸にもモンスターとは遭遇せず、予定通り故郷のミーレベルンへと到着した。

　ローラと遭遇しなかったモンスターは、その幸運を神に感謝すべきだろう。

「御者ぎよしやさん、ありがとうございました」

　ここまで送ってくれた御者に、ローラたちは礼を言っておじぎをする。

　すると御者は無言で手を振り、王都に向けて馬車を走らせていった。最後まで無口な人だった。

「ここがローラさんの故郷……とても美しい湖畔こはんの町ですわ」

「お魚が美味おいしそう」

　シャーロットとアンナはそれぞれの感想を口にする。

　ローラも久しぶりの故郷が懐なつかしく、湖と町に見とれた。

　湖の周りには草原と森が広がり、少し離れたところには山もある。

　実に風光明媚めいびだ。

　故郷を離れて初めてその素晴らしさに気付くという話があるが、それはこういう感覚なのだろうか。

　前よりも魅力的に見えた。

　しかし、いつまでも町の入り口でボンヤリしていても仕方がない。

　ローラは友人二人をひっぱり、実家を目指して歩き出す。

　そして数ヶ月ぶりに帰ってきた我が家は……なぜか廃墟はいきよのようになっていた。

「えっと……道を間違えちゃったんでしょうか？」

　などと惚とぼけてみたが、現実は変わらない。

　窓ガラスが割れ、レンガの壁に穴が空いているこの家こそ、ローラが生まれ育った家に相違ない。

　一応、窓や壁の穴には内側から布が張られ、応急処置がほどこされている。

　だが、何がどうなればこんな惨事が起きるのだろう。

「ロ、ローラさん……この家だけ局地的にドラゴンが襲いかかったのでしょうか……？」

「ドラゴンの怨うらみを買うようなことしたの？」

「いえ……お父さんとお母さんいわく、見つけたドラゴンは全部仕留めたらしいので、怨みは買ってないはずですよ。死んだら恨めませんから……」

　そうローラが説明すると、二人とも「なにそれ怖い」と声を震わせた。

　アンナはともかく、魔法使いの家系であるシャーロット・ガザードから見ても、今のは非常識な話だったらしい。

　しかし現に、ローラの両親がドラゴンを狩りまくったという記録が冒険者ギルドに残っているはずだ。

　噓うそでも誇張でもない。

　そういう人たちにローラは育てられたのである。

「あら？　声がすると思ったらローラじゃないの！」

　そして二階のガラスのない窓から、ローラを生んでくれた人が顔を出した。

　Ａランク冒険者、ドーラ・エドモンズである。

「お母さん、ただいま！　どうして家が壊れてるの!?」

「ああ、これね。夫婦喧嘩げんか。ちょっと待って、今そっちに行くから」

　夫婦喧嘩。

　その言葉を聞いて、ローラは白目を剝むいた。

　シャーロットとアンナも一緒に啞然あぜんとしてくれた。

　大賢者のところに送られてきた手紙の内容からして、父と母の間に意見の対立があるというのは分かっていたが、まさか家が半壊するほどのケンカをしていたとは。

　ローラが呆あきれかえっている前で、母は二階からピョンと飛び降りてきた。

　もう三十代の半ばになるというのに、いつまでも若いつもりでいるらしい。

　実際、外見は二十代でもまだまだ通用する。

　とはいえ、ローラが友達を連れてきたときくらいは、年相応の落ち着きを演じて欲しいものだ。

「おかえりなさいローラ。夏休みだから帰ってきたの？　手紙くらいちょうだいよ。あ、私が大賢者様に手紙を送ったの知ってる？　私、トーナメント見に行ったんだから。ローラったら強くなったのね。まさか魔法学科に入ってるとは思わなかったけど。ローラが楽しそうで良かったわ。お母さんとしては前衛のほうがオススメだけど、ローラの意志を尊重するわよ。あら？　そちらの二人はローラのお友達？　まあ、ごめんなさい、私ったら気が付かなくて」
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　母は一気にまくしたて、一人で納得し、そして手招きしてローラたちを家に迎え入れた。

　実に懐なつかしいハイテンションだ。

　しかし、不慣れなシャーロットとアンナは、完全に面食らった顔をしている。

　無理もない。

　ローラですら、たまに付いていけなくなるのだから。

「三人とも、どうしたの？　遠慮せずにあがりなさい」

「で、ではお邪魔致しますわ」

「……お邪魔します」

「あら、礼儀正しい子たちねぇ」

　母ドーラはニコニコと嬉うれしそうに笑い、居間のテーブルにローラたちをつかせ、紅茶を出してくれた。

　しかし椅子いすもテーブルも、一度壊れたのを釘くぎ打ちして修理した形跡がある。

　ティーカップもひび割れていて、隙間すきまから紅茶が漏もれだしていた。

　ローラたちは慌あわててそれを飲み干す。

「あの、ローラさんのお母様。わたくし、シャーロット・ガザードと申します。ローラさんと同じ魔法学科で、寮の部屋も同じですの」

「私はアンナ・アーネット。戦士学科。放課後はよくローラと剣の練習をしている」

「これはご丁寧に。二人とも学園のトーナメントで見たわよ。最近の子は卒業する前から強いのねぇ。特にシャーロットさんの決勝戦は凄すごかったわ。まあ、私のローラには一歩及ばなかったみたいだけど。あ、私はドーラ・エドモンズ。ローラのお母さんよ。え、こんなに若いのに母親なのかって？　お世辞せじが上手じようずねぇ、もう！」

　誰だれもお世辞なんて言っていないのに、ドーラは幸せそうだった。

　そこに水を差す理由もないので、ローラたちは沈黙とともに彼女を見守る。

　そしてローラは、母親がひとしきり幸せを嚙かみ締めた頃合ころあいを見て、気になっていた疑問を口にした。

「ねえ、お母さん。お父さんはどこに行ったの？」

　ローラがそう質問した瞬間、今までニコニコしていたドーラがムスッとした顔になる。

「あなたにお父さんなんていません！　ローラのことは私が一人で産んで、一人で育てました。そういうことにしました！」

「えぇ……」

　つまり処女しよじよ受胎じゆたいとでも言いたいのだろうか。

　ありえない設定を作り出した母を見て、どうやらこの夫婦喧嘩は一筋縄ではいかないぞ、とローラは確信した。





※






　ドーラいわく──。

　魔法を使っている娘を見て、初めは驚いたという。

　なにせ戦士学科で剣の修行をしているとばかり思っていたのだ。

　なのに数ヶ月ぶりに見た娘は、空を飛べるほどの練度で魔法を使い、ドラゴンすら一撃で屠ほふりそうな火力で戦っていたのだ。

　自分の娘にこんな才能があるとは知らなかった。

　今でも自分たちの跡を継いで前衛に立って欲しいという気持ちはあるが、あんなに楽しそうに魔法を使っている娘に強制はできない。

　それに、あの決勝戦は見ていて心が躍おどった。

　あれほど前へ前へと攻めていく魔法使いが、大賢者以外にもいるとは思っていなかった。

　ローラだけでなく、対戦相手のシャーロットも凄かった。

　なにか、新時代の幕開けを見ているような気分になってしまう。

　家に帰って、その興奮を早速、夫に伝えた。

　自分より遥はるかに頑固がんこで魔法嫌いで前衛一筋の夫には、なかなか伝わらないだろうというのは容易に想像できた。

　しかし、だ。

　娘の活躍を語って聞かせる妻に対して、完全なうつけ者を見るような目を向けてくるとは思っていなかった。

「お前は……さっきから冗談を言っているのか？　なあ、お前、王都で何があったんだ？　ローラが魔法学科に入って、空を飛んだだと？　それを見て怒り出すどころか、認めてあげましょうだなんて……さては大賢者に洗脳されたな！」

　そんな夫に対して、ドーラは冷静に語った。

　ローラが魔法学科に入ったのはジョークでも何でもなく、事実である。

　初めは自分も憤慨したが、ローラは信じがたいほど強くなっていた。なにより楽しそうだった。ならば、このままでいいだろう。

　そして自分は誰にも洗脳などされていない。全ては自分で考えて語っている、と。

　それに対し夫ブルーノは、ろくに話も聞かず、大賢者に対する侮蔑を並べ、しまいにはドーラが偽物なのではと疑い始めた。

　いつ、どのタイミングかはくわしく覚えていないが、ドーラはブルーノを殴った。

　妻の不意打ちを顔面に喰くらったブルーノは吹っ飛び、窓ガラスを突き破って庭まで飛んでいった。

　そこから先は記憶があやふやだ。

　ひたすら戦ったことだけは覚えている。

　ただ、自分が勝利したのは嬉しかった。

　なぜなら、本気で殴り合ったらドーラが負けるに決まっているのだ。

　どうやら夫は、あれでも妻に対して遠慮してくれたらしい。

　顔面を一度も殴ってこなかったのがいい証拠だ。

　そして、それをいいことに夫をボコボコにして、家から叩たたき出すことに成功した。

　町の人の話では、夫は近くの山にこもっているらしい。

　いい気味だ。

　しばらく反省して欲しい。

　今までドーラは夫婦生活において、かなりの部分を夫に譲ってきたが、娘の人生だけは守らねばならないのだ。

「──というわけで、家はボロボロになり、お父さんは家にいないの。だからローラたちはゆっくりしていってね。大丈夫。いつかお父さんも分かってくれるわ。私が説得してみせるから。そうね……冬休みまでにはなんとかするから、そのとき改めてお父さんと会いなさい」

　ドーラはこれまでの出来事を説明してくれた。

　なかなか凄すさまじい話だった。

　シャーロットとアンナは口から魂が抜けていくような顔になっている。

　だがローラは少し安心した。

　父も母も、素手すででケンカする程度の理性は残っているのだ。

　これが武器を持ちだしていたら、今ごろ家が完全に消滅していた。

　ご近所にも多大な迷惑をかけていたことだろう。

　そう言った意味で、これは〝ただの夫婦喧嘩〟だ。

　決して冒険者同士の殺し合いではない。

　そのうち仲直りできるはずだ。

　とはいえ、自然に仲直りするのを待っていられない事情がローラにはあった。

「冬休みまでだと遅いんだよ、お母さん。せめて夏休みが終わる前にお父さんに認めてもらわないと……」

「あら、どうして？」

　ドーラは不思議そうに呟つぶやく。

　どうやらブルーノが退学願を出したことを知らないらしい。

　そのことを説明してやると──。

「ぷっちーん」

　ドーラは血管が切れる擬音を口で言った。

　自分がどのくらい怒ったか周囲にアピールしたいのだろうか。

「ローラ。お母さんはキレちゃったわよ」

「は、はあ……」

「そこでお父さんを説得するより、手っ取り早い解決策をとります」

「え、そんなのあるの……？」

　笑顔のまま青筋を立てる母を見て、ローラは嫌な予感しかしなかった。

　正規の手順を踏まない手っ取り早い解決策というものは、思いついたときには素晴らしいアイデアに思えるが、実行するといい結果を生まないというのをローラは学園で学んだ。

　主に、校庭でアンナと剣の修行をして職員室に突っ込んだときに学んだ。

「簡単よ。離婚するの」

　離婚。

「離婚して、ローラの親権をお母さんのものにするの。そうすればお父さんの出した退学願なんて無効でしょ」

　不意打ちの如ごとく悪化した状況に、ローラは心が追いつかなかった。

　とりあえず落ち着くために天井てんじようを見上げ、あんなところにも穴が空いてる、なんて考えてみた。

　しかし一向に心が落ち着かなかったので、現実と向き合い、母を説得することにした。

「り、離婚なんて嫌だよ！　私はお父さんもお母さんも好きなのに！　私が帰ってくる家には二人がいなきゃ駄目だめ！」

　ローラは必死に訴えた。

　しかし離婚なんて言葉が出てくるとは思っていなかったから、上手うまく想おもいを口にできない。

　どうやったら母に分かってもらえるのか、ローラは考えあぐね、パニックになる。

「そうですわ。差し出がましいようですが、簡単に離婚なんて言ってはいけませんわ。それも幼い子供の前で」

　シャーロットが援護射撃をしてくれた。

　その隣でアンナもコクコクと頷うなずいている。

　すると今度はドーラのほうが慌てた顔になり、訂正の言葉を口にする。

「あー、しないしない。離婚はしないわ。ちょっと言ってみただけ。そのくらい腹が立っているけど、こんなことで別れたりはしないわ。ごめんね、びっくりさせちゃって」

　それを聞き、ローラたち三人はホッと息を吐つく。

　とりあえず最悪の事態にはならないようだ。

　だが、退学願に関してはまるで前進していない。

　とにかくブルーノをここに呼ばないと始まらないのだ。

「とりあえず、お父さんを呼びましょうか」

「……山ごもりしてるのに連絡を取る方法があるの？」

「あるわよ。のろしを上げるのよ」

　なんでも、冒険者としてバリバリ働いていた頃は、のろしを集合の合図にしていたらしい。

「ちゃんと見えてるかなぁ？」

　庭から空に向かって伸びていく白い煙を見つめ、ローラは首を傾かしげる。

　自分たちはすぐそばにいるからのろしがハッキリ見える。だが、父がいるのは山の中だ。

　距離が離れているし、木々で遮さえぎられて見えないかもしれない。

「大丈夫、大丈夫。お父さんも私も視力いいから。のろしを見逃すほどボケてないでしょ」

　そういうものか、とローラは一応納得する。

「お父さんが山から帰ってくるまで時間がかかると思うから、今のうちに荷物を片付けたら？　ローラの部屋はちょくちょく掃除してるから綺麗きれいなままよ」

「ありがとう、お母さん」

　ローラは友達二人を二階の自室に案内する。

　母が言っていたように、ホコリ一つ落ちていない。

　自分はもうここに住んでいないのに、それでも掃除をしてくれていた母の気持ちが嬉しい。

　ここは帰ってくるべき場所なのだぁと改めて実感した。

「ここがローラさんの部屋？　その失礼ですが……体格に比べて随分と大きなベッドですのね」

　シャーロットが指摘するのも無理はない。

　なにせ部屋にあるベッドは、一般的なものに比べて一回りは大きい。

　対してローラはまだ九歳。

　小さいから小さなベッドに寝なければならないという理屈はないが、いくらなんでもこれは大きすぎる。

「あはは……お父さんが『俺おれの娘なら大きくなるはずだ！』とか言って、森の木を切って作ってくれたんです」

　かつては母と同じベッドで寝ていたローラだが、四歳の誕生日に自分の部屋とベッドを与えられた。

　父の言葉を聞いたローラは、『そうか大きくなるのか』と信じたが、なかなかその徴候が現われない。年齢に対して平均的な身長のままだ。

「このベッドなら三人一緒に眠れる」

　アンナはそう呟き、実際にゴロンと寝転がった。

　ベッドの端から端までコロコロ転がり、その広さに満足したように目を閉じた。

「すやぁ……」

「アンナさん、まだ午前中ですよ!?」

　お昼寝にしたって早すぎるだろう。

「ふかふかのお布団ふとんだったから、つい」

　むくりと起き上がったアンナは、照れくさそうに頭をポリポリかいた。

　するとシャーロットがハァァとため息を吐いた。

「ローラさんといい、アンナさんといい……どうしてそんなお可愛かわいらしいことをして、わたくしを誘惑するのでしょうか？　そんなにわたくしの抱き枕まくらになりたいのですか!?」

「誘惑した覚えはない」

「そうですよ！　変な言いがかりはやめてください！」

「言いがかりではありませんわ！　いつもいつも小動物のような仕草しぐさをして……ああ、もう辛抱しんぼうたまりません！」

　などと意味不明な供述をしながら、シャーロットは腕を広げ、ローラとアンナをベッドに押し倒した。

「わぁっ、何をするんですかシャーロットさん！」

「暑苦しい……」

「はぁ……左右にお可愛らしい抱き枕……幸せですわぁ……」

　シャーロットは恍惚こうこつとした声を出す。

　ローラにはその理由が皆目分からなかったが、なにやら邪魔をしてはいけないような気配だった。

　それから様子を見に来たドーラが「あらあら、三人とも仲がいいのね」と嬉しそうに呟く。

　仲がいいのは否定しないが、これはちょっと違うんじゃないかな、と思わずにいられないローラであった。
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　シャーロットに抱き枕にされているうちに、ローラは何だか眠くなってきた。

　長時間馬車に揺られて疲れたのかもしれない。

　瞼まぶたが重くなる。

　そしていつの間にか眠っていた──と気が付いたのはドーラに揺すり起こされたときだった。

「お父さんが帰ってきたわよ」

「ほ、本当!?」

　ローラは跳ねるように起き上がる。

　それに釣られ、シャーロットとアンナも目を覚まし、モゾモゾと体を起こした。

「ローラさんのお父様がお帰りに？」

「ついに対決のとき」

　対決。

　そんな単語をチョイスしたアンナへ、それは大げさだとローラは言い返そうとした。

　しかし、少しも大げさではないと思い直して、全身をこわばらせる。

「そうです、対決のときなのです！　二人はここで待っていてください。父を倒してきます！」

　ローラは自分の頰ほおを叩き、気合いを入れて階段を降りていく。後ろから二人の声援が聞こえてきた。

　一階に下りると、居間のテーブルで父ブルーノが待ち受けていた。

　いかにも歴戦の戦士といった風貌ふうぼうで、筋骨きんこつ隆々りゆうりゆう。

　武器がなくてもベヒモスくらいなら殴り殺せると豪語しているのを聞いたことがあるが、きっと本当なのだろう。

「ローラ。久しぶりだな。よく帰ってきた。あんな学園にいたら、お前は大賢者に洗脳されてしまうからな。また俺が剣を教えてやる。昼飯を食べたらさっそく始めよう」

　開口一番、真顔でこれである。

　だがローラは野蛮人ではない。まずは冷静に言葉をかわすのだ。

　鉄拳による語らいは最後の手段にとっておく。

「そうだね。私も久しぶりにお父さんと剣の修行したい。けど、学園を悪く言わないで。大賢者様もいい人だよ。私、夏休みが終わったらまた学園に帰るから」

　ローラは父の正面に座り、目を見てハッキリと言ってやった。

　ギルドレア冒険者学園に入る前のローラなら、ここまで父に逆さからうなんて不可能だっただろう。

　しかし今のローラには、『二階にいる友人たちと一緒に王都に帰る』という目的があるのだ。

　誰に何と言われようと揺るがない決意だ。

　そんなローラの想いを読み取ったのか、ブルーノは悲しげな顔になる。

「……どうしてなんだローラ。あんなに剣が好きだったじゃないか。魔法は邪悪なものだって教えただろう!?」

「剣は今でも好きだよ。だからちゃんと続けてる。戦士学科の友達と毎日、放課後に特訓してるんだから。けど、魔法も好きになったの。お父さんはずっと魔法使いは悪人ばかりだって言ってたけど、そんなことなかったよ。学長先生もエミリア先生もシャーロットさんも、皆いい人ばっかりだよ。シャーロットさんっていうのはね、魔法学科の友達で、寮も同じ部屋なの。学園で一人ぼっちだった私に、お姉ちゃんみたいに優しくしてくれたんだよ。お父さんもシャーロットさんに会えば、魔法使いだって悪くないって分かるよ！」

「いいや、お前は騙だまされている。魔法使いにまともな奴やつなんていないんだ！　俺が昔、魔法使いにどんな目に遭わされたか……恥ずかしいから言わなかったが、今こそ教えてやろう……！」

　ブルーノもまた決意を秘めた目でローラを見つめてきた。

　己おのれの恥部ちぶを晒さらしてでも、娘を引き留めようとしているのだ。

　百戦ひやくせん錬磨れんまの父が、こんな追い詰められた顔をしているのをローラは初めて見た。

　一体、過去に魔法使いと何があったのだろうか。

　緊迫感に耐えきれず、ローラは唾つばをゴクリと飲み込む。

「……俺には一歳年上の姉がいた。姉はローラと同じくらいの歳としに魔法を覚えた」

　ブルーノはそう切り出し、自らの過去を語り始めた──。
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　ブルーノの姉レズリーは、優れた魔法の才能を持っていた。

　装置で計測していないから正確な適性値は不明だが、何の訓練もしていないのに魔法を使えた。

　手の平から火を出したり、電撃を出したり、魔力で身体能力を強化したりしていた。

　年上の姉が魔法など覚えたら、幼いブルーノに勝ち目はなかった。

　ケンカではいつも負けていた。

　オモチャを奪われ、おつかいを押しつけられ、理不尽に暴力を振るわれた。

　ブルーノには魔法の才能がなかった。少なくとも姉のように訓練なしに使うことはできなかった。だから必死に体を鍛えた。

　いつか姉に勝つために、ブルーノは数々のイジメに耐え抜いた。

　だが、ついに我慢できないことが起きた。

　忘れもしない十二歳のときだ。

　その日。

　ブルーノとレズリーの母が、二人のためにアップルパイを作ってくれた。

　外で友達と遊び、帰ってきて、母からアップルパイの存在を聞かされたブルーノは、大喜びでテーブルに向かった。

　そこには美味しい美味しいアップルパイがあるはずだった。

　しかし、あったのは空になった二枚の皿だけであった。

「あ、ごめーん。あんまり美味しいからブルーノの分も食べちゃった」

　ブルーノは激怒した。

　まだ勝てないと知っていながら、鍛え抜いた肉体で姉に殴りかかった。

　そして、呆気あつけなく返り討ちにあった。

「あたしに勝とうなんて十年早いわよ」

　勝ち誇る姉。

　無様に倒れる自分。

　決定的な敗北だ。もはや耐えている場合ではない。

　ブルーノは両親に頼み込み、ギルドレア冒険者学園への入学を承諾させた。

　そして三年後、無事に卒業したブルーノはかつてと比べものにならないほど強くなっていた。

　今なら姉に勝てる。

　ブルーノは嬉々ききとして実家に帰った。

　そして姉が失踪したと聞かされた。

「あの子、『ブルーノが冒険者になるなら、あたしもなろーっと。別に学園を卒業しなくてもなれるんでしょ。今すぐなったら、あたしがブルーノの先輩じゃん』とか言って、出て行ったっきり帰ってこないのよ。今頃どこで何をしているのやら……」

　そのようなことを両親は語った。

　なんて呑気のんきな親だろうか。娘が行方ゆくえ不明だというのに。

「俺は姉貴を見つけ出してぶん殴るぞ！」

　ブルーノはまた実家を飛び出し、冒険者として働きながら、各地を転々とした。

　しかし、姉は見つからなかった。

　手がかりさえつかめなかった。

　結局、今にいたるも、ブルーノは姉との再会を果たしていない──。
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「分かるか!?　魔法使いってのは、相手が弱いときには散々いじめるくせに、いざ相手が強くなると逃げ出すんだ！　最低の人種だ！　俺はアップルパイの怨みをどうやって晴らせばいい!?」

　ブルーノは熱烈に感情を込めて叫んでいた。

　それをローラは黙って聞いている。

　話にのめり込んだからではなく、呆れて何も言えなかったからだ。

「……え、えっと……それだけなの？　私、アップルパイのせいで退学させられそうになってるのっ!?」

　今の話をまとめると、そういうことになってしまう。

　想像を絶するくだらなさに、怒りすら湧わいてくる。

　頼むから『前衛はいいぞ』という家訓が、そんな理由で生まれたと言わないで欲しい。

「お父さん。ローラがビックリしてるわよ。他ほかにも色々あるでしょ。全部教えてあげなさいよ」

　横で聞いていたドーラが楽しそうに言う。

　夫の恥ずかしい過去が暴かれていくのが嬉しいのかもしれない。

「……いいだろう。ローラには魔法使いの邪悪じやあくさをたっぷり教えてやる。そう、あれは俺が冒険者学園の生徒だったときの話だ」

　再びブルーノは回想を始める。

　しかし、どうせまたくだらない話だろうと思い、ローラは真面目まじめに聞く気を失っていた。

　一度失った信用は、なかなか取り戻せないものなのだ。
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　ギルドレア冒険者学園に入学したブルーノは、剣の適性値１００という素晴らしい才能を見せ、順調に成長していった。

　強化魔法の適性値も42と思いの外ほか高かったが、それはどうでもいいことである。

　また同期に、槍やりの適性値１００という、これまた天才に属する少女がいた。

　名はドーラ。

　つまり、のちにブルーノの妻となり、ローラの母となる女性だ。

　武器こそ違うが同じ戦士学科の天才同士、二人は行動をともにすることが多かった。

　しかし、ドーラは槍の天才である上に、文句なしの美少女でもあった。

　そんな彼女を狙ねらう男は多い。

　ほとんどの者はブルーノに恐れをなして諦あきらめたが、一人だけしつこい男がいた。

　それは魔法学科の二年生だった。

　彼は先輩であることを鼻にかけ、下級生であるブルーノからドーラを奪おうとした。

　無論、ブルーノはそんな者には屈しない。

　すると、その魔法学科の先輩はブルーノに決闘を申し込んだ。

　決闘に勝ったほうがドーラを手にする。負けたほうは二度とドーラに話しかけてはならない。

　ブルーノはその条件を飲んだ。

　絶対に自分が勝つと思っていたからだ。

　だが、先輩は思いのほか強かった。

　彼は軽薄な男だが、魔法の才能は確かで、努力も惜おしまない。

　ゆえに勝負は互角。

　決闘は五回の引き分けを歴へて、六回目でようやくブルーノが勝利した。

　めでたしめでたし……と思いきや。

　先輩は負けた腹いせに、風魔法でドーラのスカートをめくったり、水魔法で制服をスケスケにしたりと酷ひどい嫌がらせを始めた。

　腹を立てたブルーノとドーラは、先輩に対して個人的制裁を加え、裸にして校門前に吊つるしてやった。

　するとなぜか、ブルーノとドーラは一週間の停学処分をくらってしまった。

　正義はこちらにあるというのに。

　これだから魔法使いが学長を務める学校は駄目なんだ、と二人で憤慨した。
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「──というわけで、魔法使いにはろくな奴がいないんだよ！　分かったか！」

「お父さんがどうでもいいことを根に持つってのは分かった」

　ローラは冷たい視線を父親に送る。

「ど、どうでもいいこと!?　よくないだろ！　なあ母さん！」

　ブルーノは狼狽うろたえた様子で妻を見た。

「そうねぇ……確かに先輩には腹を立てたし、今でも仕返しして正解だったと思ってるけど……だからって娘が魔法使いになりたがってるのを止める理由にはならないわねぇ」

「な、何だって!?　ちょっと前までは母さんだってローラが魔法使いになるのを嫌がっていたくせに！」

「嫌がってなんかいないわ。ただ前衛になって欲しいと思っていただけ。そもそもローラが魔法使いになるなんて想像もしてなかったんだから、嫌がりようがないじゃない」

「ぐっ……たしかに」

　冷静なドーラに対して、ブルーノはひたすら感情的だ。

　娘を魔法使いにしたくないという想いが空回りしている。

　それにしても、父と母の間にこれほど温度差があるというのが、ローラには新鮮な発見だった。

　もともと父の魔法嫌いのほうが酷いと感じていたが、蓋ふたを開けてみると、母は思っていたよりも寛容で、父は思っていたより遥かにクレイジーだった。

「ところで、その先輩が決闘を挑んできた時点では、お母さんはお父さんのことが好きじゃなかったの？」

　ローラは純粋な興味から質問した。

「あら、好きだったに決まってるじゃない」

「じゃあどうして決闘なんかさせたの？　私はこの人が好きだから先輩と付き合うつもりはありませんってハッキリ言えば済む話なんじゃ……」

「そうなんだけど。ほら、男と男が自分を巡って戦うとか、乙女おとめ心にキュンってくるじゃない？」

「キュンってくるかなぁ？」

　ローラは想像してみたが、よく分からなかった。

　そもそも仲のいい男子生徒が一人もいないので、自分を巡って男が戦うというのが、いまいち理解できない。

　そのかわり、シャーロットとアンナが自分を左右から引っ張っている図が頭に浮かんだ。なぜだろう。

「お前ら関係のない話をしやがって……じゃあ、あれだ。無事に学園を卒業したあとの話だ」

　ブルーノは表情を引き締め、改まった口調で語り出す。

　どうやら、次の話には自信があるらしい。

　ならば一応、娘として聞いてやろうとローラは思った。

「俺は姉貴を探しつつ、母さんと一緒にこの国やその近隣を回っていた。そしてあるとき、魔法使いとパーティーを組んだんだ。こいつは冒険者学園の卒業生じゃないが、Ｇランクからスタートして、叩き上げでＣランクまで登ったベテランだ。だから俺たちも信用して手を組んだ。しかしクエスト中、リヴァイアサンに遭遇してしまった。まったく予期していない出来事だった。俺は魔法使いに目眩めくらましの閃光せんこう魔法を使ってもらい、皆で逃げようと考えた。ところが魔法使いのクソ野郎は、リヴァイアサンを見るなり、一目散に逃げやがった。俺と母さんを囮おとりにしてな。なんとか逃げ延びてこうして生きているが……俺の背中にある傷は、そのとき母さんを庇かばって負った傷だ。一生消えないだろう」

　ブルーノは一気に語った。

　当時の感情を思い出したのか、途中から激しい怒りを滲にじませていた。

　ローラもすっかり感情移入してしまい、その魔法使いに対する憤りを覚えた。

　冒険者になってすぐの時期にそんな体験をしたのでは、魔法使いに対して嫌悪感を抱くのも無理はない──。

「って、どうして最初にこの話をしなかったの！　アップルパイの話とか魔法でスカートめくられた話とか、どうでもいいでしょ！」

　ローラはつい声を荒らげる。

　こんなまともな理由があるなら、そうと言ってくれればいいのだ。

　おかげでローラは、父を軽蔑けいべつしそうになっていた。

「おお……そうか。いや、すまない。時系列順に話したらこうなったんだ」

「小説じゃないんだから……」

「まあ、とにかく。これで魔法使いがクソの役にも立たなくて、しかも邪悪だってのが分かっただろ。学園を辞めて、帰ってこい」

「うーん……それとこれは話が別だから」

「なにぃぃ！」

　話は振り出しに戻った。

　結局のところ、ブルーノは退学させたくて、ローラは退学したくない。

　これは平行線のままだ。

　ならばどうする。

　これだけ話しても進展しないのだ。

　もはや戦やるしなないだろう。

「ねえ、お父さん。表に出よっか。私がそのクソの役にも立たなくて邪悪な魔法で、どのくらい強くなったか見せてあげる」

　ローラは自らケンカを売った。





※






　ローラの実家があるミーレベルンは、湖畔の町だ。

　土地が広い割に人口が少ないので、実にゆったりとした街並みになっている。

　特にローラの実家は町外れにあり、周りに何もない。

　これは別に村八分にされているのではなく、思いっきり剣を振り回すため、あえて町外れに家を建てたのだ。

　ローラは幼い頃から（今も幼い）父に剣を教わってきた。たまに母から槍の手ほどきを受けることもあった。
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　そんな思い出の場所で、これから父と戦う。

　将来の進路を巡って、親子喧嘩をするのだ。

「お母さんが立会人をしてあげるから。二人とも頑張ってねー」

　ドーラはのほほんとした声を出す。

　一方、ローラもブルーノも真剣そのものだ。

　どちらも手に持っているのは両手持ち剣ツーハンデツドソード。

　だが、ローラのはギルド直営店で買ってきた安物。

　対してブルーノの剣は昔から使っている名剣だ。

　まともに打ち合えば、ほどなくしてローラの剣は叩き折られてしまう。

　しかし、ローラには強化魔法がある。

　どんななまくらでも……いや極端な話、その辺の木の棒でも名剣以上の強度を与えることが可能だ。

　筋力だって強化魔法で数十倍にすればブルーノに負けたりしない。

　とはいえ、ローラはまるで安心できなかった。

　なにせ、生まれてこの方、一度たりともブルーノの本気を見たことがないのだ。

　稽古けいこをつけてくれる父は、いつだってこの上なく手加減してくれていた。

　なのにローラは一度も勝ったことがない。

　ブルーノとドーラの話は、授業にすら出てくるほどだ。

　教科書に書かれていた逸話を読む限り、同じＡランクでも、ブルーノはエミリアよりも遥かに強い。

（本当に私は勝てるのかなぁ？）

　魔法を覚えて強くなったという自負はあった。

　しかし、深層意識にまで父の強さが植え付けられている。

　剣を持つ手が震えそうになった、そのとき。

「ローラさん、頑張ってくださいまし！　負けたら承知しませんわ！」

「一緒に学園に帰って、イチゴパフェ食べよう」

　実家の二階から、シャーロットとアンナが身を乗り出し、声援を送ってくれた。

　それを聞いた途端、体のこわばりがスーッと抜けていった。

「……いい友達を持ったじゃないか」

　ブルーノはニヤリと笑う。

「うん。だから私はお父さんを倒して学園に帰るよ」

「なら、強くなったところを見せてみろ。お父さんに勝てたら、魔法学科でもどこでも通うがいい！」

「約束だからね……いくよ！」

　ローラは地を蹴けった。

　膨大な魔力によって発動した強化魔法は、ドラゴンを上回る膂力りよりよくを九歳の小さな体に凝縮させる。

　結果、非人間的な加速を実現させた。

　まともな生物なら、一歩目の踏み込みだけで内臓が潰つぶれて絶命していたであろう。

　だがローラの強化魔法は、肉体の耐久力まで強化している。

　ゆえに更に加速。

　一歩ごとに速度を増して、地面に穴を空けて疾走する。

　もはや体当たりだけでベヒモスを倒せそうな領域に達し、そして父へ向かって剣を振り下ろす。

「ぬおおおおおっ!?」

　その一撃はブルーノにとって想定を越える威力だったらしい。

　斬撃こそ辛かろうじて己の剣で受け止めたが、衝撃までは殺しきれず、後ろに倒れそうになる。

　しかし、実際に倒れはしない。

　信じがたい力で体勢を戻し、そのままローラを弾はじき飛ばした。

「お父さん……やっぱり凄い！」

　攻撃が通じなかったことに、ローラは喜んだ。

　今のは、強化魔法を使用したアンナですら一瞬でミンチになるような威力だった。

　よって訓練では使えない。

　父を信じて打ち込み、見事に受け止めてもらい、あまつさえ弾き飛ばされた。

　感動、である。

　本気を出しても大丈夫な相手がいるというのは素晴らしい。

　シャーロットと戦ったあの決勝戦以来の感覚だ。

「はぁ、はぁ……なるほど、少しは強くなったみたいだな」

　ブルーノは息を荒くしている。

　これは疲れたからではなく、ローラの一撃に驚いたからだろう。

　父の実力はまだまだこんなものではない。ローラはそう信じている。

「ローラさん、流石さすがですわ！　その調子でお父様をギャフンと言わせるのです！　魔法使いがクソの役にも立たないなんて言う人に遠慮する必要はありません！」

　シャーロットが二階で大声を出している。

　どうやらさっきの会話を聞いていたらしい。床に耳でもつけていたのだろうか。

　それにしても随分と興奮している。

　アンナが後ろから支えているから無事だが、ふとした拍子に落ちそうだ。

「シャーロットさんに言われたからじゃないけど……次はもっと強烈なの行くよ！」

「え、今のよりか!?　ローラちょっと待て！」

「待たない！」

　狼狽うろたえる父を無視して、ローラは呪文じゆもんを唱える。

「いでよ雷の精霊。我が魔力をくれてやる。そして知らしめろ。破壊とは何かを啓蒙けいもうするがいい」

　ローラとブルーノの間に、巨人が出現した。

　家よりも何倍も大きい、雷の精霊だ。


「はぁぁぁっ!?　ちょ、おま……くそっ、いいぜ、これも受け止めてやるよ！　かかってこい！」



「ありがとうお父さん！　征け、精霊！」

　雷の精霊は体の構成を一部作り替え、右手に稲妻の剣を出現させた。

　ドラゴンでも縦切りにできなそう刃渡りのそれを、ブルーノへと叩き付ける。

「うおりゃあああああああ！」

　ブルーノは気合いの雄叫おたけびを上げて迎え撃つ。

　その結果──。

　今度はローラが驚く番であった。

　正直な話、雷の精霊で決着が付くと思っていたのだ。

　いくら父が強かろうと、所詮は生身。

　エミリアすら倒した攻撃に耐えられるわけがない。

　全身火傷やけどでぶっ倒れる父に回復魔法をかけてやり、勝ち誇る。

　そんな展開になると思っていた。

　しかし、現実は違う。

　偉大な父ブルーノは、雷の剣を、自分の剣で受け止めた。

　普通に考えればありえないだろう。

　剣は金属でできているのだ。

　それで雷を受け止めたら感電するに決まっている。

　なのに父は平然と立ち、あまつさえ反撃に転じようとしている。

「ぬおおおおおお！」

　金属の剣で雷の剣を切断するという非常識な技をくり出し、そのまま跳躍して精霊の腹部へと体当たり。

　自殺行為にしか見えないが、恐るべきことにブルーノは精霊を貫通した。

　その衝撃で精霊は、雷力を周囲に散らしてしまう。

　そして体の構成を保っていられなくなり、消えてしまった。

「ふはははっ！　どうだ、ローラ。お父さんは強いだろう！　お前が魔法学科で何を学ぼうと、お父さんには勝てないんだぞ。だから一緒に剣の修行をしよう！」

　そう叫ぶブルーノの体は、発光していた。

　なにやら風も巻き起こり、シュワシュワと音を立て、髪が逆立っている。

　先程までよりも明らかに強くなっている。

「お父さん……それって……」

「ローラに見せるのは初めてだな！　これはお父さんの『本気モード』だ！　気合いを入れるとこうなるんだ。さっきまでのお父さんとはひと味違うぞ。覚悟しろ！」

　ひと味違うのはよく分かる。

　それが『気合い』の仕業でないのも一目瞭然だ。

　だが、本人はまるで気付いていないらしい。

　真実を知ったとき、どんな反応をするのか。

　今すぐ教えてやってもいいのだが……まずは戦って倒そうとローラは決めた。

　本気の父と戦う機会など、そうそうないのだから。

「私も、更に激しく行くからね！」

「まだ本気じゃなかったってか？　いいぞ、何でもやってみろ！」

　ブルーノは手をひらひらさせ、ローラを誘った。

　余程の自信があると見える。

　ならば遠慮は無用だ。

　現にブルーノの肉体は〝強化〟されているのだから。

「はっ！」

　ローラは強化魔法を一段階引き上げ、そして跳躍した。

　木を蹴飛ばし、家の壁を蹴飛ばし、三次元的な軌道でブルーノの背後を取る。

「甘いぞ！」

　ブルーノは反転しつつ剣を振るう。

　二つの剣が激しくぶつかった。

　無数の火花が散る。

　剣の技量は圧倒的にブルーノが上だ。ローラはそれを強化魔法による身体能力でカバーする。

　打つ。突く。薙なぐ。受け止める。受け流す。絡からめ取る。

　数秒の間に百を超える攻防が発生し、その余波で地面はすっかり抉えぐれていた。

　そして二人は打ち合いながら走り、舞台は湖の上へと移動する。

　ローラは足の裏から魔力を噴出して、水上を走った。

　純粋な剣士であるブルーノは、それに付いてくることができない──はずだった。

「はーっはっはっは！　奥義『気合いの水上歩行』だ！」

　気合いを入れれば何でもできると信じているらしい。

　自分が何をしでかしているのかも分からず、ブルーノは無邪気にローラを追いかけてくる。

　なんだかローラは、父親が哀れになってきた。

「……お父さん。もう終わらせるね」

「何だ、降参か……ぬぐっ、これは何だ!?」

　ローラは足裏から湖に魔力を流し、ブルーノの足元をゼリー状に変化させた。

　ゼリーになった水はローラの意志に従い、ブルーノの脚に絡みつき、そのまま全身を拘束していく。

　引き千切ろうともがいても伸びるだけだ。

　そしてゴムのように元に戻ってしまう。

「あのね、お父さん。気合いじゃ体が強くなったり、水の上を走れたりしないんだよ……」

「何を言っているんだローラ！　現にお父さんはこうして水の上にいるじゃないか！」

「そのお父さんが気合いだと思ってるのは……魔力なんだよ」

　そう。

　ブルーノが『本気モード』とやらになった瞬間、ローラは理解した。

　これは強化魔法だ、と。

　魔法嫌いの父は哀れにも、無意識のうちに魔法を使っていたのだ。

「魔力、だと？　そんなバカな……俺が、魔法を、使っていた……？」

「ショックだとは思うけど……とりあえず私、勝たせてもらうね」

　ローラはブルーノの強化魔法に干渉し、無効化させる。

　これは集中力を必要とする技なので、剣を振り回しているときは無理だった。

　しかし、こうして互いに静止していれば、容易たやすい芸当である。

　そしてローラは、父に雷を落とす。

「うぎゃああ！」

　ブルーノは短い悲鳴を上げ、ついに気絶してしまった。

　これで決着だ。

　父は約束を反故ほごにする人ではないから、ローラは二学期以降も学園に通うことができる。

　問題は解決したのだ。

　だが、目を覚ましたときブルーノは現実を受け入れられるだろうか。

　娘に負けた。

　自分が魔法を使っていた。

　この二つはきっと、ブルーノを生き地獄に叩き落す。

（泣かなきゃいいけど……）

　と思いつつ、ローラは気絶した父を引きずって陸に上がった。
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「よっこらせ」

　ローラは父を家の前に寝かせた。

　まともに雷をぶつけたのだ。しかし、これといって目立った火傷がない。

　強化魔法は確実に無効化したはずなのに、一体どういう鍛え方をしているのだろうとローラは首を捻ひねる。

「おめでとうローラ。これで安心して魔法学科に通えるわね」

　ドーラが笑顔で出迎えてくれた。

「うん……でも、お父さん、大丈夫かなぁ？」

「大丈夫よ。雷くらいじゃ死なないから」

「いや、そこは心配してないよ。そうじゃなくて、気合いの本気モードが、実は強化魔法だって教えちゃったから……」

「ああ、そんな話をしてたわね。確かにビックリだわ。この本気モードが魔法だったなんて……えい！」

　気合いの掛け声とともに、ドーラも光を放ち本気モードになった。

「お母さんもなれるの!?　って言うか、よく湖の上の会話が聞こえたね……」

「お母さんもお父さんも、耳がいいのよ。あ、耳だけじゃなくて、目も鼻もね」

　どうやらローラの両親は、強化魔法を使わなくても人間を越えているようだ。

　それにしてもアホらしいな、とローラは思わずにいられない。

　どうして自分は練習しなくても魔法を使えるのか、と昔は悩んでいたが、何の事はない。両親も練習せずに魔法を使っていたのだ。

「ローラさぁぁん！」

　頭上からシャーロットの声が聞こえてきた。

　ほぼ同時に、頭上からシャーロットが降ってきた。

「ローラさん、ああ、ローラさん！　これで二学期からも一緒ですわね。良かった、良かったですわぁ！」

「シャーロットさん、そんなくっつかないでくださいよぉ、お母さんが見てる前で……でも、ありがとうございます。えへへ」

　シャーロットは涙まで流してローラの勝利を喜んでくれた。

　それがとても嬉しい。

　あの父に勝ったことよりも、自分のことで喜んでくれる友達がいるということの方が嬉しかった。

「ローラ、おめでとう」

　アンナは普通に玄関から出てきた。

　彼女はローラの手を握り、ブンブンと上下に振る。

　それからシャーロットを引きはがし、「どうどう」となだめる。

　しかしシャーロットは泣き止まない。

「わたくし、ローラさんが学園からいなくなるのを想像しただけで涙が出そうになって……でも、これで大丈夫なのですわね。ああ、嬉しくて涙が止まりませんわ」

　どちらにせよ泣くらしい。

　これはもう、本人の気が済むまで泣かせておくしかない。

「あらー。シャーロットちゃんはローラのこと大好きなのね。ありがとう。これからも友達でいてあげてね」

「もちろんですわ、お母様！　ええ、もちろんですわぁ！」

　シャーロットは更に激しくローラを抱きしめ、頭をなで、頰ほおずりまでしてきた。

　髪がぐちゃぐちゃになって大変だ。

　あとで誰かにクシを通してもらおう。

「私もローラのこと大好きだよ」

　アンナはドーラの服を引っ張って呟く。

「そうね、アンナちゃんもここまで付いてきてくれたんだもんね。こんな可愛くて素敵な友達を二人も作って……ローラは幸せ者ね」

「うん……私もシャーロットさんとアンナさんのこと、大好きだよ。ずっと友達でいてくださいね！」

　ローラは心の底から感謝と親愛を込めて言った。

　ギルドレア冒険者学園を卒業しても、一緒にいたい。

　だが、もしかしたらバラバラになってしまうかもしれない。

　それでも友達でいたいのだ。

　ずっと、ずっと。


「ローラさん、ローラさぁぁぁぁん！」



　ようやく泣き止みそうだったシャーロットだが、ローラの言葉を聞いて、また大粒の涙を流し始めた。

　完全にスイッチが入ってしまったらしい。

　脱水症状になるのではというくらい泣いている。

　そんなシャーロットがおかくしくて、可愛くて。

　ローラとアンナとドーラは、笑いながらシャーロットをなだめた。
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　シャーロットが泣き止んだ頃、ブルーノがむくりと起き上がった。

「お父さん……」

　ローラはブルーノに何か言葉を掛けようとしたが、何も言えなかった。

　あの強くて格好よかった父親が、まるで別人のように憔悴しようすいしきっているのだ。

　その原因となったのが自分だと思うと、ローラは罪悪感を覚えてしまう。

「ローラ……約束だ。退学はなしだ。好きなようにしろ。お前の人生だからな」

「う、うん……ありがとう」

　これでローラは目的を果たした。

　二学期からも学園に通える。

　そのこと自体は喜ばしい。

　なのに、まるで心が躍らない。

　父のこんな姿を見たくなかった。

　体は相変わらず大きいのに、今にも消えてしまいそうに見える。

「もう、お父さん。気持ちは分かるけど、元気出しなさい。自分が知らないうちに魔法を使ってたからって何だってのよ。これで魔法は邪悪じゃないし、役に立つって分かったでしょ。それともまさか、自分や、自分の娘まで邪悪だって言い張るの？　ほら、ここにいるシャーロットちゃんを見てご覧なさいよ。ローラとまた一緒に学園に行けるからって目が真まっ赤かになるくらい泣いてるのよ」

　ドーラは仁王におう立だちで夫に説教する。

　突然話題に出されたシャーロットは、恥ずかしそうにうつむく。

　ブルーノはその様子をジッと見つめ、それから無言で立ち上がり、ローラたちに背を向けた。

「え、お父さん、どこ行くの!?」

　ローラが問いかけるとブルーノは立ち止まる。が、振り返りはしなかった。

「また山にこもる……しばらく一人にしてくれ……気持ちの整理がつかん……」

　そこには人生の全てを否定された男の背中があった。

　哀れすぎて直視できない。

　ローラもシャーロットもアンナも、つい目をそらしてしまう。

　しかしドーラだけは、トボトボ歩いて行くブルーノを冷ややかに見つめていた。

「器の小さい人ねぇ。素直に娘の成長を喜べばいいのに。まあ、そのうち立ち直って帰ってくるでしょ。私たちはお昼ご飯にしましょ。なにかリクエストある？」

　お昼ご飯。リクエスト。

　その二つの言葉を聞いたローラは、一瞬にして父親のことを頭から追い出した。

　そして大声で言う。

「オムレツ！　お母さんの作ったオムレツ食べたい！」

　あのふわふわのオムレツを思い浮かべただけで、口からヨダレが垂れてきた。

　もうオムレツのことしか考えられない。

　オムレツ、オムレツ……ああオムレツ！

「ちょっとローラ……何ヶ月か食べなかっただけでオムレツの禁断症状でも出たの？　目がグルグルしてるわよ」

「だって学園の食堂のオムレツはお母さんのオムレツほどふわふわじゃないからオムレツとは言いがたいんだもん！　だから食堂のオムレツの口直しにお母さんのオムレツを食べてお口の中をオムレツにするんだよ！」

「大変！　ローラが変になったわ！　急いで作るから待っててね！」

　ドーラは珍しく狼狽ろうばいした様子を見せ、家の中に走っていく。

「うぅ……オムレツ……オムレツ……」

　一刻も早くオムレツを口に入れないと死んでしまいそうだ。

　あのとろけるような柔らかさと甘さ。

　オムレツこそ世界の真理。

　そうだ、自分はオムレツを食べるために帰ってきたのだ。

「ローラさんが朽くちかけたゾンビみたいな動きをしていますわ！」

「きっと操あやつっているネクロマンサーの腕が悪い」

　横からシャーロットとアンナの声が聞こえてくる。

　しかし今のローラには友人の言葉を聞く余裕すらない。

（シャーロットさん……金髪……金色……オムレツも金色……シャーロットさんはオムレツだったんだ！）

　素晴らしい。どうして今まで気が付かなかったんだろう。

「オムレツ、オムレツ！　いただきまーす！」

「へ？　ローラさん、急に何を……！」

　ローラはシャーロットを押し倒し、その首筋にむしゃぶりついた。

　もう完全にオムレツだと思い込んでいるので、味がしないことに首を傾げる。

「ああ、いけませんわ、いけませんわ……まだお昼なのに……」

「お昼だからです！　お昼だから食べるんです！」

　なぜこのオムレツはオムレツのくせに食べられることを嫌がっているのだろう。

　いや、オムレツではなくシャーロット？

　シャーロットがオムレツに化けていた？

「だ、騙しましたねシャーロットさん！　許しませんよ！」

「何がですの!?」

「オムレツをー、私のオムレツを返してくださーい！」

　ローラはシャーロットの襟えり元を摑つかんで揺さぶる。

　しかし一向にオムレツが現われない。

　酷い。ローラはただオムレツが食べたいだけなのに。

「ローラ、落ち着いて。シャーロットはオムレツじゃないし、振り回してもオムレツに変化したりはしない」

「アンナさん……赤い髪……ケチャップ……シャーロットさんにかけるとオムレツになる……？」

「っ!?」

　アンナは踵きびすを返して逃げようとしたが、そうはいかない。

　ローラはその脚を摑んで転ばせ、そしてシャーロットの上にアンナを置く。

「いただきまーす！　はむはむ……味がしない！　なぜですか！」

「いい加減にしてくださいまし！」

「ローラを正気にするため強硬手段をとるしかない」

　シャーロットとアンナは強化魔法を実行。

　増幅された筋力でローラを突き飛ばした。

（オムレツの反乱!?　いや違う、オムレツは動いたりしないはず……あれ、私は何を……？）

「ローラさん、覚悟ですわ！」

「豚ぶたのような悲鳴を上げろ」

　シャーロットとアンナが怒りの形相で近づいてくる。

「あ、いや、待ってください！　私、正気になりました！　謝りますから許してー！」

　このあと滅茶めちや苦茶くちやくすぐられて耳にふーされた。





※






　久しぶりに食べた母親のオムレツは、やはり絶品だった。

　作るたびに具が違うのだが、今日はニラと豚の挽肉ひきにくだった。

　あと卵にチーズを混ぜたらしい。

　細かい理屈はよく分からないが、とにかく美味しかった。

　食べてる間中、ローラは頰が緩みっぱなしになるのを止められなかった。

　そしてローラだけでなく、シャーロットとアンナも一口食べた途端、目を見開いていた。

「な、何ですの、このふわふわとろりなオムレツは……！」

「私、こんなの初めて」

　一心不乱にオムレツを食べるローラたち三人を見つめて、ドーラは幸せそうな顔をする。

「娘が一気に増えたみたいで楽しいわぁ。三人とも、しばらくここに泊まって行きなさいよ。夏休みは一ヶ月以上あるんでしょ？」

　今は七月の終わりで、夏休みは八月一杯までだ。

　ブルーノの出した退学願を撤回させるという目的は早々に達成してしまったから、あとは遊びたい放題である。

「せっかく帰ってきたんだし、ゆっくりしていきたいけど……シャーロットさんとアンナさんは大丈夫ですか？」

「私は基本的に暇だから大丈夫。でも宿代とか払えないよ？」

　アンナはオムレツをもぐもぐしながら言う。

「もう、何言ってるのよー。ローラの友達からお金とるわけないじゃない」

「安心した。お世話になります」

　アンナはぺこりと頭を下げる。
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「わたくしも特に予定はありませんけど……魔法の特訓は休みたくないので、この近くで行なっても構いませんか？」

「大丈夫よ。この辺はのどかなだけが取り柄の場所だから。相手になるようなモンスターは滅多に出ないけど……代わりにローラが相手したげればいいでしょ」

「うん。いつでも相手しますよー」

　するとシャーロットがギラリと目を光らせた。

「いつでも……つまり朝から晩までローラさんと特訓できる!?　ではしばらくご厄介やつかいになりますわ！　よろしくお願いいたします！」

「あらあら。ローラとシャーロットちゃんは友達であると同時にライバルなのね。素敵な関係ねぇ。ああ、でも自然破壊だけは、ほどほどにね」

　ドーラはシャーロットの顔付きを見ただけで、二人の繫つながりを言い当てた。

　流石はＡランク冒険者にして母である。

「それにしても、三人とも凄い食欲。特大オムレツにしたのに、もう食べちゃったの？」

「だってお母さんのオムレツは世界一なんだもん！」

「うちのシェフよりも料理がお上手ですわ」

「毎日食べたらほっぺが融解する」

　褒められまくったドーラはご機嫌だ。

　母が褒められてローラもご機嫌だ。

　それから空になった皿を洗おうというとき、意外にもアンナが「手伝う」と名乗りでた。

「掃除洗濯の類たぐいは得意」

　失礼な話だが、ローラは驚いてしまった。

　アンナはいつもボーッとした顔をしているので、家事とは無縁だと思っていた。

　人は見かけによらないのだなぁ、と反省する。

「では、わたくしもお手伝いしますわ！」

　シャーロットも申し出る。

　となればローラも手伝うしかない。

　入学する前は皿を洗ったりテーブルを拭ふいたりしていたから、お手伝いはお手の物である。

「皆ありがとう。女の子が沢山いると助かるわ」

　ドーラは嬉しそうに言う。




　しかし──。




　ガシャーン。

　キッチンに皿の割れる音が盛大に響き渡った。

　シャーロットが落としたのだ。これで二枚目だった。

「も、申し訳ありません……手がズルッと滑ってしまって……」

　シャーロットはわたわたと皿の破片はへんを拾い集める。

　ローラはそれを手伝いながら、疑問を口にした。

「……シャーロットさん。もしかして家事とか駄目なタイプですか？」

「うぅ……全てメイドたちがやってくれるので……面目ないですわ」

「シャーロットさんの家にはメイドさんがいるんですか……」

　どうやら相当のお金持ちらしい。

　ガザード家が由緒正しい魔法使いの家で、そこそこ裕福だというのは知っていたが、まさかメイドがいるほどだったとは。

　とはいえ、しっかり者のシャーロットに抜けているところがあって、ちょっと面白おもしろい気分になるローラであった。

　一方アンナは、自信満々だっただけあり、無難にこなしている。

「アンナちゃんのおかげで、あっという間に洗い終わっちゃったわ。ありがとう」

「どういたしまして」

　褒められたアンナは照れくさそうに頭をかいた。

「ぐぬぬ……まさかこんなところでアンナさんに敗北するとは……！」

「ふふ。シャーロットちゃんは魔法の特訓だけじゃなくて、夏休みの間、ここで家事の特訓もしましょうか？」

「よろしいのですか!?　ぜひお願いしますわ！」

　こうしてシャーロットはドーラに弟子入りすることになった。





※






　ローラたち三人はお風呂ふろに入って体を洗いっこし、寮からもってきた着ぐるみパジャマに着替え、リビングに戻る。

「お母さん、お風呂空いたよー」

「はーい……って、あらあら。何て可愛いパジャマなのかしら。元から可愛いくせに、そんな……！」

　ドーラはローラたち三人をまとめて抱きしめ、撫なで回す。

　それから解放され、二階の部屋に移動しようとしたとき、アンナがドーラの服を引っ張り、上目遣うわめづかいで口を開く。

「シャーロットはドーラさんの弟子になった。そこで私はブルーノさんの弟子になりたい。紹介して欲しい」

　それは予想外の内容だった。

　ローラにとってブルーノとは父親。そしてアンナは学園の友達だ。

　その二人が師弟関係になるなど、想像もできない。

　だが、よく考えてみれば、ブルーノ・エドモンズというのは剣士にとって、ある種ブランドのようなものだ。

　一緒にパーティーを組んだことがあるというだけで、人に自慢できるという。

　そんな男の剣技を間近で見せられ、同じ剣士であるアンナが平静でいられるわけがない。

　ローラは、毎日ブルーノに稽古をつけてもらっていたことが如何いかに贅沢ぜいたくだったかを、今更のように悟る。

「お父さんの弟子にねぇ。でもあの人、今はショックでそれどころじゃないと思うし……いえ、だからこそいい刺激になるかしら？　じゃあ明日、お父さんがいる山まで行きましょうか。精確な位置は分からないけど……皆で山狩りよ！」

「おー」

　山狩りと聞いてアンナは掛け声とともに拳こぶしを突き上げた。

　しかし今、ドーラは「皆で」と言っていた。

　つまりローラとシャーロットも付き合わされるということだ。

　アンナのためなら、いつでも一肌脱げるが、自分の父親を山狩りするのは気が引ける。

「ふふふ……あのブルーノ・エドモンズを相手に山狩り……腕が鳴りますわ！」

　やたらとやる気を出している金髪のお嬢様もいる。

　どうも嫌がっているのはローラだけらしい。

「そうと決まれば、今日は早く寝たほうがいいですわ！」

「三人で寝るの楽しみ」

　シャーロットの提案に、アンナがコクリと頷く。

　二人はローラの腕を引っ張り、二階の部屋に向かった。

　そして──どちらがローラを抱き枕にして寝るかという言い争いを始め、少し夜更かしすることになってしまった。





※






　次の日、ドーラを先頭にして、四人でゾロゾロと山に向かっていく。

　山といっても、さほど大きなものではない。

　半日あれば町と山頂を往復することができる。

　生息しているモンスターも、一角ウサギや三ツ目トカゲなど弱いものばかりだ。

　とはいえ、どこにいるのか分からない人間を一人捜し出すのは骨が折れる。

「お母さん。お父さんの居場所に心当たりあるの？」

「心当たりというか、こういうときのお父さんは、足跡が分かりやすいから」

「足跡？」

　ブルーノの足は確かに大きいが、だからといってハッキリ分かるほど地面に残るだろうか。

　ローラたちは不思議そうに顔を見合わせつつ、ドーラのあとを追いかける。

　すると、斬り倒された大木が現われた。

「え、なにこれ。明らかに刃物で切ったあと……しかも葉っぱが青いままだから、切ってから時間が経たってない？」

「ですがこんな大きな木を切るというのは重労働ですわ。普通、木材として売るために切るものでしょう。なのに無造作に放置しているなんて……」

「まるで通り魔みたい」

　ローラたちは切り株と倒れた木を見つめる。

　両腕を使っても抱きしめられないくらい太い木だ。

　断面はとてもなめらかで、ノコギリではなく剣で斬ったように見える。

　こんな大木を剣で切断できる者は、さぞ優れた剣士に違いない。

「もしかしてお父さん!?」

「多分そうよ。ローラが生まれてからはやらなくなったけど、お父さんって怒ったり落ち込んだりすると、森とか山にこもって、その辺の木に八つ当たりするのよ。どんな大きな木でもズバンと一刀両断」

「え、でも、木がもったいないよ」

　むやみな自然破壊はあまり感心しない。

「そこは大丈夫。あとで冷静になってから、ちゃんと丸太にして売るの。駆け出しの冒険者だった頃はいい稼ぎになったわ」

「へえ……そんなことしてたんだ」

　ローラは父の意外な一面を知り、複雑な気分になる。

　しかし思えば、自分が生まれる前の両親のことなんて、ほとんど知らない。

　もちろん冒険者として有名だから、そのエピソードは勝手に耳に入ってくる。

　ブルーノ自身が自慢げに語ることもあった。

　だからローラは、両親は偉大な冒険者だったと、そういう光の側面だけを見ていた。

　だが、ブルーノが魔法嫌いになったエピソードが意外としょうもなかったり、こうして木に八つ当たりしたりと、情けないところを知ってしまった。

　知ったが、それでもローラは父のことが大好きなままだった。

「丸太で稼ぐ……いいこと聞いた」

　アンナはとても感心した様子で頷いている。

「ああ、でも。町から近い森は、そこの領主様の森だから、勝手に木を切ると怒られるわよ。深い森の奥じゃないと駄目。私たちはここの領主様と仲良しこよしだからいいけど」

「……割に合わなそう」

「そうね。儲もうけだけを考えたら、モンスター狩りをしたほうがいいと思うわ」

　それを聞いたアンナはがっくりと肩を落とした。

　するとシャーロットがローラに、ひそひそと耳打ちをしてくる。

「……やはりアンナさんはお金に困っているのでしょうか？」

「うーん、そんな感じですね。でも本人には聞きにくいですし」

　野宿同然の生活を送るならともかく、町で暮らすにはお金が必要だ。

　お金がとても重要なものだということくらい、九歳のローラだって知っている。

　貧乏というのは大変なことなのだ。少なくとも自慢できることではない。

　だから「あなたは貧乏ですか？」とは聞きにくい。

「ねえ、皆。ちょっとこっちに来て」

　ドーラに呼ばれ、ローラたち三人は向かっていく。

　そこにも切られた木が転がっていた。

　ただし一本や二本ではない。

　十数本。

　まるで道を開くようにして、一直線に切られていた。

「お父さんはこの向こうにいるみたいね」

「ブルーノさんは、私が弟子にしてって言ったら、弟子にしてくれる？」

「さあ。そこはアンナちゃんの才能を見せつけてあげたらいいんじゃない？」

「……分かった。頑張る」

　アンナはグッと拳を握りしめた。

　しかし、才能を見せつけると言っても、具体的に何をするのだろう。

　まさかいきなり斬りかかるのだろうか。

　いや、ブルーノに対しては、そういう分かりやすい方法が有効かもしれない。

　アンナの剣は太刀筋が真まっ直すぐだ。

　それを見れば、落ち込んでいるブルーノもやる気をだすかもしれない。

（あれ？　お母さん、そのためにアンナさんを連れてきたのかな？）

　ローラは、夫婦というものを、ちょっとだけ知ったような気持ちになった。
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　ブルーノ・エドモンズは失意の中、山の中に座り込み、虚空こくうを見つめていた。

　もう立ち直れそうにない。

　なにせ全てを否定されたのだから。

　娘に敗北したことはいい。いつか自分より強くなってくれと願って育てていたのだ。いくら何でも早すぎるとは思うが、絶望するほどのことではない。

　その娘が魔法を使っていた。これもギリギリ許そう。いや実際は許しがたいのだが、更なる問題が発生したので、霞かすんでしまった。

　そう。一番の問題は、このブルーノ・エドモンズともあろう者が、知らないうちに魔法を使っていたということだ。

（気合いの本気モードがまさか強化魔法だったとは……！　クソッ！）

　何となく変だとは思っていた。

　気合いを入れただけで何倍も強くなるなんて。

　しかも体が光るし、シュワシュワと風も巻き起こる。

　だが、『自分の気合いがそれだけ凄いのだ』と納得していた。

　魔法などに頼らずとも、人間はこれだけのことができるのだと、むしろ鼻を高くしていた。

　それが、魔法だった。

　滑稽こつけい極まる。

　どうして誰も今まで指摘してくれなかったのか。

　いや、本気モードなど現役げんえき時代からほとんど使う機会がなかった。

　使うときは足手まといを捨てて行き、妻と二人っきりになるときだった。

　今回、初めて人前で使用したのだ。

　そして、娘から「それ魔法だよ」と言われてしまった。

　もうこれでは、ローラに魔法を使うなと説教するのは無理だ。

　自分自身が使っていたのだから。

　しかも『本気モードの俺、マジで格好良くね？』とか思っていたのだ。

　魔法なのに！

（俺はこれから何を精神的拠より所どころにして生きていけばいいんだ……）

　いっそ魔法を好きになってしまえば話は簡単だ。

　そう思って心を整理しようとした。

　が、どうしても姉の顔がチラつく。

　自分とドーラを囮おとりにしてリヴァイアサンから逃げていった魔法使いを思い出す。

　しかし同時に、魔法を使って楽しそうに戦うローラの姿も浮かんできた。

（あいつだって魔法が嫌いだったはずだ。俺が育てたんだからな。なのに、この短期間でどうして魔法を好きになれたんだ？　くそ、分からん！）

　ブルーノは文字通り頭を抱えた。

　いっそ、このまま土に還かえってしまいたいとすら思った。

　そんな悩めるブルーノのところに、愛する妻の声が届いた。

「お父さん、見ーつけた」

　そう言って、ドーラはブルーノの前にしゃがむ。

「迎えに来たのか？　済まんが、もう少し一人にしてくれ……」

「そうはいかないわ。ローラが友達を連れてきたのに、あなたがいつまでもみっともない様子じゃ困るもの。というわけで……アンナちゃん、やっちゃって！」

「……いざ参る！」

　ドーラは横に大きく跳躍した。

　その直後、巨大な剣を持った赤毛の少女がブルーノへと斬りかかってきた。

「はあああああっ！」

　少女の気合いの雄叫おたけびとともに、脳天に刃が降ってきた。

（おおっ、ガキのくせにいい太刀筋だ）

　ブルーノは相手を褒めつつも、地面に突き刺していた自分の剣を握り、振り上げる。

　少女の剣と激突し、押し合い、そして当然の如く、競り勝った。

「くうっ！」

　跳ね返された少女は、大きく後ろに跳んでいく。

　それを見ながらブルーノはゆっくり立ち上がり、剣を肩にかつぐ。

「母さん。こりゃ何の真似まねだ？　ローラの友達を使って俺を暗殺するつもりか？」

「あら、違うわよ。その子の目を見れば分かるでしょ。あるのは殺気じゃなくて闘気とうき」

　言われるまでもなく、一目で分かる。

　この赤毛の少女は、太刀筋も眼光も真まっ直すぐだ。

　対峙たいじしていると姿勢を正したくなる。

「……ブルーノさん。夏休みの間、私を弟子にして欲しい。いや、弟子にしてください」

　敬語を言い慣れていないらしく、たどたどしく言い直す。

「弟子、か。お嬢ちゃん、強くなりたいのか？」

「なりたい」

　即答された。

「何で強くなりたい？」

「……育ててくれた人に恩返しするには、お金が必要」

「そうか。じゃあ金があれば強くなくてもいいのか？」

　赤毛の少女は少しだけ考え、首を振る。

「それでも強くなりたい。剣をもっと上手に使いたい。剣は楽しいから」

　そうだ、剣は楽しいのだ。

　ブルーノは剣さえ振り回していれば、それだけで幸せになれた。

　魔法なんてなくてもいい。

「じゃあ、最後の質問だ。何で俺の弟子になりたい？　俺は昨日、ローラに負けた。師匠にするならローラのほうがいいんじゃないか？」

「確かにローラが勝った。ローラは強い。けど強いだけ。剣技はブルーノさんのほうが格好良かった」

「格好良かった……」

　ブルーノは胸にジーンとくるのを感じた。

　なんだろうか、これは。

　さっきまで、あんなに落ち込んでいたのに、やる気が湧いてくる。

「分かった。問答はここまでだ。あとは実践あるのみ。いくらやる気があっても、そこそこ強くないと俺の弟子にはしないぞ」

「分かってる……行きます！」

　そして赤毛の少女とブルーノの剣戟けんげきが始まった。

　もちろん、まともな戦いではない。

　少女の強さを見るため、まずは防御に徹し、どんな攻撃をしてくるのか確かめる。

　しかし、それにしても大したものだ。少女は身長ほどもある巨大な剣を、凄まじい速さで操っている。速度だけなら一級品だ。

　今すぐＣランク冒険者としてデビューしても問題ない。そのまま程なくしてＢランクになるだろう。

　しかし、弱点が明白だ。

　弱い敵ならこの速度だけで圧倒できるだろうが、太刀筋が単純極まっている。

　たまにフェイントをいれたりして頑張っているのだが、経験が圧倒的に足りていない。

「なるほど。次は俺から攻めるぞ。上手く守れ」

「っ！」

　ブルーノは戦いの流れを変える。そのことに少女は半瞬だけとまどったが、辛かろうじてブルーノの剣を受け止めた。

　子供にしてはいい反応だ。

　まるでブルーノの剣を知っているかのような動きだった。

「お嬢ちゃん。もしかして学園でローラの剣を受けたことがあるのか？」

「ローラとは毎日のように剣の訓練をしている」

「おお、そうか。ローラの奴、本当に剣を嫌いになったわけじゃないんだな」

　そのことに気をよくしつつ、ブルーノは斬撃をくり出す。

　無論、手加減に手加減を重ねている。

　そうでなければ赤毛の少女は今頃輪切りだ。

　それでも彼女の動きは賞賛に値する。

　ついやり過ぎてしまったかなという斬撃にも、上手く対応してきたのだ。

「……ブルーノさん。受けてばかりじゃ退屈だから、こっちからも攻める」

「おお、いい気迫だ。やれるものならやってみろ！」

　その刹那せつな、少女の動きが劇的に変わった。

　体がほのかに発光し、倍近い速度になる。

（これは気合いの本気モード……いや、強化魔法か！）

　流石のブルーノも虚を突かれた。

　だがもちろん、この程度で手傷を負ったりはしない。

　ほんの少し冷や汗をかいただけだ。

「お嬢ちゃん、すげーな。名前は何と言ったっけ？」

「アンナ・アーネット」

「そうかアンナちゃんか！　お望み通り夏休みの間、弟子にしてやろう。しかし楽しいから、このまましばらく打ち合ってみるか！」

「望むところ、です」

　そこから数分間、ブルーノはアンナと遊んだ。

　実に実に楽しい時間だった。

　ローラに剣を教えていたときを思い出す。

　相手が強化魔法を使っていることなど、微塵みじんも気にならなかった。

　前衛はいい。剣はいい。

　そこに魔法が混ざろうと、いいものはいいのだ。

（そうか、こんなにも単純な話だったんだな！）





※






　ローラとシャーロットは、ブルーノとアンナの戦いを近くの茂みの中から見守っていた。

「アンナさん、無事に弟子になれたようで何よりですわ」

「はい。それにお父さんも元気出たみたいです。良かったぁ」

　そう語り合っているところに、ドーラもガサゴソと近づいてきた。

「ふふふ、狙い通りね。落ち込むときはメチャクチャ落ち込むくせに、ちょっとしたきっかけで元気になるんだから。単純な人」

　ドーラは何かを懐かしむような声を出す。

　きっとローラが知らないことが沢山あったのだろう。

　二人は自分の父と母である前に、夫婦なのだなぁ──と、少し大人びたことを思うローラであった。





※






　そしてブルーノは山を降り、次の日からアンナと剣を激しくぶつけ合った。

「相手の剣先から目をそらすな！　あと目線と足元もな！　可能なら全身の筋肉の動きも捕えろ！　ただし、それを逆手にとられてフェイントを入れられることもあるぞ！」

「し、師匠、そんな一度に言われても」

「甘ったれるな！」

　朝食後の家の前で、カンカンカンと金属音が響き渡る。

　それを聞いていると、ローラも混ざりたくなってしまう。

　だが、三人で戦うと乱戦になり、稽古どころではなくなる。

　よってローラは友達のため、涙を呑のんで見学に徹した。

「ローラさん。ただ見ているだけでは退屈でしょう？　わたくしと手合わせしませんか？」

　庭に座って稽古を見つめていると、シャーロットが隣にやって来た。見れば、首から趣味の悪い骸骨がいこつのペンダントをぶら下げている。

　魔力負荷をかける『封魔のペンダント』だ。

　装着しているだけで魔力トレーニングになるという便利なものであるが、何も朝からつけなくてもいいのに、とローラは思う。

「手合わせって、こんな所で魔法合戦ですか？　私とシャーロットさんがやると、家がなくなっちゃいますよぅ」

「ふっふっふ。魔法は使いますが……剣ですわ！」

　そう言ってシャーロットは、右手から光の剣を伸ばした。

「おお!?　魔力で作った剣ですか！　凄いです、真似します！」

　見よう見まねでやってみると、ローラの右手からも光の剣がブンと唸うなりを上げて伸びた。

「か、格好いい！」

　鉄の剣とは違い重さを感じないのは物足りない。しかし持ち運ばなくてもいいし、何よりピカピカ光っていて綺麗だ。

「わたくしが三日かけて練習した技ですのに……まあいいですわ。ローラさんはそういう生き物だと知っていますから。さあ、これで打ち合いましょう！」

「いいですけど……魔力で作った剣でも、剣は剣ですよ。シャーロットさん、剣の心得は？」

「ないですわ。なのでローラさんと戦いながら覚えます」

「ほほう。ちなみにシャーロットさん、剣の適性値はおいくらで？」

「75ですわ」

　シャーロットは澄まし顔で言う。

「意外と高い！　魔法一筋みたいなイメージだったのに……戦士学科でも十分やっていけるじゃないですか」

「できる女は何をやってもできるのですわ。さあ、ローラさん。あなたの剣技を盗ませて頂きますわ」

「そう簡単に盗めるものじゃないですよ！　盗めるものなら盗んでください！」

　ローラは光の剣を構え、シャーロットへと斬りかかった。

「え、そんな、いきなり本気ですの!?」

「こんなの、本気にはほど遠いですよ。ほらほら！」

「うぐっ、ローラさんがサディスティックな目になっていますわ」

　シャーロットは強化魔法で身体能力を限界まで高める。

　対してローラは素の筋力だけで剣を振っている。

　だがシャーロットは防戦一方だった。

　ローラの手加減しまくった剣を防ぐだけで精一杯。

　当たり前の話だ。

　ローラは伊達だてに三歳のときから剣を振り回していない。

「たまりませんわ。一度退避ですわ！」

「あ、シャーロットさん、剣の勝負で空中に逃げるなんて卑怯ひきようですよ！」

　飛行魔法で飛び立ったシャーロットを追いかけ、ローラもまた空を飛ぶ。

　ぎゅーんぎゅーんと風を切り裂いて宙を舞い、すれ違いざまに剣をぶつけ合う。

　こんな変則的な戦いだと剣技はあまり役に立たない。

「シャーロットさん、剣の勝負じゃなかったんですか!?　これじゃ魔法の戦いですよ！」

「わたくしは『手合わせしませんか』と言っただけですわ！」

「ぐぬぬ……じゃあちょっと本気出しちゃいますよ！」

「では、わたくしも封魔のペンダントを外しますわ！」

　二人は加速し、光の剣をぶつけ合う。

　途中から氷の槍やりとか、炎の弾たまなども飛び交い始めた。

　もはやなぜ戦っているのかよく分からなくなってきたが、楽しいので大丈夫だ。

「それにしてもシャーロットさん。決勝戦のあと、魔力がもとに戻ったのに、空は飛べるんですね！」

「魔力が減っても技術はそのままですわ！」

「なるほど！　それに魔力もなんか、毎日ちょっとずつ増えてるような気がします」

「一度頂点を垣間見たので……目指すべき場所を知っていれば、上達も早いというものですわ！」

　火力の規模は比べものにならないが、決勝戦のときも、ローラとシャーロットはこうやって空中で魔法を撃ち合っていた。

　あれは確かに心が躍った。

　あの瞬間だけ、シャーロットはローラと同じ領域に立っていたのだ。

　その体験がシャーロットの成長を後押ししているらしい。

　こうして戦っている最中も、シャーロットが少しずつ強くなっているような気がする。

　そのことが何だか楽しくて、ローラは夢中になって戦った。

　やがて数時間後。

「ちょっと、皆。いつまで戦ってるのよー。もうお昼よ、帰ってきなさーい」

　エプロン姿のドーラが玄関から叫んだ。

「母さん、もうちょっと待ってくれ。アンナちゃんがどんどん成長するから、面白くて」

　地上でブルーノがそんなことを言っていた。

　なので真似してローラも似たようなことを言ってみる。

「私もシャーロットさんの成長が面白いので、もうちょっと戦いたいです」

　適当な理由を付けて、地上組も空中組も戦闘を続行しようとしている。

　しかし、それを聞いたドーラから、シュワシュワと魔力が立ち上った。

「ああ、そう。せっかくいつもより気合いを入れた特製オムレツを作ったのに。いらないんだ。じゃあ私が全部食べちゃおうっと」

「「「「特製オムレツ!?」」」」

　ローラとシャーロットとブルーノとアンナ、四人が一斉に叫び、玄関に飛び込んでいった。

　特製オムレツを食べたあと、午後は遊びの時間だ。

　湖で泳いだり、釣りをしたり、ハイキングをしたり。

　次の日も午前中は修行をして、午後は遊ぶ。

　そんな楽しい日々は、時間が進むのも早い。

　あっという間に、夏休みは終わりに近づいていった。
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　夏休みが終わるまで、あと約一週間という日。

　いつものように午前の修行は終わった。

　さて午後は何をして遊ぼうか、と三人がローラの部屋で話し合っていたときのことだ。

「た、大変なことに気が付きましたわ！」

　不意にシャーロットが大声を上げた。

「何事ですか？　素敵すてきな遊びを思いついたんですか？」

「ローラさん、何を呑気のんきな！　わたくしたち、宿題を全くやっていませんわ……！」

　宿題。

　はて、それは何を意味する単語だろうか、とローラの頭脳はパニックに陥おちいった。

　いや、もちろん意味は知っている。

　知っているからこそ、理解したくなかった。

「夏休みの宿題がどっさり出たのに……ここに持ってきてすらいませんわ！」

　ローラの背中を冷たい汗が流れ落ちていく。

　体が震え、歯がカチカチと鳴った。

「シャーロット……何てことを思い出させるの……忘れたままでいたかった」

　アンナも同じように震え、顔を真まっ青さおにしている。

　命の危機を感じるとこんな表情になるという見本であった。

「忘れたままでどうするのですか!?　まだ一週間ありますわ。急いで寮に戻って宿題をやらないと、夏休み明けに先生に殺されてしまいますわ！」

「……今からだと間に合わない。どのみち殺されるなら、せめて夏休みの間は幸せでいたい。というわけで、私は宿題の記憶を消去する」

「現実逃避はいけませんわ！　さあ、ローラさんも白目になってないで、帰る準備ですわ！」

　シャーロットは手をブンブンと振り回し、必死に訴える。

　が、ローラとアンナは揃そろって白目をむき、固まってしまった。

　それにもめげず、シャーロットは一人で三人分の荷物をまとめてくれた。

　そしてブルーノとドーラに事情を話し、予定よりも早く帰ることを告げる。

「あらあら。宿題を忘れてきたなら仕方がないわね。次に来るときは、ちゃんと持ってくるのよ」

「またいつでも遊びに来い。そしてローラにアンナ！　剣の稽古けいこは欠かすなよ！」

　笑顔で手を振るドーラと、涙ぐむブルーノに見送られ、ローラたち三人は王都を目指す。

　急ぎなので、馬車ではなく徒歩だ。

　いつかやったように、ローラを先頭にしてスリップストリームでシャーロットとアンナを引っ張り、街道を爆走していく。

　これなら日が沈む前に到着しそうだ。

　しかし寮に帰ると宿題と向き合わなければならない。

　何とか宿題をやらずに済む方法はないものか──。

　などとローラが不埒ふらちなことを考えていると、街道がメーゼル川と合流した。

　かつて謎なぞの三人組『着ぐるみ戦隊パジャレンジャー』がリヴァイアサンを倒し、大手パーティー『真紅しんくの盾たて』を救ったのがこのメーゼル川である。

「あれ？　あれれ？」

　ローラは川を流れてくる不思議な物体を発見して立ち止まった。

　それが急だったので、背中のリュックサックにシャーロットが顔面をぶつけた。

「ひゃんっ！」

　更にシャーロットのリュックサックにアンナがぶつかる。

「はうっ！」

　そして後ろから押されたローラは……ぴょーんと飛んだ。

　たかが少女二人に追突されただけではあるが、強化魔法とスリップストリームを併用した速度で走っていたのだ。

　その運動エネルギーは膨大の一言。

　九歳のローラを発射するには十分すぎる。


「うわぁ、うわぁぁぁっ！」



　もう少し冷静なときであれば飛行魔法で何とかなったのだろうが、宿題に対する不安と川を流れる謎の物体で頭がいっぱいだった。そこに後ろから不意打ちを喰くらったのだから、飛行魔法を使う暇などない。

　ローラは虚むなしく川に落ちた。

　ぽちゃん。


「ローラさん!?　ローラさぁぁぁぁんっ！」



「大変……いつもより流れが速いから、このまま海まで流されるかも」

「流されません！」

　ローラはようやく飛行魔法を発動させ、無事に街道に帰還した。

　全身ずぶ濡ぬれだが、炎魔法で乾かせば大丈夫だろう。

　それよりも──。

「ローラさん、無事で何よりでしたわぁ。ところで、手に持っているそれは……？」

「私にもよく分かりませんけど。流れてきたので拾ってみました。さっきはこれを見つけたから立ち止まったんですよ」

　ローラが両腕で抱えているのは、卵形の物体だった。

　色は薄いクリーム色と水色の縞しま模様。

　かなり大きく、ローラの頭二つ分くらいはある。

　本当に卵だとしたら、かなり大型の生き物だ。

「もしかして、持ち帰って食べるつもり？」

　アンナはそう呟つぶやいて、じゅるりとヨダレを飲み込む。

「これだけ大きな卵ならオムレツを沢山作れますね……って、食べません！　きっと珍しい生き物の卵ですよ。これを調べて、自由研究の宿題として提出します！」

「ナイスアイデアですわ、ローラさん。三人の合同研究ということにすれば、一気に自由研究が片付きますわね」

　シャーロットは目を輝かせる。

　魔法の修行は誰だれよりも真面目まじめにやる癖くせに、宿題は適当に済ますつもりらしい。

「けど、卵じゃなかったらどうするの？」

「そ、それは……」

　アンナの指摘にローラは言葉を詰まらせる。

　川を流れてきた物体の正体は卵の形をしたオブジェでした、という研究成果では流石さすがにエミリア先生も納得してくれないだろう。

　だが、それは杞憂きゆうだった。

　なぜならば。

「わっ！　この卵、今動きましたよ！」

　抱きしめるローラの腕にハッキリ伝わるくらい、卵の中で何かが動いたのだ。

　確実に生き物が入っている。
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　問題は、何が入っているのか──ということなのだが。

「中身がとんでもない怪物だったらどうするの？」

　アンナが素朴な疑問を口にする。

「怪物だったら、それこそこんな場所に放置しちゃ駄目ですよ。私や学長先生がいる学園に持っていかないと！」

「それもそうか」

　アンナは納得してくれた。

「ふっふっふ。わたくしもいますわよ！」

「そ、そうですね……！」

　というわけで、この卵はお持ち帰り決定だ。





※






　それは廃棄された小さな砦とりでだった。

　作られてから何百年経過したのかも、そもそも誰が何の目的で作ったのかも分からない。

　街道から遠く離れており、周囲の森には多数のモンスターが生息しているので、人は誰も近寄らない。

　忘れ去られた砦だ。

　しかし、だからこそ。

　人目に付きたくない者にとって、こんなに都合のいい場所はない。

　ほんの少し前まで、ここはゴブリンの巣になっていた。

　だがゴブリンたちは、盗賊団によって駆逐くちくされた。

　その盗賊団の名前は、灰色の夜。

　近頃ちかごろ、ファルレオン王国を荒らし回る、悪名高い者どもだ。

　そして砦は、灰色の夜のアジトに様変わりしていた。

　砦の奥深くで彼らは、ロウソクの明かりだけを頼りに陰謀を語り合っていた。

　次は商人のキャラバンを襲おう、とか。

　村を丸ごと乗っ取ろう、とか。

　鉱山から宝石を運び出す馬車を標的にしよう、とか。

　集まった六人のメンバーは、それぞれ集めた情報をもとに、次の〝仕事〟をどうするか頭を悩ませる。

　彼らに共通しているのは、ちんけな仕事をしたくないという願望だ。

　街道を行く旅人を襲って身ぐるみを剝はがすような、ちまちました稼ぎ方はしたくない。

　盗賊なんて身分まで堕ちてしまったのだ。

　もはや、これ以下はない。

　ならば、堅実に稼いだって仕方がないではないか。

　大きく稼いで、ぱぁぁっと使って、死ぬときは死ぬ。

　そんな自分たちに一番相応ふさわしい仕事はなんだろうか。

「ところで、『ハク』がそろそろ寿命を迎えるらしい」

　メンバーの一人がポツリと語った。

　それを聞いて、残りの五人が彼に注目する。

「その情報は本当か？」

「ああ。俺おれ自身が商人に化けて獣人の里まで行って、この目で見てきたんだ。ハクの卵が村のど真ん中に祭られていた。間違いない」

「……ハクは死期が迫ると卵を産み、自分のコピーを作る。ハクの卵となれば、いくらで売れるか見当も付かねぇ」

「卵だけじゃないぞ。ハクの死体だって高く売れる。獣人を皆殺しにしてでも手に入れる価値があるぜ」

　久しぶりに大きな仕事になりそうだと彼らは舌なめずりした。

　獣人は高い身体能力を持っているが、しょせんはそれだけだ。

　慎重に行動すれば、皆殺しにするのは造作ぞうさもない。

　そしてハクがいくら強いといっても、死にかけならばどうとでもなる。

　卵となれば論ずるまでもない。

「決まりだな。次の標的はハクの死体と、その卵だ。獣人たちが邪魔をするようなら、皆殺しにしてもいい……いや、殺すのは男だけだ。女は生け捕って犯してから売り飛ばす。獣人を奴隷にしたいって変態は、いくらでもいるからな」

　リーダーである斧おの使いはそう締めくくり、残虐な笑みを浮かべた。





※






　まだ夏休みの最中だ。

　多くの生徒は実家に帰ったり、旅行に行ったりと、様々に長期休暇を満喫している。

　それは教師も同様だった。

　生徒たちの面倒を見る日々から解放され、久しぶりに冒険者ギルドに行ってクエストを受注し、教師同士でパーティーを組んで遠征したり、ダンジョンに潜ったり、思い思いに過ごしている。

　また学長である大賢者の手によって魔法学科の教師が集められ、一週間の短期集中強化合宿なるものが開かれた。

　名目は『才能溢あふれる生徒たちに充実した教育を施すための勉強会』だ。

　しかし実際は、先日の校内トーナメントで教師たちが見せた不甲斐ふがいなさに大賢者が憤慨し、『根性を叩たたき直すための合宿』であった。

　大賢者が個人的に所有しているという無人島に連れて行かれ、そこでドラゴンより遥はるかに強い霊獣と戦わされたり、大賢者に三日三晩追いかけ回され一方的にどつき回されたりと、地獄のような一週間だった。

　だが、おかげで魔法学科の教師たちは、強くなった。ような気がする。

　少なくともエミリアはそう思っている。

　とはいえ、余りにも辛つらい日々だったので、解放されたあと、教師たちはしばらく足腰が立たなかった。

　全員が家に帰って、数日間寝込んだ。

　夏休みが終わる前にこうして元気が戻って、本当によかった。

「夏休みが終わるまであと一週間。何をして過ごそうかしら」

　エミリアは職員室の机に頰杖ほおづえをつきながら、ふと呟く。

　夏休みとはいえ、職員室を空にしておくのは問題があるから、交替で待機することになっているのだ。

　今日はエミリアの当番で、それが終われば自由だ。

　このギルドレア冒険者学園にも陸上部とか美術部などの部活があり、その顧問の教師たちは夏休みも忙しいようだが、エミリアは幸いにも部活を受け持っていない。

　現役げんえきの冒険者だった頃に戻ってもいいし、ただ遊びまくるのもいい。

　それにエミリアはまだ二十三歳だ。

　恋愛とか、してみたいのだ。

（どこかにいい男がいないものかしら……）

　なんて考えていると、職員室のドアがコンコンコンとリズミカルにノックされた。

（まさか王子様……！）

　妄想にふけっていたエミリアは、通常ではありえない思考に走る。

　だが、ノックのあとに現われた人物を見て、現実に引き戻された。

「魔法学科一年のローラ・エドモンズです！」

　可愛かわいらしい声で名乗るその少女は、何の事はない。

　エミリアの生徒である。

「なんだ……ローラさんか……はぁ……」

「どうして私の顔を見てため息を吐つくんですか!?」

「あ、いえ、ごめんさない。ローラさんが悪いわけじゃないのよ」

　まさか運命の王子様などという恥ずかしい妄想をしていたとは言えず、適当に誤魔化ごまかすしかなかった。

　ローラは「むー」と不機嫌そうに頰を膨らませたが、それ以上追及してこない。

　そんなローラの後ろから、シャーロットとアンナが現われた。

　いつもの三人娘大集合である。

「その様子だと、お父さんとの話し合いは上手うまくいったみたいね、ローラさん」

「はい！　おかげさまで退学はしないで済みました！」

　ローラはニコニコ笑顔で答える。

　実に可愛い。

　彼女が学園を去らずに済むと聞き、エミリアも嬉うれしくなった。

「ふふふ、わたくしたちが付いていったのですから、当然ですわ」

「ローラのお父さんに弟子入りできた。とても有意義な時間だった」

　シャーロットとアンナも、満足げな顔をしている。

　実際、めでたい話だ。そこに異論はない。

　しかし、成績優秀であると同時にこの上ない問題児であるローラたちを前に、エミリアは少し緊張した。

　せっかくの夏休みだ。

　エミリアは大過なく過ごしたい。

　だから職員室に問題を持ち込まないで欲しい。

　だというのに、ローラはその両腕で、得体の知れない物体を抱きかかえ、文字通り持ち込んできた。

「それでエミリア先生。帰り道、メーゼル川をどんぶらこと流れるこの卵を拾ったんです。何の卵か分かりませんか？」

　ローラはエミリアの机の上に、それをゆっくり降ろす。

　薄いクリーム色と水色の縞模様。人間の頭よりも大きい。

　見るからに嫌な予感がする。

「メーゼル川を流れてきた？　そう言えば昨日、山の方で大雨が降って、増水しているって聞いたわね。山の方から流れてきた卵かしら？」

　エミリアは卵を抱き上げた。

　その瞬間、内部で蠢うごめく気配を感じ取る。

「……もしかして、孵化ふかする直前？」

「さあ……？　さっぱり分からないのですが、学園の先生に聞けば分かるかなぁと思って。エミリア先生がいてよかったです！」

　ローラは天真爛漫らんまんな笑顔を浮かべる。

　しかし、エミリアはちっとも嬉しくなかった。

　なぜ自分の当番の日にこんな怪しい卵を持ち込むのか。

　今すぐ元の場所に捨ててきなさいと言いたいところだ。

　だが、これがとんでもない怪物の卵で、捨てたことにより大きな被害を出す可能性だってある。

　そうだ。ローラたちは大災害を事前に防いだのかもしれないのだ。

　無下にはできない。

「サイズ的には、ドラゴンの卵と言われても納得できるわね。けど、ドラゴンの卵ってこんな変な模様じゃなかったはずよ。ワイバーンとかリヴァイアサンとか、亜種の卵まで全部把握してるわけじゃないけど……こんな特徴的な色だったら覚えてると思うし」

「エミリア先生にも分からないことってあるんですねぇ」

　ローラは何やら意外そうに呟いた。

「そりゃそうよ。何でも知ってる人なんていないわ……ああ、でも。限りなく何でも知ってそうな人に心当たりがあるわ」

　するとシャーロットが目をパチパチさせ、首を捻ひねった。

「この学園に学者型の先生なんていましたか？　失礼ですが、戦闘に特化した方々ばかりかと思っていましたわ」

「うーん……実際にそうだけど。ほら、一人だけ規格外の先生がいるでしょう。忘れたの？」

　エミリアは謎かけのように言った。

　すると、ローラもシャーロットもアンナも、不思議そうに顔を見合わせる。

　そんな奴やついたっけ、という表情だ。

　無理もない。

　あまり生徒の前に姿を現わす人ではないし、その知識を披露する機会も少ない。

　だが、あの人は、適性値の測定装置を作ったり、学園で使っている教科書を書いたりと、頭脳でも実績を残しているのだ。

　戦闘面が目立ちすぎて、忘れられているだけなのだ。




　大賢者カルロッテ・ギルドレア。この学園の学長。




　それがこの謎かけの答えである。





※






　エミリアいわく、大賢者は今、昼寝の真っ最中だという。

　そういえば、初めて出会ったときも大賢者は昼寝をしていた。

　まさか起きている時間のほうが短いのでは、なんて疑問がローラの中に湧わく。

「それで、学長先生はどこでお昼寝してるんですか？」

「学長室の隣にある、学長専用仮眠室よ」

「え、そんな部屋があるんですか？　学長先生が寝るためだけの部屋があるんですか？」

「それが、あるのよねぇ」

　随分とふざけた話であるが、大賢者の功績を考えれば、昼寝用の部屋の一つや二つがあっても、まぁ許されるのかもしれない。

「わたくし、何度か学長室の前を通りましたが、仮眠室なんて見たこともありませんわ」

「私も知らない」

　シャーロットとアンナが疑問を口にする。

「それはそうでしょ。廊下からは入れないようになってるもの。学長室からの直通の扉しかないの。しかもその扉には強力な結界がほどこされていて、私でも開けられないわ」

「エミリア先生でも開けられない結界……一体、なぜ仮眠室にそんな仕掛けを……？」

　ローラは答えを半ば予想しつつ、質問せずにはいられなかった。

「それはもちろん……誰にもお昼寝を邪魔されないためにでしょ」

「やっぱりそうなんですね……」

　ローラが呆あきれたように言うと、エミリアは肩をすくめて苦笑した。

「いいのよ。学長がいなくても、学園の運営に支障が出ないようになってるから。むしろ学長が出てくると、いつも無茶振りしてるから、あの人はお昼寝してるくらいが丁度いいの」

「はあ……」

　触らぬ神に祟たたりなし、というやつだろうか。

　大賢者ともなれば、もはや人間扱いされていないらしい。

「学長が起きてきたら、この卵を見てもらいましょ。あとローラさんの退学願が取り消しになったと報告しなきゃ」

「うーん……いつ起きてくるんですか？」

「さあ。あの人、三日くらい連続で寝たりするから……」

「三日……」

　ローラも温かい布団ふとんでぐっすり眠るのは好きだが、だからといって三日も寝たいとは思わない。

　大賢者のやることは常人の理解を超えている。

　しかし、そんなに待っていたら、この卵が孵かえってしまうかもしれない。

　もともと観察日記のために拾って来たのだから、孵化するのは大歓迎だ。

　だが、どんな生き物なのか事前に知っておかないと、餓死がしさせてしまう可能性がある。

　ならば──。

「ローラさん。こんなときは正面突破ですわ。仮眠室の結界をぶちやぶりましょう！」

「流石はシャーロットさん！　私も同じことを考えていました！　というわけで学長室にレッツゴーです」

　ローラは卵を抱きかかえたまま、シャーロットと一緒に学長室に走って行く。

　高そうな机や絵画がある部屋だ。

　前に来たときは気にもしなかったが、確かに廊下に面していない扉があった。

　そこには『お昼寝中。開けられるものなら開けてみろ』と書かれた札がぶら下がっている。

「これが仮眠室への扉ですわね。大賢者の結界、如何いかほどのものか試して差し上げますわ！」

　シャーロットはドアノブに摑つかみかかり、筋力強化魔法を発動させて思いっきり回す。

　そして押す！　押しても開かないので引く！　それでも扉は開かない！

「ぐぬっ……では結界の術式を解析して分解を……！」

　そう呟き、シャーロットは扉に手の平を当て、目を閉じる。

　設置型の魔法は特殊魔法に属する高等技術だが、さほど珍しいものではない。

　国の重要拠点や、犯罪組織のアジトなどに行くと、侵入者を排除するため、様々な設置型魔法があるらしい。




　この結界のように扉を強固に閉ざす魔法。

　正しい手順を踏まずに足を踏み入れると爆発する魔法。

　真まっ直すぐ進んでいるつもりなのに、いつの間にか同じ場所をグルグル回ってしまう魔法。




　そういった設置型魔法を見つけて解除するのも、魔法使いの重要な仕事だ。

　もっとも、解除は設置より、なお高度な技である。

　ましてこれは、大賢者が己おのれの安眠のために構築した結界。シャーロットに破れるわけがなかった。

　されどシャーロットは諦あきらめず、しばらく粘った。

　その最中、エミリアとアンナも学長室にやって来た。

　皆が見守る中、シャーロットは五分ほど頑張る。

　しかし。

「はぁ……はぁ……何と複雑な結界ですの！　悔しいですわ悔しいですわ！」

　ついに諦め、床にへたり込む。

　全身汗だくで、顔が真まっ赤かだ。知恵熱が出ているかもしれない。

「そりゃそうよ。魔法学科の教師でも、誰一人破れないんだから」

　エミリアがさも当然という顔で言う。

　すると今度は、アンナが剣を握りしめて扉の前に立った。

「魔法が駄目なら物理で殴る。私の修行の成果を見せるとき」

　アンナは夏休みの間、ローラの父親に弟子入りして修行していた。

　本人はかなり手応てごたえを感じているらしく、表情には自信がみなぎっていた。

　その自信を刃に込めて、渾身こんしんの斬撃を扉に見舞う。

　耳をつんざく爆音が鳴り響いた。

　まるで砲弾が城壁を叩いたような音だ。

　アンナの一撃の凄すさまじさを物語っている。

　しかし、扉には傷一つついていない。

　そしてアンナは剣を落としてしまう。

「う、腕がしびれた……」

　そのままヘナヘナと座り込み、シャーロットと仲良く並ぶ。

　魔法も斬撃も通用しない扉。

　何が起ころうと昼寝してやるという大賢者の強固な意志を感じる。

　だが、その意志を砕いてやろうと、ローラは鼻息を荒くした。

「次は私の番です！　エミリア先生、ちょっと卵をお願いしますね！」

「ええ、いいけど……ローラさんでも無理だと思う……いや、ローラさんならいける？」

　エミリアは卵を抱き上げながら、興味深そうに呟いた。

　大賢者の昼寝ＶＳローラの自由研究がここに勃発する。

　はたして勝つのはどちらだ……！





※






　開けられるものなら開けてみろ。

　仮眠室の扉にはそんな挑発的な言葉が書かれていた。

　わざわざ書いた以上、扉を破壊してしまっても、大賢者は文句を言わないはずだ。

　とはいえ、蹴けり破るのは女子力が低い。

　ローラも女の子の端くれとして、ここはおしとやかに結界を解除して進もう。

「まずは分析です」

　先程のシャーロットのように扉に手を添え、目を閉じる。

　自分の魔力を扉に流して、そこに刻まれている術式を読み取る。

　すると複雑怪奇な魔法陣の模様が頭の中に浮かび上がってきた。

「うっ……」

　ついローラは唸うなってしまう。

　教科書に載っているどんな魔法陣よりも細かく無駄のない。

　芸術ともいえる代物がこの扉に刻まれている。

　よく見れば、二重三重に魔法陣があり、それぞれが影響を及ぼし合っていた。

　つまり平面ではなく、立体の魔法陣。

　この時点でローラは投げ出したい気分になる。

　が、これは大賢者からの挑戦状なのだ。

　開けられるものなら開けてみろというメッセージを改めて見つめる。

（開けてやろうではありませんか！）

　ローラは再び目を閉じ、魔法陣に魔力を流し込む。

　どの模様がどんな効果を発揮し、どの部分と連動しているのか。

　全てを解析して、一つずつ外していく。

　気が遠くなるような作業であるが、ローラは自分でも驚くほどの集中力でパズルを解いていく。

　これが魔法適性値オール９９９９ということなのだろう。

　世界がドンドン広がっていくような感覚になる。

「解けた！」

　ドアノブがガチャリと回る。

「うそ、こんな短時間で!?」

「何となく予想していましたが悔しいですわ、嫉妬ですわ！」

　エミリアとシャーロットが裏返った声で叫んだ。

「もはや対抗しようという気も起きない」

　一方アンナは諦めたような声を出す。

　どちらにせよ、ローラは賞賛されているのだ。

　ふっふっふ、と自慢げに笑いながら扉を開いた。

　その瞬間。

　扉の奥から膨大な魔力が溢れ出した。

　まるで土石流どせきりゆうに巻き込まれたように、ローラは押し流され、反対側の壁まで吹っ飛ばされてしまう。

「ローラさん！　何が起きましたの!?」

「いきなりローラがビリヤードの玉みたいになった」

「大丈夫？　頭から突っ込んだけど……」

　床に転がるローラに、三人が心配そうに近寄ってきた。

「だ、大丈夫です……扉を開けた途端、不思議な力で飛ばされてしまいました……」

　ローラは頭をさすりながら立ち上がる。

　なんとか防御魔法が間に合ったので、怪我けがはせずに済んだ。

　それにしても、扉の奥にこんなトラップがあったとは。

　大賢者は本当に昼寝の邪魔をされたくないらしい。

「あら？　扉の奥は廊下になっていますわ」

「本当。私も初めて見たわ」

　シャーロットとエミリアが言うように、扉の向こうは部屋ではなく、短い廊下だった。

　その突き当たりに、更に扉がある。

　あれを開ければ、今度こそ仮眠室であろうか。

「進もうとすると押し返される」

　アンナは廊下を進もうとするが、ズズズと下がってしまう。

　それでも無理に前に出ると、ローラと同じく反対側の壁まで吹っ飛ぶことになる。

　ばびゅーんと飛ばされ、また突っ込み、再度ばびゅーん。

「吹っ飛ぶと分かっていると受け身が取れる。楽しくなってきた」

　アンナは、ばびゅーんばびゅーんと学長室を飛び回った。

　なるほど、確かに楽しそうだ。

「では私も一つ、ばびゅーんと……」

「一緒に飛ぼう」

　ローラとアンナは手を繫つなぎ、同時に廊下に突っ込もうとした。

　しかしその瞬間、シャーロットの怒声が上がった。

「お二人とも！　目的を見失ってはいけませんわ！　自由研究のために卵の正体を調べるのでしょう!?」

「あっ、そうでした！」

「楽しさのあまり、つい」

　もしやこれは、侵入者の目的をそらす精神トラップなのか。

　おそるべし大賢者。

　一瞬たりとも油断できない。

「自由研究？　夏休みはあと一週間なのに？　ちょっと遅くない？」

　エミリアの何気ない指摘に、ローラたちは冷や汗を流す。

　それを見たエミリアは、スーと目を細める。

「……あなたたち、もしかして夏休みの宿題をやってないとか言い出さないわよね？」

「そ、そそそ、そんなことあるわけないじゃないですか。ちゃんとやってますよ。あとは自由研究だけです。ね、シャーロットさん、アンナさん」

「も、もちろんですわ！　このシャーロット・ガザード。夏休みの宿題を忘れるなんて、そんなことありえませんわ！」

「進捗は順調。大丈夫、大丈夫……」

　ローラたちは必死になって言い繕つくろう。

　声も体も震えてしまったが、きっと誤魔化せたはずだ。

　仮にバレていたとしても、ようは夏休みが終わるまでに間に合えばいいのだ。

「ふーん……まあ、この場ではこれ以上追及しないけど。夏休み明けまでに終わらなかったら、どうなるか分かってるんでしょうね」

「……お、お尻しりペンペンとかですか？」

「はい？　そんなもので済むと思ってるの？」

　エミリアはかつてないほどドスの利きいた声を出す。

「ひっ！」

　たまらずローラは悲鳴を上げる。

　そしてエミリアから逃げるように、仮眠室へと走り出した。

　こちらを押し返そうとしてくる圧力は、筋力強化魔法で対抗する。

　進むにつれ圧力も強まっていくが、そこは更に膨大な魔力で押し進む。

　その勢いのまま、二枚目の扉に体当たり。

　もう結界を分析するのは面倒だ。

　力業で突き破る。

　ドガンと音を上げ、結界は壊れ、同時に扉の留め具も壊れた。

　ローラはついに廊下を走破することに成功したのだ。

　辿たどり着いた先は、小さな部屋だった。

　しかし並んでいる本棚はとても大きく、何百冊も本が収まっている。

　更に床にも本が所狭しと積まれていて、いくつかは読みかけらしく、開きっぱなしだった。

　そんな部屋の中央には、天蓋てんがい付きのベッドがあった。

　垂れ下がる薄いカーテンの奥に、小柄な人影が寝転がっているのが見える。

　白銀色の髪を伸ばした、美しい女性だ。

　お目当ての人物を発見したローラは、そのお昼寝を中断させるため、ベッドに上がり込む。

　そして肩を揺すりながら、声をかける。

「学長先生、起きてください。起きてくださーい」

　大賢者はうっすらと目を開けた。

「う、うーん……ローラちゃん……？　どうしてここに？　お父さんとの話し合いは上手くいったの？」

「はい！　二学期からもよろしくお願いします！」

「あらあら。それは良かったわね。安心したわ。じゃあ、おやすみなさい……」

「はい、おやすみなさい……って、違いますよ！　起きてくださーい！」





※






　ローラは大賢者の耳元で「起きろー起きろー」と呼び掛ける。

　それが功を奏したのか、大賢者はむくりと起き上がった。

「やっと目を覚ましてくれたんですね。あの学長先生、ちょっと見てもらいたいものが……って、ええ!?」

　寝ぼけ眼の大賢者は、突然、ローラのことをむぎゅっと抱きしめた。

　そして、そのまま布団ふとんの中に引きずり込み、頰ずりし始めた。

「ああ……思った通り、ローラちゃんは抱き枕まくらにぴったりね。あなたに〝聖なる抱き枕〟の称号をあげるわ」

「いりません！　何ですか、その変な称号は。恥ずかしいです！　もう、本当にいつになったら起きてくれるんですか？」

「どうして起きなきゃいけないの？　ここは仮眠室よ。ローラちゃんは自らここに入ってきたんだから、私の抱き枕になりたいってことでしょ？」

「そんな理屈は通りません！　ふざけてる場合じゃないんですよ。さっきメーゼル川で変な卵を拾ったので、何の卵か学長先生に鑑定して欲しいんです」

「変な卵……？」

　そこで大賢者はようやく話に興味を持ってくれた。

　上半身を起こし、大きなアクビをしてから、背伸びをする。

「私のお昼寝の邪魔する理由になるくらい変な卵なの？」

「はい。えっと、クリーム色と水色の縞模様で、大きさは私の頭の二倍くらいです」

　そう説明しながら、ローラは手で卵の形を表現してみせる。

　すると、寝ぼけた顔だった大賢者が、急に真剣になり、顎あごに手を当てて考え込む。

「……その卵、今、学園にあるのね？」

「はい。学長室でエミリア先生が持ってますよ」

「とりあえず実物を見ましょうか」

　大賢者はベッドから這はい出し、学長室に向かう。

　ローラもぴょんと飛び降りて、その横に並ぶ。

「ところでローラちゃん。よく仮眠室に辿たどり着けたわね。大変だったでしょ？」

「はい。でも頑張りました！」

「頑張っただけであの結界を破れるなんて、末恐ろしい子ねぇ」

　大賢者はなにやら嬉しそうにローラの頭をなでてきた。

　どうやら褒められているらしい。

　ローラは嬉しくなって、頰を緩ゆるめた。

「あ、学長。おはようございます。丸一日寝てましたね」

　エミリアは呆れた声を出す。

　それからシャーロットとアンナも「おはようございます」と続く。

「はい、おはよう。もうちょっと寝ててもよかったんだけどね。ローラちゃんが拾って来たっていう卵が気になって。ちょっと貸してちょうだい」

　大賢者はエミリアから卵を受け取り、クルクル回して観察する。

「ドラゴンの卵……？　とはちょっと違うかしら。色が派手すぎるし、それに中から神聖な気配をかすかに感じるわ」

「神聖な気配？」

　何のことか分からずローラは首を傾かしげる。

　ローラだけでなく、大賢者以外の全員が不思議そうな顔をしていた。

「そうよ。分からないのも無理ないわね。神様の気配なんて、普通、知らないから。これ多分、神獣の卵よ」

　神獣。

　大賢者はさらりと言ってのけたが、それが事実なら大ごとだ。

　なにせ神獣とは、文字通り獣の姿をした神様のことなのだから。

　神様にも色々な種類がある。

　たとえば、この世界を創造した最高神。

　その最高神によって創られ、地上を守護する土着の神。




　そして、この世界を破壊しようとする魔神たち。




　魔神たちは地上に住まう生物の、負の感情から生まれる。

「死にたい」とか「こんな世界滅んでしまえ」とか、そういう類たぐいだ。

　生きている以上、負の感情とは無縁でいられない。

　だから魔神はどうしても発生する。

　百三十年前、そうやって発生した魔神を大賢者が倒し、この国を救った。

　だから彼女は英雄なのだ。




「神獣は土着の神様。最高神様に比べたら格は落ちるけど、信仰している人々にとっては大切な存在よ」

　大賢者はそう語るが、その程度のことはローラだって知っている。

　授業で習うまでもなく、一般常識の範疇はんちゆうだ。

「そ、そうですよ、神様ですよ！　どうしてそんな凄すごい存在の卵が川をどんぶらこと流れていたんでしょうか!?　というか、拾って来てよかったんでしょうか!?」

「天罰が下るのは嫌ですわ！」

「お供そなえ物とかしたほうが……」

　ローラ、シャーロット、アンナは、相手が神獣だと知り、慌あわてふためいた。

　教師であるエミリアも、スススと壁際まで逃げていく。

　しかし大賢者だけは飄々ひようひようとしており、そして「大丈夫、大丈夫」と笑う。

「メーゼル川を流れてきたんでしょ？　だったら上流にある獣人の里から来たんでしょうね。私、あそこに顔が利きくから、明日にでも返しに行ってくるわ。ローラちゃんたちが拾ってこなかったら、そのまま海まで流れて行方ゆくえ不明になっていたわ。お手柄お手柄」

　それを聞いて、ローラたちはホッと胸を撫なで下ろす。

　しかし、それにしても神獣の卵とは驚いた。

「明日返しちゃうなら、自由研究の課題にはできませんね……」

「あら、贅沢ぜいたくな自由研究するつもりだったのね。けど、神獣の卵なら、スケッチするだけでも立派な自由研究になるんじゃない？　ね、エミリア？」

「はあ……確かに神獣の卵なんて、数百年に一度しか産まれませんからね。ちゃんと詳しくスケッチするなら、自由研究として認めてもいいと思います」

　エミリアの言葉を聞き、ローラとシャーロットとアンナは「おお！」と顔を見合わせる。

　これで宿題が一つ片付いたも同然だ。

「じゃあ、寮でスケッチしてくるんで、卵を貸してください」

「はい。割らないように注意してね」

　ローラは大賢者から卵を受け取る。

　先程までは当たり前に持ち運んでいたが、神獣の卵だと思うと、急に緊張してきた。

　慎重に寮まで運ぼう──と思った瞬間。

　卵の中身がジタバタと暴れ、そして表面がひび割れ、白くて小さなドラゴンが、ぴょこっと顔を見せた。

「ぴー」

　どうやら、『卵』を獣人の里に持っていくことは不可能になってしまったらしい。





※






　ドラゴンとは最強のモンスターである。

　では、そもそもモンスターとは何者か。

　冒険者ギルドでもその言葉を曖昧あいまいに使っているが、辞書にはしっかりと定義が載っている。

　モンスターとは、古代文明が作り出した生物兵器である──と。

　数千年前、この地上には今より遥かに優れた文明があったと言われている。

　それを裏付けるように、世界各地に古代文明の遺跡が眠っている。

　そこから発掘される魔導兵器は、今の技術では到底再現することができない。

　そんな強力な兵器を使って古代人たちが何をしていたかといえば、どうやら戦争らしいのだ。

　複数の国に別れ、利権やらメンツを巡って殺し合う。

　まあ、今とさほど変わらない。

　そんな古代文明の兵器の中でも、モンスターは各段に優れていた。

　なにせ生物だから勝手に繁殖する。

　敵国に放てば、田畑を蹂躙じゆうりんし、人間を食う。

　あまりにも優秀すぎて、古代文明が滅んだあとも人間に迷惑をかけている。

　古代文明の残した迷惑な遺産モンスターを駆逐して、人々の生活に平和をもたらすのが冒険者の主な仕事になっている。

　とはいえ冒険者ギルドは、モンスターではない天然の動物までモンスター扱いして討伐依頼を出すことがあった。

　学者の間でも、どれが古代文明が作ったモンスターで、どれが元からいる動物なのか、日々議論が続いている。

　しかしドラゴンが古代文明の遺産なのは確かだ。

　遺跡にそういう記述がいくつも残されているのだから。

〝こんなに強いモンスターを俺たちは作ったんだぞ〟と古代人が自慢しているみたいだ──そんなジョークを言った考古学者がいたくらいだ。

　その最強のモンスターが、ローラが抱いた卵を割って、ぴょこっと頭を出した。

「うわぁっ、ドラゴン！　神獣じゃなくて白いドラゴンですよ！」

「落ち着いてローラちゃん。ドラゴンにそっくりだけど、それはモンスターじゃないから。メーゼル川の上流に住んでいる神獣は、白いドラゴン型なのよ。私、見たことあるもの。だから安心して」

　大賢者が言う。

「そうだったんですか……あ、言われてみれば授業で習ったような……安心しました！」

　これでもしモンスターだったら、退治しなければならない。

　いくら人に仇あだなす存在とはいえ、生まれたての赤ん坊を殺すのは忍びない。

「……神獣というのは、最高神様が地上に遣つかわした存在でしたわね？」

「ええ、そうよ」

　シャーロットの質問に大賢者が答える。

「その神獣と古代文明が作ったモンスターが、どうして似たような姿ですの？」

「鋭い質問ね、シャーロットちゃん。私も流石に古代文明の時代から生きてるわけじゃないから憶測になるけど……神獣は古代より以前からいたらしいから、その姿を模してドラゴンを作ったんじゃないかしら？」

「ああ、なるほど。それなら辻褄つじつまが合いますわ」

　大賢者の憶測が真実だとすれば、ローラの腕の中で「ぴー」と鳴いている白い神獣は、ドラゴンのオリジナルということになる。

　夏休みの自由研究どころではない。

　論文が一つ書けそうだ。

　……ローラの頭では不可能だが。

「それにしても……可愛いですねぇ」

「ぴー」

　神獣は元気よく鳴き、卵から這い出し、ローラの腕をよじ登り、そして頭の上まで辿り着くと、よっこらしょという風に座り込んだ。

　子猫ほどの大きさなので、それなりに重さを感じる。

「あれ？　私、懐なつかれちゃいましたか？」

「ぴ！」

　頭上から満足げな鳴き声がする。

　どうやらローラの頭が気に入ったらしい。

「……懐かれたって言うか……もしかしてローラちゃんのこと、母親だと思ってる？」

　大賢者は神獣をいぶかしげな目で見た。

「え、ローラさんが母親ですの!?」
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「九歳がママになるのは早い」

　シャーロットとアンナが驚きの声を上げる。

「私がこの子のお母さんですか？　全然姿が違うのにですか？」

「うーん……刷り込みっていう現象があるのよ。一番最初に見たものを親だと思い込んじゃうの。鳥ではよく聞く話だけど……まさか神獣でも刷り込みが起きるなんて」

　流石の大賢者も困った顔をしていた。

「ちょっとエミリア。ローラちゃんの頭から神獣を持ち上げてみて」

　エミリアは大賢者に言われたとおり、神獣をひょいっと持ち上げた。

　その瞬間、神獣は「ぴーぴー！」と泣きわめき、エミリアの手を振り払おうとジタバタ暴れる。

　しかしローラの頭に戻されると、途端に穏やかになり、大人しく座り込んだ。

「……これ、完全にローラさんを母親だと思ってますね」

　エミリアが呟く。

　呆れているのか驚いているのか、いまいち要領を得ない声色だった。

　神獣の母親の担任になってしまい、彼女も戸惑っているのだろう。

「どうやらそのようね。どうしましょう。ローラちゃんから離れそうにないし……これはもう、獣人の里にローラちゃんごと持っていくしか……」

「ええっ!?」

　大賢者の言葉に、ローラは慌てふためく。

　せっかく父を説得して帰ってきたのに、別の理由で学園を去らねばならないのか。

　しかも行く先は獣人の里。

　どんな場所かさっぱり分からない。

「そんなのあんまりです！」

「そうですわ！　ローラさんが獣人の里に行くなら、わたくしも行きますわ！」

「冗談に決まってるでしょ。私がローラちゃんを手放すわけないじゃない」

　大賢者は手をひらひらさせながら言う。

　それを聞いて、全員が安堵あんどの息を吐いた。

「……しかし学長。実際のところ、どうするんですか？　これは獣人の里の神獣なんですよね？　いくらローラさんを母親だと思っているからといって、勝手に学園で飼うわけには……というか〝神獣を飼う〟なんて畏おそれ多いというか……」

　エミリアは現実的な問題を指摘した。

　この神獣は、いわば落としものだ。

　持ち主が分かっているのだから、届けるのが道理である。

　だが、ローラのそばを離れようとしないのだから、届けるにはローラをセットにしなければならない。

　しかし、ローラは学園の生徒なのだから、学園で授業を受ける権利と義務がある。

「難しい問題ね。とりあえず、私が獣人たちと交渉するから、しばらくローラちゃんがその神獣のお世話をするのよ。あ、ちなみにその神獣、ハクって名前だから。頼んだわよ」

「お任せです！　さあ、ハク。しばらく私と共同生活ですよ！　よろしくお願いしますね！」

　ローラは頭からハクを降ろし、その顔を見つめながら改めて挨拶あいさつする。

「ぴー」

　言葉を理解しているわけではないのだろうが、ハクは嬉しそうに鳴いた。

「ローラさんと共同生活ということは、わたくしとも共同生活ですわね」

　シャーロットは指先でハクの頭をなでる。

　するとハクは目を閉じ、とてもリラックスした顔になる。

　どうやらシャーロットのことを受け入れたようだ。

「うらやましい……私も混ざりたい……」

　アンナは指をくわえてハクを見つめる。

「混ざっちゃえばいいじゃないですか。アンナさんも私たちの部屋で寝泊まりしましょうよ。三人で寝たって、ベッドは余裕です！」

「……いいの？」

「無論です！　ね、シャーロットさん！」


「…………アンナさんなら歓迎ですわ」



「ちょっと間があった。シャーロットはローラを独ひとり占じめしたいの？」

「違いますわ！　三人と一匹が部屋に収まるか考えただけですわ！」

　シャーロットは必死な顔で弁明している。

　そんなに頑張って解くほどの誤解でもないように思えるのだが。

「私たちは三人ともベッドに対して小柄だから平気ですよー」

「知っていますわ！　文句などありませんわ！　わたくしがローラさんとアンナさんをダブル抱き枕にしてしまうのですわ！」

　なんと。そんな贅沢な計画を企たくらんでいたから間があったのか。

「流石はシャーロットさん。凄い野心ですね！」

「ふ、ふふ……ガザード家ならこのくらい当然ですわ」

「ちょっと待った。私は大人しく抱き枕にされるつもりはない。むしろ、私がローラとシャーロットをダブル抱き枕にする」

「あら、アンナさん。それは挑戦状ですの？　受けて立ちますわ！」

　二人の間で視線がバチバチと火花を散らす。

　そんな中、ローラの腕の中でハクがスヤスヤと寝息を立て始めた。

　小さくても神様だ。人間同士の争いなど、眼中にないのであろう。





※






「ふぅ……寮の大浴場に入るのは久しぶりですが、相変わらず広いですねぇ。夏休みだから誰もいないし、貸し切りで素晴らしいです」

　ローラは頭にタオルを乗せて浴槽に浸かり、全身から力を抜く。

　左右にはシャーロットとアンナがいて、同じようにまったりした顔をしている。

　そしてハクは生まれて初めて見る大浴場に興奮したのか、浴槽の中をばしゃばしゃと元気に泳ぎ回っていた。

「貸し切りで素晴らしいのはいいのですが……どうして大賢者様まで大浴場にいるのです？」

　そう疑問を口にするシャーロットの視線の先には、頭をワシャワシャ洗う銀髪の女性がいた。

　まさしく大賢者。この学園の学長、カルロッテ・ギルドレア。

　そんな偉大な人物が、なぜ学生寮の大浴場で頭を洗っているのか……全ては神獣ハクのためである。

「いくらあなたたち三人が優秀だからって、生徒だけに神獣を任せるわけにはいかないもの。今晩は私も学生寮に泊まるわ。さっきも説明したじゃないの」

「それは確かに聞きましたけど……まさかお風呂ふろまで一緒だとは思いませんでしたわ」

「いい機会だから、あなたたちと裸のお付き合いをしようと思ってね」

　そう言って大賢者は髪に付いた泡を洗い流して、浴槽に入ってきた。

「あぁ……広いお風呂って本当にいいわね。あなたたち、毎日入れて羨うらやましい。私も生徒になろうかしら」

「学長先生が生徒になったら、エミリア先生が気を使っちゃいますよ」

「ふふ、そうね。あの子、真面目まじめな性格だから、ストレスで胃に穴が空くかも」

　なぜか大賢者は嬉しそうに言う。

　エミリアの胃に穴を空けたいのだろうか。

「……学長先生。一つ質問」

　今まで黙っていたアンナが、授業中みたいに挙手をした。

「ん？　どうしたのアンナちゃん」

「どうやったらそんなに胸が大きくなるの？」

　アンナは大賢者の胸を凝視しながら呟く。

　予想外の質問に、ローラとシャーロットは固まった。

　しかし当の大賢者は臆した様子もなく、「アンナちゃんのえっちー」なんて笑っている。

「えっちとかそういう問題ではなく。これは真剣な話。私はもう十三歳なのに、なかなか膨ふくらむ気配がない。どうやったら学長先生みたいに、湯船に浮くほど大きなおっぱいになれる？」

　アンナの言うとおり、大賢者の胸はかなりのボリュームだった。

　服を着ているときはさほど目立たなかったが、こうして裸のお付き合いをすると、嫌でも目に付く。

　今はお湯に浮いているのでなおさらだ。

「あらあら。十三歳なら、これからこれから。どんどん大きくなるわよ」

「本当？」

「ええ、本当。それに私に聞くよりも、身近に大きなおっぱいの持ち主がいるじゃない。ほら、十四歳でこの胸って反則じゃない？」

　なんて言いながら、大賢者はシャーロットの胸に手を伸ばす。

「ふぁっ!?」

　不意に胸を揉もまれたシャーロットは変な声を出す。

　しかし大賢者は構わず、ムニッムニッと手を動かした。

　なるほど。確かにシャーロットの胸は大きいとローラも思っていた。

　十四歳でこれはかなり凄い。

「悔しいから今まで聞かなかったけど、こうなったら開き直る。大きくするコツを教えて。むしろ分けて」

　そしてアンナもシャーロットの胸をムニムニし始める。

「ひゃああっ！　二人とも何をするのです！　コツなんてありませんわ。勝手にこうなっただけです！」

「……勝手に？　そんな言い訳は聞きたくない。早く白状するべき」

「ふふふ。さっさと白状した方が楽になれるわよー」

「ちょっ、二人ともやめてくださいまし……！　ローラさん、見てないで助けてくださいな！」

　シャーロットはローラに助けを求める。

　それを受けてローラはシャーロットの後ろに回り込み……二人と一緒になって胸をムニッとした。

「あひゃぁ！　ローラさん、何を!?」

「この中で一番小さいのは私です。つまり、胸を大きくするコツを一番知りたいのは私なのです！　さあシャーロットさん、大人しくコツを吐くのです！」

「で、ですからコツなど……ああ、いけませんわ……誰か、お助けぇ」

　シャーロットは弱々しい声で呟く。

　しかし、この大浴場には、あとハクしかいない。

　そしてハクは湯船を泳ぐのに一生懸命で、こちらに全く頓着していなかった。

　神獣のような高貴な存在にとって、人間の胸などどうでもいいのだろう。

「さあ、観念してくださいシャーロットさん！」

　その後、十数分にわたってローラたちの尋問は続いた。

　だが結局、シャーロットは悲鳴を上げるだけで、何も教えてくれなかった。
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　お風呂から上がったあと、ローラたちは脱衣場で着ぐるみパジャマに着替える。

　かつて、これと同じ着ぐるみパジャマを着た『着ぐるみ戦隊パジャレンジャー』という謎の三人組が、リヴァイアサンを退治したことがある。

　何を隠そう、その正体はローラたちなのだ。

　いわゆる『クラスの皆にはないしょだよ』というやつだ。

　不思議なことにエミリアには正体がバレてしまったが、それはきっと、彼女が類い希まれなる推理力を持っていたからだ。

　ゆえに大賢者の前で着替えても問題ない。

「って、あれれ？　学長先生も着ぐるみパジャマですか!?」

「じゃじゃーん。あなたたちに合わせようと思って、さっき急いで買ってきたのよ」

「おお。大賢者は素早いです！」

　大賢者が着ているのはサメの着ぐるみパジャマだった。

　何だか、サメに食べられている人が、辛かろうじて顔だけ口から出しているように見える。

「シャー！　あなたたちのこと、食べちゃうわよー！」

「うわぁ、肉食系です！　皆さん、逃げましょう！」

「ぴー」

「あれは本気でお腹なかをすかせた目ですわぁ！」

「私は猫だから食べても美味おいしくないよ。兎うさぎのシャーロットを食べるべき」

「アンナさん!?」

　ローラたちは大賢者から逃げるため、ドタドタと廊下を走っていく。

　あんまりうるさくしたので、途中で寮長に見つかって叱しかられてしまった。

「あなたたち、廊下を走るなっていつも言ってるでしょ！」

　寮長は四十歳くらいの女性だ。

　冒険者とは無関係の一般人であるが、その説教は妙に迫力がある。

　彼女に怒られると、生徒は皆、しゅんとしてしまうのだ。

「そうよ。走らないで大人しく私に食べられちゃいなさい」

　大賢者は寮長の隣に立ち、ドヤ顔で語る。

「あなたが一番うるさかったんですよ学長！　いい歳としして子供たちと一緒になって……恥ずかしくないんですか!?」

「……ごめんなさい」

　大賢者ともあろう者が、普通の中年女性の前で小さくなった。

　ひとしきり怒られてから、四人と一匹は部屋に行き、怒られないように大人しくベッドに潜り込んだ。

　一番大切なゲストであるハクは、布団の上でクルリと丸まり、まっさきに寝てしまう。

　幸いにも、四人とも小柄なので、ベッドが狭く感じることはなかった。

　二名ほど胸がふくよかな者がいたが、それはいい枕になるので、ローラ的にはむしろ歓迎である。
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　大賢者いわく、ハクは雑食だから何でも食べるという。

「ではオムレツを食べさせましょう！」

　ローラは食堂に向かう道すがら、腕に抱いたハクに、オムレツが如何いかに素晴らしい食べ物であるかを語って聞かせる。

「ローラさんは本当にオムレツが好きなのですわね」

「毎日同じものを食べてたら栄養が偏かたよる」

　シャーロットとアンナが呆れたように言ってくる。

　そのあまりにも素人じみた意見に、ローラはやれやれと肩をすくめた。

「二人は何も分かっていませんねぇ」

　卵は栄養たっぷりだし、中に入れる具を変えれば味のバリエーションも無限大だ。

　この学園の食堂もその辺を分かっているらしく、オムレツの具は毎日変わっている。

　ローラは一日一食は必ずオムレツを食べ、その味の変化を日記につけていた。

「けどローラちゃん。実際のところ、オムレツばかりは感心しないわよ。もっと野菜を食べないと」

　大賢者までがオムレツに文句をつけてきた。

　一体いつの間に世界は反オムレツ派で溢あふれかえってしまったのだろう、とローラの心は驚きで満たされた。

「いや、そんなギョッとした顔をしないでよ。そんな文化的ギャップを感じるようなこと言った覚えはないんだけど？」

「だって学長先生。オムレツにはちゃんと野菜が入ってるじゃないですか。昨日はニラが入っていましたよ！」

「そうだけど、量が足りないわ。何でもバランスよく食べないと大きくなれないわよ」

　大賢者は語ってから、ローラの頭をなでた。

　大きくなれない。そのワードにローラは激しく反応する。

「……野菜を食べると大きくなれますか？　学長先生やお母さんみたいな、ナイスバディになれますか？」

「野菜だけでなく、お肉もお魚も卵も、何でも食べるのよ。そしたら大きくなれるわ」

「……分かりました！　では今日はオムレツにサラダをつけましょう！」

　別の料理を一品つけるなどオムレツに対する裏切りのような気もするが、しかしローラの成長のほうが大切だ。

　オムレツには悪いが、別の料理に少し浮気うわきさせていただく。

「ちょ、ちょっと待ってくださいな！　ローラさんは大きくなってはいけませんわ！　今の大きさが最も抱き枕として適しているのです！」

「そのとおり。ローラの成長は断固として阻止する」

　シャーロットとアンナが意味不明なことを言い始めた。

「私は抱き枕じゃありません！」

「あら。口ではそんなことをおっしゃいますが、夜になればわたくしに抱っこして欲しそうな目をするではありませんか」

「うっ、それは……」

　確かに、ローラはシャーロットに抱っこされて寝るのが好きだった。

　そしてシャーロットはローラを抱っこして寝るのが好きである。

　互いの利益が一致しており、大変良好な関係といえるだろう。

　しかし、そのためにナイスバディを諦めなければならないとしたら……シャーロットとの夜の関係はここまで……いや、捨てきれるものではない。

　シャーロットにムギュッと抱っこされる時間は、今やローラにとって欠かせない時間なのだ。

「……分かりました。私はもう……大きくなりません！」

　ローラは悲痛な決意を秘めて宣言する。

　するとシャーロットとアンナがガッツポーズをした。

「世界の平和が守られましたわ！」

「流石はローラの成長を止める会の会長。お見事」

　そんな邪悪な会があったとは知らなかった。

「何をどうやっても、多少は背が伸びると思うんだけど」

　大賢者が横で呟いていたが、シャーロットとアンナの耳には届いていないらしい。

　二人は固く握手を交わし、勝利の余韻に浸っている。

　そしてローラは、ちゃんと食べて大きくなろうと思い直した。

「ぴー」

「あ、ごめんなさい、ハク。お腹がすきましたよね。もうすぐ食堂ですよ」

「ぴぃ！」

　食堂ではいつもどおり、オバチャンたちが仕事をしていた。

　もちろん夏休みなので、いつもより人数が少ない。

　しかし小規模とはいえ、こうして営業しているのがありがたい。

「オムレツとサラダを二つずつくださーい」

　ローラがそう頼むと、オバチャンは「あいよ」と威勢のいい声を返してくれた。

　だがローラが腕に抱いたハクを見て、「わっ」と後ずさる。

「ド、ドラゴンの赤ん坊!?　なんだい、そんなものを校舎に持ち込んで。火とか吐かないだろうね！」

　当然の反応だ。

　何せ最強のモンスターと謳うたわれるドラゴンである。

　正確にはドラゴン型の神獣なのだが、食堂のオバチャンにそれを説明するのは困難を極める。

　どうやってオバチャンを安心させようか、とローラが困っていると大賢者が横からフォローしてくれた。

「大丈夫よ。このドラゴンは大人しいから。私が保証するわ」

「学長先生がそう言うなら……ははあ、よく見ると愛嬌あいきようのある顔のドラゴンだねぇ」

「ぴー」

　大賢者の言葉は、食堂のオバチャンにすら多大な影響力があった。

　ハクは自分が話題の中心になっているのを知ってか知らずか、ローラの腕の中でリラックスしている。

　そしてローラは無事、二人分のオムレツとサラダをゲットした。

　シャーロットはハンバーグ。

　アンナはカレーライス。

　大賢者は山のような大盛りパスタである。

「ハク。オムレツは美味しいですか？　美味しいですよね？」

「ぴー」

　ハクはテーブルの上に座り、器用に前脚で皿を押さえ、オムレツをもぐもぐ食べる。

　その表情はとても幸せそうである。少なくともローラにはそう見えた。なにせオムレツを食べているのだから幸せに決まっているのだ。

「ローラちゃんもハクも口の周りにケチャップが付いてるわよ」

「わたくしが舐なめとって……もとい、拭ふき取って差し上げますわ」

　シャーロットがナプキンでローラの口を拭いてくれた。

「……シャーロットに先を越されてしまった。仕方がないから私はハクの口を拭く」

「二人ともありがとうございます！」

「ぴー」

　やがて全員が食べ終わり、そして今日一日、何をして遊ぼうかという相談を開始した。

　相談には大賢者まで加わってきた。

　これは素敵な一日になるぞ、とローラが胸を躍らせたのも束つかの間ま。

　そこにエミリアがやって来て、空気に水を差した。

「ちょっと三人とも。遊ぶ相談もいいけど、夏休みの宿題は間に合うんでしょうね？」

「「「あ」」」

　嫌なことを思い出したローラたち三人はガックリうなだれる。

　大賢者は「あらまあ」と笑う。

　とりあえず寮に戻って、自由研究ノートに『神獣の好物はオムレツです』と書くことにしよう。
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「ふぇぇ……もう嫌です……なんでこんな勉強ばっかりしてなきゃいけないんですか……こんなの人間の生活じゃないですよ……うぅ……ぐすっ」



　食堂でエミリアに睨にらまれたローラたちは、寮に引きこもり、朝からずっと宿題と格闘していた。

　夏休みの宿題は本来、一ヶ月かけて片付けることを想定して出されている。

　しかしローラたちは宿題の存在そのものを忘れており、今まで全く手をつけていなかった。

　期限まであと一週間もない。

　死ぬ気でやらないと間に合わない。

　だというのに、ローラは初日で悲鳴を上げた。

「ローラさん、頑張ってくださいな！　分からないところは教えてさし上げますから！」

　かくいうシャーロットは、宿題をスラスラと解いていた。

　なにせ彼女は魔法使いの名門ガザード家の娘だ。

　入学する前から魔法の知識が豊富であり、この程度の宿題は容易たやすいらしい。

「ありがとうございますシャーロットさん……けれど、私はもう限界です……」

「ああ、ローラさん、眠ってはいけませんわ。ここで眠ったら死にますわ！」

「宿題が間に合わなかったからって死にはしませんよぅ……」

「いけませんわ、いけませんわ」

　ベッドの上に伸びたローラの頰を、シャーロットがぺちぺち叩いてくる。

　しかしローラには、立ち上がる余力がない。

　こんなに連続して勉強したのは人生初だった。

　剣を振り回し続けるほうがよほど楽である。

「私も疲れた。無理はよくない。気分転換にお風呂に行こう」

　アンナはノートを閉じ、すくっと立ち上がる。

　その提案はローラにとって救いの声に聞こえた。

「行きましょう行きましょう。お風呂に入ってからぐっすり眠りましょう」

「眠ってはいけませんわ！　けれど、休憩が必要なのも確かのようですわね」

　ローラたちは大浴場に行って汗を流す。

　そして着ぐるみパジャマに着替え、また宿題と向き合った。

「早く人間らしい生活に戻りたいです……」

「今の私たちは動物。人間らしい生活は無理」

　アンナは真顔で言う。

「動物の着ぐるみパジャマを着ているだけで、中身は人間です……それに動物はなおのこと勉強なんてしないじゃないですか……」

「ローラさん。お口を動かさず、手を動かしなさい！」

「……シャーロットさんが厳しいです。嫌いになってしまいそうです」

「なっ……しかしここで宿題をやらないとエミリア先生に叱られてしまいますわ。わたくし、心を鬼にしてローラさんに宿題をさせますわ！」

「続きは明日でいいじゃないですか。ほら、ハクはもう寝てますよ……」

　白い神獣はベッドの上で丸くなり、一足先に夢の世界に旅立っていた。

　その寝顔がとても幸せそうなので、ローラは仲間に加わりたい衝動にかられる。

「今日のノルマを終わらせないと、明日、もっと大変なことになりますわ！　決して眠らせません！」

「シャーロットさんが何と言おうと、もう眠気の限界です……」

　時計の針は夜の十一時を指している。

　シャーロットやアンナは平気かもしれないが、九歳であるローラからすると、とても遅い時間帯だ。

　これ以上の勉強続行は物理的に不可能なのである。

「いけませんわ、眠るというのであればお仕置きですわ！　ほら、耳にふー」

「はにゃぁ!?」

　耳に息を吹きかけられたローラは、悲鳴を上げて飛び跳ねた。

　いざ戦闘となればほとんど無敵のローラだが、普段はなぜか弱点が多い。

　具体的には、耳に息を吹きかけられると力が抜けてしまう。あと、首筋と背中と脇わきの下と脇腹と太股ふとももと足の裏をくすぐられると抵抗できなくなる。

　つまり全身が弱いのだ。

「ほら、アンナさんもローラさんの耳にふーしてくださいな。わたくしは右から攻めるので、アンナさんは左をお願いしますわ」

「了解した」

　それから十数分。

　ローラは耳だけでなく、全身の弱点を攻撃されまくった。

　もはやローラの睡眠を妨害し宿題をやらせるという当初の目的は忘却の彼方で、シャーロットもアンナも明らかに楽しんでいた。

「ダメです、そこはダメです……あっ、ひゃん……許してください、ちゃんと宿題をやるので許してください……」

「ふふふ、信用できませんわ。もう少しお仕置きしないと、きっとローラさんは宿題をやりませんわ」

「私もそう思う。ベッドに移動して、徹底的にお仕置きすべき」

「その通りですわ、その通りですわぁぁ！」

　それからローラは更にお仕置きされ、ふと気が付くと朝だった。

　外でスズメがチュンチュン鳴いている。

　朝チュンである。

「しゅ、宿題が全然進んでいませんわ！」

　目を覚ましたシャーロットが絶望で顔を引きつらせた。

「これは酷ひどい。ローラが可愛い声で私たちを誘惑したせい。改めてお仕置きが必要かもしれない」

「無限ループになるのでやめてください！」

　ローラはまた襲われそうになるが、しかしそのとき、ハクが目を覚まし「ぴー」と迷惑そうに鳴いた。

　安眠を妨害されたことに抗議しているような声だった。

「ほら、ハクが言っていますよ。真面目に宿題をしたほうがいいって。だから私の耳に息を吹きかけたり、背中に指で文字を書いたりしている場合ではありません！　これ以上宿題をサボるつもりなら、私、容赦しませんよ！」

「昨日と立場が逆転していますわ、なぜですのっ!?」

「ローラが怒りのオーラを出している……怖い」

　というわけでローラたちは、顔を洗ってから宿題に取りかかった。

　ローラが真剣に宿題をやる気になったのは、お仕置きされたくない一心ゆえだ。

　つまり耳にふーするのも、太股や足の裏をくすぐるのも、効果があったのだ。それも絶大な効果である。

　しかしシャーロットもアンナも、そのことに気付いている様子はない。

　ローラとしても、あんなアホみたいなお仕置きに屈して宿題をやる気になったと認めるのは嫌なので、口を閉ざして黙々と宿題を進めるのであった。
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　ローラたちは宿題をキリのいいところまで進めてから、食堂に行って朝食を食べることにした。

　着ぐるみパジャマのままで、しかもハクを連れているから、モンスターの群むれが校内に侵入したと思われるかもしれない──などとローラは心配した。

　だが、それは杞憂きゆうだった。

　それどころか食堂のオバチャンは「あらローラちゃんたち。可愛かわいいパジャマだねぇ」と褒ほめてくれた。

「パジャレンジャーの姿なのに一瞬で私たちの正体を見抜くとは……あのオバチャン、実は探偵かもしれませんよ……！」

「いや、その理屈はおかしい」

　アンナに冷静につっこまれ、ローラはガクリとうなだれる。

　実のところ、ローラもうすうす勘づいていたのだ。

　この着ぐるみパジャマには、正体を隠す能力が備わっていないということを。

「まあ、今日もオムレツが美味おいしいので良しとしましょう。オムレツが美味しければ、人生が豊かになります」

「ぴー」

　ハクが同意してくれた。生まれたばかりなのにオムレツの素晴すばらしさを理解しているとは、なかなか見所のある神獣である。

「さてと……部屋に戻って宿題の続きをやりましょうか」

　全員の皿が空になったのを確認して、ローラは立ち上がる。

　するとアンナが大きなため息を吐ついた。

「やってもやっても終わりが見えない。憂鬱ゆううつ」

「あら。わたくしは明日には終わりそうですわよ」

「……これだから金持ちは」

「宿題とお金は関係ありませんわ！」

　アンナの理不尽な一言にシャーロットは抗議した。

　しかしシャーロットの進み具合がゴージャスなのは確かだった。

　ローラもアンナも、夏休み中に終わるかギリギリという状況なのに、シャーロットは倍近い速度で進めている。

　たまに忘れそうになるが、シャーロットは実践だけでなく座学も優秀なのだ。

　羨うらやましいが、頼もしい。

「いざとなったら、シャーロットさん。家庭教師をお願いします！」

「私にもお願い」

「ええ、構いませんわ」

　シャーロットの協力があれば、宿題が終わる可能性がぐんと高まる。

　ローラは肩が軽くなったような気持ちで寮に向かった。

　そして再び宿題を進める。

　そのときだ。

　部屋の扉が突如、ドンドンドンと激しく叩たたかれたのである。

「誰だれでしょう？　エミリア先生でしょうか」

「エミリア先生はこんな品のないノックをしないでしょう」

「強盗かもしれない」

「強盗!?」

　ローラはアンナの一言に驚き、ベッドの下から剣を引きずり出した。

　だが、こんな金目の物がなさそうな学生寮にわざわざ強盗に入る人がいるだろうか。

　しかも生徒は全員、冒険者の卵だ。その辺の一般人とは戦闘力が根本的に違う。

　教師は元一流冒険者ばかりで、学長に到っては人類史上最強とまでいわれている。

　こんな場所を襲うより、銀行強盗のほうがまだ成功率が高そうだ。

「ハク様！　ハク様！　ミサキがお迎えに参上したであります！　ハク様ああああ！」

　廊下ろうかから、少女の声が聞こえる。

　しかしローラの知り合いではない。

　ミサキという名前にも聞き覚えがない。

「ど、どちら様でしょうか」

「我が名はミサキ！　代々ハク様にお仕えする巫女みこであります！　ここを開けるであります！」

　ドンドンドンとノックはますます強くなっていく。

　このままでは扉を破壊されそうだ。

　ローラはシャーロットとアンナに目配めくばせし、鍵かぎを開けることに決めた。

「今開けますから扉を叩かないでくださーい」

　相手が本当に強盗でもすぐ対処できるよう注意しながら扉を開ける。

　すると少女が一人、風のように部屋に滑り込んできた。

　異国情緒溢あふれる紅白の不思議な服を着ている。亜麻あま色の髪をなびかせ、耳と尻尾しつぽをパタパタと揺らす。

　そう。耳と〝尻尾〟である。

　彼女のお尻しりの上からは、髪の毛と同じ亜麻色の尻尾が伸びていた。とても見事な毛並である。

　そして頭の上には二つの大きな耳が生えていた。人間のものではない。おそらくは狐きつねだろう。

　すなわち、獣人。

「おお、ハク様！　そこにいたでありますか！」

　ローラたちが驚きの表情を浮かべているのに構わず、ミサキはベッドの上でくつろいでいたハクに飛びついた。
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「ぴー？」

　ハクも何が何やら分からないらしい。不思議そうに鳴いている。

　ただミサキだけが満足そうにハクを抱きしめ、ベッドの上に正座して頰ほおずりしていた。

「さあハク様。獣人の里に帰るであります。人間の街にいたら売り飛ばされてしまうであります」

　ミサキはハクを抱いたまま、何の説明もなしに部屋から出て行こうとする。

　無論、ローラはそれを止めようとした。

　が、真っ先に反応したのはハクであった。

「ぴー！　ぴーぴーぴー！」

　見知らぬ少女の手で、部屋から連れ出される──。

　そんな状況に恐怖を覚えたらしく、激しく鳴いて、四肢と翼をバタつかせ、ミサキの腕から脱出した。

　そしてローラの元まで飛んできて、腕にギュッとしがみつく。

「ぴ！」

　ローラのそばから離れないぞ、と宣言するような声だ。

「な、なぜでありますかハク様！　ハク様は獣人の里の神獣でありますのに。どうして人間に懐なついているでありますか!?」

　ハクが自分ではなくローラを選んだ。そのことがよほどショックだったらしく、ミサキは目に涙を浮かべて叫ぶ。

「えっと……ハクは生まれたとき、最初に私と目が合って……刷り込みって言うんですか？　私をお母さんだと思ってるみたいなんです」

「ぴー」

　ハクはローラの体をよじ登り、いつものように頭の上に座り込んだ。

「そんな、ハク様……大賢者殿が言っていたことは本当だったでありますか……」

　ミサキは絶望に染まった顔で、よたよたと後ずさる。

　そのまま廊下に飛び出し、尻餅しりもちをつくかに見えた。が、肩を銀髪の女性に支えられ、転倒せずに済んだ。

「はい、そこまで。もうミサキったら、私の話を最後まで聞かないで飛び出して。言っておくけど、この子たちはメーゼル川をどんぶらこと流れてきたハクの卵を拾って保護した恩人なんですからね。ちゃんと敬意を持ちなさい」

　それはこの学園の学長。大賢者カルロッテ・ギルドレアであった。

　どうやら大賢者は、この獣人の少女ミサキのことを知っているらしい。

　果たして、ハクを巡る話はどう進展しているのか。

　大賢者は「自分が獣人と交渉する」みたいなことを言っていたが、なぜここに獣人が直接乗り込んできたのか。

　そしてローラたちは夏休みの宿題をやる時間があるのか。

　全ては謎なぞに包まれている……。
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　大賢者は伝書鳩ばとを使って、獣人の里に手紙を送ったという。

　内容はもちろん、神獣ハクについてだ。

　メーゼル川を流れてきた卵をギルドレア冒険者学園の生徒が拾って来た。

　それが孵化ふかしてハクの赤ん坊が産まれた。

　ハクは現在、ローラという生徒を母親と認識し、とても懐いている。

　ハクをどうすべきか話し合いの場を設けたい──。

　というような手紙を昨日出したら、早速ミサキがやってきたということらしい。

「ハク様は獣人の守護神であります。私はハク様を連れて帰るよう、長老に言いつけられたであります。ハク様があなたのそばを離れないというのであれば、一緒に連れて行くであります！」

　ミサキは真剣な顔で言う。

　そしてローラの右腕を引っ張り、部屋から連れ出そうとする。

「そんな、急に言われても困りますよぅ」

「そうですわ！　ローラさんはわたくしのルームメイト。連れて行くというのであれば、まずはわたくしの許可を得てからになさい！」

「それに宿題がまだ全然終わっていない。獣人の里なんかに行ったら、とても間に合わない」

　シャーロットとアンナが、ローラの左腕を引っ張る。

　完全に綱引きだ。それも半端はんぱな力ではない。

　ローラじゃなかったら真っ二つに千切れていただろう。

　そんな状況なのに、当のハクはローラの頭の上でお昼寝をしている。

　ローラが近くにいれば、あとはどうでもいいと思っているのだろうか。

「はいはい。ケンカはやめなさい」

　大賢者はそう言って、指をパチンと鳴らした。

　その瞬間、ローラの全身に虚脱感が走る。

　そしてミサキとシャーロットとアンナが、へなへなと床に座り込んでしまった。

「ち、力が入りませんわぁ」

「今ならカブトムシにも負けそう」

「大賢者殿の仕業でありますか……？」

　手も触れず、傷も負わせず、一瞬で三人を無力化してしまった。

　これはどんな魔法なのだろうか。

　大抵の魔法は見ただけでトレースしてしまうローラだが、大賢者の魔法は高度すぎて理解が及ばない。

　特殊魔法の類いだろうということしか分からなかった。

「ローラちゃんにも魔法をかけたんだけど、平気なの？」

「一応、もの凄すごく疲れた感じですけど」

「へえ、それだけなんだ。本当にローラちゃんは凄いのね」

　大賢者はローラを見つめてニヤリと笑う。

　なぜかローラは、猛禽もうきん類に狙ねらわれた小鳥になった錯覚を感じ、冷や汗をかいた。

　もしかして大賢者も、自分と戦いたがっているのでは──。

　ローラはそんな想像をしたが、しかし今戦ったら確実に大賢者が勝つだろう。

　大賢者は、そんな勝敗の分かりきった戦いに興味を持つような人だったか？

　あるいは……ローラが強くなるのを待っているのかもしれない。

　普段は飄々ひようひようとしているくせに、何て恐ろしい人だろうとローラは戦慄せんりつする。

　とはいえ、全ては想像だ。

　実際のところは分からない。

「ま、とりあえず今は、ミサキの言っていることに従うべきだと私は思うわ。ハクが獣人の里から流れてきたのはハッキリしているんだし。ハクがローラちゃんから離れないなら、ローラちゃんごと行ってもらうしかないわね」

「流石さすがは大賢者殿。話が分かるであります！」

　魔法が解けたらしく、ミサキの表情に辛つらそうな様子はない。

　それどころか嬉うれしそうに笑い、耳と尻尾をピコピコ動かした。

　ローラの内に、それをモフモフしたいという衝動が湧わき上がってくる。

　しかし、今はそれどころではない。

「いやいや、学長先生。獣人の里に行ったら、帰ってこられないじゃないですか。だってハクはずっと獣人の里にいなきゃいけないんでしょう？」

　ローラの抗議に対して、ミサキが澄まし顔で答える。

「無論であります。ハク様は獣人が育てるであります」

「でもハクは私から離れないんですよ。すると私もずっと獣人の里にいることになるじゃないですか！」

「客人として丁重に扱うであります。大丈夫であります」

「大丈夫じゃないです！　私はここの生徒なんです！」

　今は夏休みだからいいが、授業が始まったら獣人の里でのんびりしていられない。

　ハクを学園で育てるか、ハクに親離れしてもらうか。

　早く問題を解決しないと、大変なことになってしまう。

「ローラさんはわたくしたちと一緒に卒業するのですわ。獣人の里にずっといるなんて許しませんわ！」

「ローラがいなくなったら、剣の修行相手がいなくなる。ダメ絶対。獣人の里まで私たちが付いていく。そして必ず学園に連れ帰る」

「シャーロットさん……アンナさん……」

　ローラは二人の友情に感動した。胸がジーンとする。

　やはりギルドレア冒険者学園は最高の場所だ。

　ここの生徒になれて良かった。

　これで宿題がなければ、もっと最高なのに。

「あなたたちだけで行かせるわけにはいかないから、保護者として私も同行するわ。長老たちと交渉しないといけないしね」

「おおっ！　学長先生が一緒なら心強いです！」

「ふふ、そう言ってくれると嬉しいわ」

　大賢者は褒められて嬉しそうだ。

　ならばどさくさに紛れて宿題のことを頼んでみよう。

「そんな強くて優しい学長先生にお願いです。今から獣人の里に行ったら夏休みの宿題が間に合わないので……提出を待ってくれるよう、エミリア先生にお願いしてくれませんか」

「あら。あくどいことを思いつくのね。いいけど、どのくらい？」

「うーん……一ヶ月待ってください！」

「いくらなんでも一ヶ月はダメでしょ。エミリアの頭からツノが生えてくるわよ」

「うぅ……では二週間！」

「そんなに宿題、終わりそうにないの？」

　大賢者はベッドの上に散乱していたローラたちのノートを手に取り、パラパラめくる。

　そして「あらー」と呟つぶやいた。

「あなたたち。夏休みの間、ずっと遊んでいたのね？」

「い、いえ……遊んでいたのではなく……お父さんを説得するのに忙しくてですね！」

「そうですわ。ローラさんのお父さんを説得するため、あの手この手で！」

「連日連夜の話し合いで、宿題どころではなかった」

　ローラたち三人は目を泳がせ、必死に誤魔化ごまかす。

　しかし大賢者の目は、全てを見通すかのように光っていた。

「まあ、いいわ。宿題の期限は私が何とかしておくけど……次からはちゃんとやるのよ？」

「「「はーい」」」

　二週間あれば、流石に終わるだろう。

　これでハク問題に専念できる。

　ローラにとっては宿題が一番の難問だったので、それが片付いて気が楽になった。

　実際は片付いたのではなく先延ばしにしただけなのだが、ローラの中では終わったも同然だった。

「そんなことより、早く出発するであります！」

　ミサキはぷんすか怒りながら、耳と尻尾をピコピコさせている。

　やはりモフモフしたくて仕方がないローラであった。
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　獣人が住んでいる村や町は総じて『獣人の里』と呼ばれている。

　よって、その数は一つではない。

　世界各地に点在しており、おおむね人間とのかかわりは最小限に抑えている。

　では、そもそも『獣人』とは何か。

　人間と似たような姿で、人間と同等の知性を持ち、身体能力は人間以上。

　その起源はどうやら、古代文明が作り出した人工生命体のようだ。

　遺跡に残されている記述によれば、獣人たちは古代人の奴隷として作り出され、その命令に絶対服従していたという。

　なんでも、獣人を従わせるための魔法があったらしい。

　だが、古代文明は滅びた。

　同時に、その魔法も失われた。

　そして獣人たちは人里離れた山の中などに移動し、ひっそりと暮らしてきた。

　もはや獣人たちは奴隷ではない。

　彼らは自らの意志によって生きる自由を得たのだ。

　だというのに、古代に奴隷だったという理由で、いまだに獣人へ差別意識を持っている人間がいる。

　更に極端なのは、獣人はモンスターであるという思想だ。

　確かにモンスターの定義とは『古代文明によって作られた生物兵器』である。

　また実際に、獣人たちが兵器として戦争に使われたという記録も残っていた。

　それを根拠に、獣人はモンスターであるから人権はなく、殺しても犯しても問題ない、などと主張する輩やからがいた。

　もっとも、そのように無知蒙昧もうまいなことを言う者は少数派であり、もはや獣人を積極的に害そうとする人間はほとんどいない。

　今でも人間と獣人の仲が良いとは言いがたい。だが、かつての差別は本当に凄すさまじかったのだ。

　それが若干マシになったのは、百三十年前。この国に魔神が出現したのがきっかけだと教科書に載っていた。

　魔神を倒したのは大賢者だ。

　大賢者とそれ以外の人間は力が隔絶していて、手助けしようにも足手まといにしかならなかった。

　しかし、大賢者に協力者がいなかったわけではない。

　その協力者こそ、神獣ハクである。

　ファルレオン王国の人間にとって、ハクとは獣人が崇める土着の神という認識でしかなかった。

　そのハクが魔神に立ち向かい、大賢者とともに戦ったということで、ファルレオン王国の人間は大変驚いた。

　獣人としては、人間を助けようなどと思っておらず、たんに自衛のためにハクへ願い、魔神と戦ってもらったのだ。

　だがそれでも、人間と獣人が協力して戦い、魔神に勝利したという事実は変わらない。

　以前から獣人たちへの差別に心を痛めていた大賢者は、これをチャンスと思い、人々に訴えた。

　獣人はもはや奴隷ではない。ましてモンスターでもない。

　耳と尻尾が違うだけで、彼らは人間と同じような存在である。

　優遇しろとも尊敬しろとも言わないが、せめて差別はやめようではないか、と。

　その訴えは時間こそかかったものの、少しずつ人々の意識に染しみ渡り、今ではファルレオン王国の外でも、獣人たちへの風当たりがよくなった。

　少なくとも、モンスターとして扱い一方的に嬲なぶり殺すのは違法となった。

　獣人は基本的に人間嫌いだが、以上のような経緯で、大賢者だけは別枠として扱われている。

　どこの獣人の里に行っても、大賢者だけは歓迎されるという。

　そして王都から最も近い獣人の里『オイセ村』は、かつて共闘したハクがいるということもあり、大賢者はちょくちょく遊びに行っているらしい。

「とは言っても、もう半年くらいオイセ村には行ってないわね」

　大賢者はそう呟き、学園の庭から遠くのメーゼル山を見る。

　その中腹にオイセ村があり、更に登るとメーゼル川の水源に辿たどり着く。

　ローラはもちろん、シャーロットもアンナも獣人の里に行ったことがないので、緊張した顔で大賢者にくっついて歩く。

　一方、獣人であるミサキは、人間の街にいるというのに、まるで気後れしていない。

　大賢者のせいで人間に馴なれてしまったのかもしれない。

「ところでミサキ。この子の親はまだ生きてるの？」

　大賢者はローラの頭の上にいるハクを指差した。

　するとハクは「ぴー」と呑気のんきに鳴く。

「……まだ何とか生きているであります。しかし卵を産んだということは、その時点で先代様の寿命はもう……」

「分かってるわ。神獣は一種につき一匹。子を残すときが親の寿命。かつて一緒に戦ったハクが死ぬのは悲しいけど、仕方がないわね」

　そう語る大賢者の声は、珍しく寂さびしそうだった。

　いつも超然としている彼女でも、旧知の者と別れるのは辛いのだ。

　当たり前のことなのだが、ローラにはそれが新鮮に感じられた。

「さて。親ハクが生きているうちに行って、顔を見てやりましょうか。というわけで──」

　大賢者は腕を伸ばし、すっと横に振った。

　するとその瞬間、何もない空間から一枚の絨毯じゅうたんが現われ、地面にひらりと舞い落ちたではないか。

「え、え!?　学長先生、今のどうやったんですか。これも魔法ですか!?」

　魔法で火や雷を出すというのは日常茶飯事であるが、絨毯というまともな物体が現われたことにローラは目を丸くする。

　シャーロットとアンナも、ぽかんと口を開けていた。

「特殊魔法の一種ね。魔力で絨毯を作ったんじゃなくて、次元倉庫から絨毯を取り出したの。あ、次元倉庫ってのは……何て説明したらいいかしら。この世界とはちょっとズレた空間、みたいな？　そういう場所に物体を転送して、必要に応じてまた呼び出すの。そうすれば、かさばらずに沢山の物を一度に運べるから便利よ」

　大賢者は、まるで生活のちょっとした知恵みたいなノリで語る。

「そ、そんな魔法、聞いたこともありませんわ！」

　ガザード家の娘であるシャーロットは、幼い頃ころから魔法の知識に触れる機会が多かったはずだ。

　そんな彼女でも、次元倉庫を知らないと言う。

「そりゃそうよ。私のオリジナル魔法だし。エミリアとかに教えても、習得できなかったし」

「もしかして、学長先生以外に使い手がいない魔法ってことですか？」

「そういうことになるわね」

　大賢者は、さらりと凄いことを言う。

　エミリアのような一流の魔法使いでも真似まねできない高度な魔法を自力で編み出し、それを苦もなく操あやつっている。

　人類史上最強の魔法使いとは、噓うそでも誇張でもないのだ。

　カルロッテ・ギルドレアに並ぶ者など、唯一人も存在しない──。

「便利そうだから、ローラも覚えたら？」

　アンナが真顔で言う。

「いやぁ……学長先生しかできないような魔法はちょっと……」

「あら、ローラさん。やりもしないで諦あきらめるなんて情けないですわ。それなら、わたくしが先に習得してみせますわ！」

　シャーロットは気合いのこもった声を上げ、そして絨毯に向かって腕を伸ばし「むむむ」と唸うなる。

「ダメですわ……次元倉庫というのが全くイメージできませんわ……」

「偉そうなこと言ったわりに、諦めるのが早いですね」

「あ、諦めたのではありませんわ！　ただちょっと中断しただけですわ！」

　シャーロットは髪を揺らして訴えてくる。

　しかし大賢者のオリジナル魔法なのだから、諦めたって恥ではないのだ。

　できなくて当然……とはいえ、彼女の言うように、やる前から諦めるのは確かに情けない。

　一度くらいは試してみよう。

（まずは次元倉庫をイメージ……）

　この世界とはちょっとズレた空間──大賢者はそう言っていた。

　それを頭の中に描く。

　そして次は、絨毯をそこに送り込むイメージ。

　イメージを現実に変換。

　魔力を放出。絨毯を包む。次元を歪ゆがめる──。

「絨毯がいきなり出てきたと思ったら、今度は消えてしまったであります！」

　ミサキは耳と尻尾をピコピコさせて驚きを露あらわにする。

　シャーロットは悔しそうに歯軋ぎしりし、アンナは「おおー」とボンヤリした歓声を上げた。

　大賢者はニコニコと笑みを浮かべ、なぜかローラの頰をムニッと引っ張った。

「はへぇ？　何をしゅるんですかぁ？」

「次元倉庫を開くのって、私でも一週間くらい練習したのに、ローラちゃんは何を一発で成功してくれてるのかしらー？」

「ふへぇ、しょんなこと言われても……」

　大賢者は笑顔のまま、ローラのほっぺを左右に引っ張った。

　どうやら怒っているらしい。というか嫉妬だ。

　まさか大賢者にまで嫉妬される日が来るとは思わなかった。

　ローラにとって次元倉庫はさほど難しくはなかったのだが……相変わらず皆の感覚が分からない。

「あら？　ローラちゃんのほっぺ、凄く柔らかいわね。引っ張るのが楽しくなってきたわ……」

「やめてくださいぃ、伸びちゃいますぅぅ」

　十秒後、ようやくローラは大賢者の魔の手から解放された。

　ひりひりする両頰をシャーロットとアンナがなでてくれた。

　持つべきものは友達である。

「とりあえず、絨毯を出してちょうだい。あれに乗ってオイセ村まで行くんだから」

「え、空飛ぶ絨毯なんですか!?」

「違うわ。絨毯そのものは普通。私の魔法で飛ばすの」

「なーんだ」
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　ローラはガッカリしつつ、次元倉庫から絨毯を出す。

　大賢者はその上に座り、体から魔力を放つ。

　すると絨毯が音もなく、地面からふわりと浮き上がった。

「さあ、乗って乗って。百人乗っても墜おちないから大丈夫よ。そんなスペースはないけどね」

「……物体を浮かせて静止させるとか、何気に超高等技術ですわ」

　シャーロットはわなわな震えながら絨毯に座る。

　続いてローラたちも乗り込む。

　これで五人と一匹が座ったわけだが、それでも絨毯には余裕があった。

　広々として快適だ。

　これに乗ってどこまでも旅をしたい。

　今度、ローラも絨毯を飛ばす魔法を覚えてみよう。

　いや、絨毯よりもベッドを飛ばしたほうが楽しいかもしれない。

「じゃ、しゅっぱーつ！」

　大賢者が前方を指差すと、絨毯はスイーと飛び立った。

「凄い……私たち、風になってる」

　アンナは絨毯の端から王都を見下ろし、興奮した声を出す。

　すでに人が蟻ありみたいに小さくなっている。

　これならあっという間に目的地に着くだろう。

「空を飛べるなんて学長先生は凄いんですねぇ！」

「ローラさんとわたくしは自力で飛べますわよ？」

「言われてみればそうでした！」

　惚とぼけているのではなく、本気で忘れていた。

　近頃ローラは色々なことを一気にできるようになったので、自分に何ができるのか把握し切れていないのだ。

「ぴー」

　ローラの頭の上から神獣の鳴き声がした。

　自分も飛べるぞ、と訴えるような声だった。

「ハク様が飛べるのは当然であります！」

　なぜかミサキは自分のことのように胸を反らす。

　耳と尻尾も上機嫌に揺れており、ローラはモフモフしたい衝動を抑えるのが大変だった。





※






　学園から離陸した絨毯はローラたちを乗せ、どんどん高度を上げていく。

　すると見える範囲が広がっていき、この大地が球体であると実感できるほど地平線が歪み始めた。

　山から流れてくるメーゼル川。王都から四方に伸びる街道。広大な平原。あちこちに点在する村とその周りに広がる畑。

　かつてトーナメントの決勝戦で飛んだときはじっくり見る余裕がなかったが、こうして改めて眺めると、王都の周りはとても豊かな土地なのだと分かる。

「あの森は私たちが……もとい、謎の秘密結社カミブクロンがベヒモスを倒した森」

「おお、確かにあの辺でしたね！　あ、学長先生、もうちょっと高度を上げてください。私の故郷が……見えました！」

　見えたからどうしたというものではないが、何となく楽しい。

　ローラはミーレベルンの町を眺めながら、父と母は今頃なにをしているだろうと想おもいをはせる。

「大賢者様。あまり速度を出さないでくださいまし。髪が乱れてしまいますわ！」

「シャーロットちゃんの髪形は風に弱そうだものねぇ。ところで、生徒なんだから学長先生と呼びなさい」

「いえ、しかし、ガザード家としてあなたは永遠のライバル、大賢者ですので……」

「スピードアップ！」

　絨毯は加速したのみならず、左右に急旋回をくり返し、シャーロットの髪の毛をブワンブワン振り回した。

　ローラの顔に螺旋らせん状の金髪がぺしぺし当たってきて、とても鬱陶うつとうしい。

「ああ、学長先生！　速度を落としてくださいましぃぃ！」

「初めから素直にそう呼べばいいのよ」

　大賢者はスピードを落とし、更に絨毯の周りを風の結界で包み込んだ。

　おかけで風圧を感じなくなり、各段に快適になった。

　そういうことができるなら、出し惜しみしないで初めからやってくれればいいのに。

「ん？　あなたたち、今、風圧を防げるなら初めからそうしろよ、とか思ったでしょ」

　大賢者以外の全員が一斉に首を横に振った。





※






「ところで、ええっと、ローラ殿、だったでありますか？」

「はい、私の名前はローラ・エドモンズですよ。何でしょうかミサキさん」

　ミサキに名前を呼ばれて嬉しくなったローラは、彼女に向き直って小首を傾かしげた。

　すると頭の上で眠っていたハクが転がり、隣にいたアンナの膝ひざの上に堕ちた。

　ハクは不機嫌そうに「ぴー」と鳴きながら、もぞもぞとローラの体を登って元の位置に戻ろうとする。

「ローラ・エドモンズ……ロラえもん殿でありますね！」

「略された!?　でも何だか格好いい略称ですね、気に入りました！　私の二つ名にします！」

　優れた冒険者は、本名とは別に、二つ名で呼ばれることがある。

　ローラが将来有名な冒険者になったら、是非とも『ロラえもん』と呼んでもらおう。

「か、格好いいですの……？」

「微妙なセンス」

「ローラちゃん。私がもっと格好いいのを考えてあげるから、早まっちゃダメよ」

　学園の仲間たちの評判はすこぶる悪かった。

　ロラえもんを二つ名にするのはやめておこう。

「それでミサキさん。私にご用でしょうか？」

「ご用であります。ロラえもん殿の腕を見込んで頼みがあるであります。私は次元倉庫に入ってみたいであります」

「次元倉庫に、入る……？」

「そうであります。大賢者殿の説明では、次元倉庫には色々なものが入るであります。生き物だって入れるはずであります。中がどうなっているのか見たいであります」

　ミサキの要望を聞き、ローラと大賢者は顔を見合わせた。

「学長先生。次元倉庫にミサキさんを入れても大丈夫なんですか？」

「うーん……大丈夫よ。私、自分で入ったことあるけど、特に危険はなかったわ」

「おお！　中はどんな感じでありますか!?」

「それは見てのお楽しみ」

「焦じらすでありますなぁ！」

　ミサキの耳と尻尾は独立した生物のように激しく動き回っている。

　可愛い。

　モフりたい。

「ではミサキさんを次元倉庫にお送りしましょう。えいっ！」

　ローラはミサキに手をかざし、こことはズレた世界へ転送するイメージを浮かべた。

　すると、目の前でワクワクした顔を浮かべていたミサキが、影も形もなくなってしまう。

「……本当に大丈夫ですの？」

「これで帰ってこなかったら一大事」

　シャーロットとアンナが不安げにローラを見つめる。

「だ、大丈夫ですよ！　ねえ、学長先生！」

「さあ？　それはローラちゃん次第ね」

「ええっ!?」

　大賢者はさっきまでは余裕綽々しやくしやくのような雰囲気を出していたのに、ここにきて急に難しそうな顔をする。

　ローラは、自分のせいでミサキが消えてしまったらどうしようと思い、半べそになった。

「もう、冗談よ。さっきの絨毯みたいに普通に呼び出せばいいから」

「むー、からかわないでください！」

「ごめんなさい。ローラちゃんの表情がコロコロ変わるのが面白おもしろくて」

　なんて酷ひどい学長だろうか。

　こんな酷い人は放置して、ミサキを呼び戻すことにしよう。

「えいっ！」

　ミサキがさっきまで座っていた場所に帰ってくるイメージを浮かべる。

　すると、しっかりミサキは戻ってきた。

　よかった、よかった。

　と、思いきや。


「うわぁぁんっ、ロラえもん殿、ロラえもん殿ぉぉぉっ！」



「なぜ号泣してるんですかミサキさん!?」

　次元倉庫から帰ってきたミサキは、口を大きく開け、涙をボロボロ流しながら、わんわん泣きじゃくった。

　訳が分からずローラは狼狽ろうばいする。

　シャーロットとアンナも慌あわてふためく。

　平然としているのはハクと大賢者だけだった。


「真っ暗で怖かったであります！　上下左右も分からなくて、手足を動かしても何にも感触がなくて……何もないというのは怖いでありますぅぅぅ！」



　なるほど。次元倉庫とはそういう場所なのか。

　確かにそれは恐ろしい。

　ローラは、自分を送り込まなくて正解だとつくづく思った。

　そして、大賢者は次元倉庫がどんな場所か知っていたくせに、ミサキに黙っていたのだ。

　本当に酷い人である。

　しかし、ミサキが泣きながら抱きついてきたので、そのどさくさに紛れて耳をモフモフすることができた。

　よしとしよう。
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　ミサキいわく、オイセ村には二百人ほどの獣人が住んでいるらしい。

　その全員が狐耳きつねみみ族だという。

　モフモフし放題のパラダイスだ──とローラは興奮したが、手当たり次第にモフモフするのはどう考えても失礼極まる。

　今回はハクの問題を解決するためにやって来たのだから、モフモフは自重じちようしなければならない。

　しかしローラは我慢がまんできるか自信がなかった。

「オイセ村が見えてきたであります」

　ミサキの言うとおり、山の森が一部切り開かれており、そこに集落がある。

　並んでいる建物は全て木製だ。

　村の周りには畑も広がっており、自給自足の生活ができそうである。

　人影がちらほらと見えるが、遠目からでも尻尾しつぽが確認できた。

　モフモフ欲求が高まってきたので、ローラは応急処置として、手近にあったミサキの尻尾をなでることにした。

「わっ、くすぐったいであります！　急に何するでありますか、ロラえもん殿！」

「ごめんなさい、つい……次からは触る前に一言かけます……」

「触るのは前提でありますか!?　まあ、少しくらいならいいでありますが……」

　ミサキは自分の尻尾の価値が分かっていないらしく、困惑した顔だった。

　だが、獣人の耳と尻尾は素晴すばらしいのだ。

　特に尻尾はヤバイ。

　病みつきになりそうだ。

「じ、実はわたくしも先程からミサキさんの尻尾を触りたいと思っていたのですわ……！」

「私も」

　シャーロットとアンナも、ミサキの尻尾を凝視する。

　三日くらい断食した人がステーキを発見したような目だった。

「尻尾など触って何が楽しいでありますか!?　大賢者殿を見習って落ち着くであります！」

　そう言えば、大賢者だけがさっきから黙っている。

　まさか尻尾に興味がないのだろうか。

　大人になると好奇心を失ってしまうのか。

　それはとても悲しいことだ。

「私はほら。百年以上モフモフしまくって、ミサキが生まれる前に飽きたから。ローラちゃんたちに譲ってあげるわ」

「おお、流石さすがは学長先生。モフり歴百年以上とは凄すごいです！　さて、学長先生の許しを得たのでモフりましょう！」

「待つであります、私は許していないであります……ああ、あああっ！」

　ローラたち三人は、ミサキの尻尾に指を突っ込み、その毛を撫なで回した。

　やはり素晴らしい感触だ。頰ほおが勝手に緩んでしまう。

　何時間もこうしていたい。

　やめられない、とまらない、なくならない。

　そうしていると、ハクまで興味を持ち始め、ミサキの尻尾の上に降り立ち、前脚まえあしをからめた。

「ちょっとあなたたち。モフモフするのもいいけど、今からオイセ村に降りるんだから、少しは遠慮しなさいな。ほら、ミサキが失神してるじゃない」

「へ？　うわああ、ミサキさんしっかり！」

「大変ですわ、回復魔法ですわ！」

「そんなにくすぐったいとは……」

　ローラはミサキの肩を揺すり、シャーロットは効果があるのか分からない回復魔法をかけ、アンナは頰をぺしぺし叩たたく。

　するとミサキは目を開けてくれた。

　良かった良かった、とローラは胸を撫で下ろしたのだが、ミサキは転がるように逃げ、大賢者にしがみついた。

「やはり大賢者殿以外の人間は恐ろしいであります！　油断していると何をされるか分からないであります！」

「そ、そんな……私たちはミサキさんの尻尾が大好きなだけですよ！　愛です！」

「愛が重いであります！」

　とりあえず悪意がないのは分かってくれたらしい。

　しかしミサキは大きな犬歯を剝むき出しにして、こちらを睨にらんでくる。

　そんな様子すら可愛かわいく思えてきた。

　昔の人間はどうして、こんな可愛い獣人を差別していたのだろうか。

（私にはサッパリ分かりません）

　そうやってローラが歴史の謎なぞに想おもいをはせていると、大賢者が絨毯じゅうたんをゆっくりと降下させた。

　空飛ぶ絨毯がやってきたら普通は驚きそうなものだ。しかしオイセ村の獣人たちは慣れた様子で手を振ってくる。

　大賢者が頻繁に出入りしているせいで、絨毯が空を飛ぶのを当たり前に思っているのだろう。

「おお、ミサキ。無事に戻ったか。そして大賢者殿。久しぶりですな」

　村の外れに降りた絨毯に、歳としを取った獣人の男性が一人、歩み寄ってきた。

　髪はしっかり残っているが、全て真っ白だ。

　七十歳は超えているだろう。

「はぁい、長老。半年ぶりくらい？　元気そうで何よりだわ」

　大賢者は老人を、長老、と呼んだ。

「長老様。ハク様をお連れしたであります」

　ミサキは絨毯から立ち上がり、ローラの膝ひざの上に座るハクへ目配せした。

「おお、ハク様……大雨で流されたときはどうなるかと思いましたが、無事に孵化ふかしたようで何よりです」

「ぴー」

　長老は目に涙を浮かべ、ハクの無事を喜んだ。

　しかしハク自身は長老に興味がないらしく、ローラの服を引っ張り、遊んで欲しそうな顔をする。

「長老。手紙にも書いたけど、ハクはこのローラちゃんから離れようとしないのよ。完全に親だと思ってるみたいね」

「……そのようですな……しかし、いくら生まれて最初に見たといっても、人間の少女ですぞ。神獣とは格が違いすぎて、誤認しようがないと思うのですが。未いまだに信じられません」

「自分の目で見たことくらいは信じなさいよ。それにローラちゃんは普通の少女じゃないし。ま、その辺は先代ハクも交まじえて話し合いましょ。まだ話せる状態かしら？」

「ええ……辛かろうじて。実は今回の件とは無関係に、大賢者殿を呼ぼうと思っていたのです。先代ハク様は、大賢者殿に会いたがっていますぞ」

　先代ハクとは、ローラの膝の上にいるハクの親のことだろう。

　神獣は本来、一種類につき一匹しかいない。

　だから子供が生まれた時点で、親は先代となり、子が跡を継ぐ。

　とはいえ、いきなり親が死ぬわけではないらしい。

　この世代交代のほんのわずかな時間だけ、例外的に同じ神獣が二匹存在する。

「そう……じゃあローラちゃん。ハクを連れて私たちに付いてきて。シャーロットちゃんとアンナちゃんは、その辺でミサキと遊んでてね」

「む。何をおっしゃいますの大賢者様。わたくしたちも同行しますわ。でなければ、何をしにここまで来たのか分かりませんもの」

「その通り。付いていく」

　シャーロットとアンナは、左右からローラをがっちりと摑つかんだ。

　是が非でも放さないぞ、という決意が顔に浮かんでいる。

　ありがたい話だが、別にこれから危険に飛び込むわけではない。そう心配しなくてもいいのに、とローラは呑気のんきに構えた。

「んー……ま、いっか。じゃあ皆で行きましょ」

　大賢者はあっさり了承した。

　相変わらずノリが軽い人だ。

　だが一方、長老とミサキは飛び上がるほど驚いている。

「大賢者殿、何を言い出すのですか！　先代とはいえ神獣ですぞ。人間の娘を連れて行くなど……」

「そうであります。畏おそれ多いであります！」

「あら。私とローラちゃんも人間なんだけど？」

　大賢者は飄々ひようひようと言う。

「大賢者殿は別格です。それにローラ殿はハク様に選ばれた者。しかしそちらの二人は普通の人間でしょう。連れて行くわけにはいきません」

　長老は毅然とした態度で大賢者に反論する。

　しかし、それはさほど長続きしなかった。

「ハクがそう言ってるの？　人間如ごときを我が前に連れてくるな、とか、一言でも言ったわけ？」

「いえ……そういうわけでは……」

　大賢者の追及に長老はたじろぎ、まともな答えを返せなかった。

「だったらいいじゃない。全員でレッツゴー」

　長老とミサキはまだ納得しきっていない顔だったが、天下の大賢者に押し切られてはどうすることもできない。

　大所帯で先代ハクのところへ行くことになった。

　その場所は、森の中にある洞窟どうくつの奥である。





※






　オイセ村の真ん中には、木製の小さなやぐらが建っていた。

　長老とミサキが言うには、ここにハクの卵を置いて祭っていたらしい。

　それが大雨で流され、ローラのもとに辿たどり着き、巡り巡ってまたオイセ村に帰ってきたというわけだ。

　そのやぐらを尻目しりめに、ローラたちは村を通り過ぎて森に入る。

　オイセ村を取り囲む森の奥には、切り立った崖があった。

　それに沿って進むと、洞窟が現われた。

　リヴァイアサンやベヒモスでも通れそうな、大きな入り口だった。

「な、何だかここまで強烈な気配が漂ってきますわ……！」

「明らかに大物がいる……」

　シャーロットとアンナは洞窟の奥を見つめて、ぶるりと肩を震わせた。

「怖いなら、ここで待っているがいいであります」

「怖くなど、ありませんわ！　さあアンナさん、率先して行きましょう！」

「私は普通に怖いんだけど……」

「おだまりなさい！」

　シャーロットはアンナの腕を引っ張り、勝手にズンズンと洞窟に入っていく。

　ローラたちもそのあとを追いかける。

　洞窟は深く、太陽の光が届かない。

　しかしシャーロットが魔法で明かりを作ってくれたおかげで、隅々まで見回すことができた。

　そして同時に、奥に寝そべる巨大なドラゴンも浮かび上がる。

「ひゃあっ！」

　シャーロットは悲鳴を上げてアンナに抱きついた。

　ドラゴンが突然目の前に現われたら、彼女でなくても普通は驚く。

　だが、それはドラゴンではなく、神獣だ。

「半年ぶりね、ハク。随分とやつれたわねぇ」

　大賢者はそう呟つぶやき、神獣へと近づいていく。

　彼女の言葉どおり、その神獣はとても弱々しかった。

　馬を丸呑のみにできそうな口に、学園の教室からはみ出すほど大きな体。

　しかし、その白いウロコに艶つやはなく、あばらが浮き上がるほど瘦やせていた。

　洞窟に入る前は確かに、神々こうごうしいオーラを感じた。

　それは今も健在だが、こうして実物を見ると、消えかけのロウソクのような印象を受けてしまう。

「大賢者か……最後に会えて嬉うれしいぞ」

　神獣は目と口を開き、低い声で大賢者に答えた。

「あら。最後だなんて、随分と悲しいことを言うのね。百三十年前、一緒に魔神と戦ったときの元気はどうしたの？」

「無茶を言うな。我はそなたよりも更に二百年は長く生きているのだ。この肉体はもう限界だよ。無事に子を産むこともできた。そろそろ休ませてくれ」

「……そう。一番古い友達がいなくなるのは寂さびしいけど、仕方がないわね」

　たったそれだけの会話に、どれほどの意味が込められているのか──。

　ローラはそれを考えようとしたが、九年しか生きていない人生では、どうしても想像力が及ばなかった。

「それで、その少女の頭の上にいるのが、我が子だな？」

　神獣はローラを見つめた。正確には、ローラの頭上を見つめた。

　いくら弱っていても、神獣は神々の一柱だ。

　古代文明よりも更に前の時代に、最高神によって地上に遣わされた神聖なる存在。

　そんな相手の視線を正面から受けて、流石のローラも緊張で声が出ない。

　だが、子ハクはいつものように呑気のんきな声を出している。

「ぴー」

　それを聞いて、ローラも気が楽になった。

「ハク。このお方が、あなたの本当の親なんですよ」

「ぴぃ？」

　何のことやら分からないといった鳴き声だ。

　しかしハクには、自分が何者か理解してもらい、この村に残ってもらわねばならない。

　そうしないと、ローラもここに住むことになってしまう。

「先代様。この新しいハク様は、生まれたとき最初にロラえもん殿……もといローラ殿を見てしまい、それでローラ殿を親だと思ってしまったであります。全ては大雨から卵を守ることのできなかった私の責任であります。巫女みこである私が、しっかり見張らねばならなかったのに……」

「いや、ミサキ一人の責任ではないぞ。ハク様はオイセ村の全員で守っていかねばならないのだ。現にあの大雨の日、見張り役はミサキではなかった。しかし、雨と風でやぐらが崩れ、気が付いたときには卵は流されていた。ワシらは必死に追いかけたが、追いつけなかった。ローラ殿が拾ってくれなかったら、どこまで流されていたことか……」

　ミサキと長老は跪ひざまずき、地面に額が付くほど頭を下げた。

　だが、先代のハクはさほど気にした様子もなく、「よい」と穏やかに呟くだけだった。

「そなたらの信仰心があれば、雨で流された程度で神獣は滅びたりしない。現にこうして戻ってきた。神獣とはそういうものだ。決して偶然ではない。卵を拾ったのがそこの少女だったのも、必然なのだ」

　そして先代ハクは改めてローラを見る。今度は頭上ではなく、本当にローラの目を見つめていた。

「少女。名をローラと言ったか？」

「は、はい……ローラ・エドモンズです」

　神獣と話すのは緊張するが、言いよどんでいる場合ではないと直感で分かった。

　先代ハクに残された時間は、さほど多くはない。

　大賢者とともにこの国を守った偉大な存在の時間を、ローラの都合で無駄にしてはいけないのだ。

「そなた、凄すさまじいな。まさか人の身で、大賢者よりも強い者が現われるとは思っていなかったぞ」

「あら、失礼ね。今のところ、私のほうがまだまだ強いわよ」

　先代ハクの言葉に対し、大賢者がすかさず反論した。

　すると先代ハクはニッと笑う。

「そなたの負けず嫌いは何歳になっても治らなかったな。今のところ、ということは、潜在能力では負けていると白状しているようなものではないか」

「違うわよ。未来のことは誰だれにも分からないから、断定しないだけ」

　ムッとする大賢者を見て、先代ハクはますます笑った。

「図星を突かれてヘソを曲げるところも変わらんな。そなたはきっと、何百年も変わらないまま生きるのだろう。だから我は安心して逝いける。そしてローラ。我が子を頼んだぞ。我が子の卵がそなたに拾われたのは偶然ではない。育ての親を、我が子が自ら選んだのだ。そうでなければ、それほど懐なつくものか」

「ぴー」

　赤ん坊のハクは、ローラの頭の上から前脚まえあしを伸ばし、おでこをペチペチ叩いてきた。

　何をしたいのかサッパリ分からない。

　ハク本人にしか分からない、深い意味があるのかもしれない。

「私がハクの育ての親……？　けど、ハクはこの村にいなきゃいけないんですよね？　私は王都のギルドレア魔法学園の生徒です。ずっとここにいるわけには……」

「それは無用な心配だ。我々神獣がいつも同じ場所にいるのは、そこの居心地がいいからで、別に掟あきてや決まりがあるわけではない。我が子が自分の意志で王都にいるなら、問題は何もない」

「え、そうだったでありますか!?」

　先代ハクの言葉に、ミサキはひっくり返った声を上げた。

「てっきり、ハク様はここから動いてはいけない決まりがあると思っていたであります……！」

　ミサキは巫女のくせに、神獣ハクの生態を知らなかったらしい。

「ワシもじゃ」

　長老もだった。





※






　洞窟から村に戻った長老は、自分の家に大人たちを集めて会議を始めた。

　先代ハクの意志を皆に伝え、そしてその意志に従い、ハクをローラに預けるべきか否か、話し合うらしい。

「会議の結果は分かりきっているであります。先代様の意志を無視できないであります。新しいハク様にもこの村で育って欲しい気持ちはありますが……一番大切なのはハク様の意志であります。というわけで、私たちは暇ひまつぶしに、川で釣つりをするであります」

「おお、釣りですか。楽しそうですねぇ」

「焼き魚にして食べたい」

「ふふふ、シャーロット・ガザードは釣りの腕も一流であることをお見せしますわ」

「ぴー」

　ハクの問題が予想より早く解決し、ローラはただでさえ心を躍らせていた。そこに遊びのお誘いである。

　盛り上がるに決まっている。

　しかし、大賢者だけは乗ってこない。

「あー、ごめん。私は先代ハクのところに戻るわ。色々と話したいことがあるし」

「……そうですか。分かりました。では学長先生の分まで私たちが釣っておきます！」

「ふふ、期待してるわよ」

　大賢者は洞窟に向かって歩き出す。

　もともとさほど身長の高い人ではないが、今日は一段とその背中が小さく見えた。

「……私たちはハク様を崇めていますが、大賢者殿にとっては対等な友人でありますから……私たちなどより、よっぽど思うことがあるのでありましょうなぁ」

　ミサキもローラと並んで、大賢者の後ろ姿を見守った。

　心配であるが、だからといってあとを追いかけるわけにもいかない。

　流石に無粋ぶすいすぎる。

　それに相手は、三百年近く生きた伝説の人だ。

　九歳のローラがあれこれ気に病むのは、大きなお世話だろう。

　大人しく釣りをしているほうが身の丈に合っている。

　というわけでローラたちは、ミサキが持ってきた釣り竿ざおを担ぎ、メーゼル川に向かった。

　ローラたちが見慣れているメーゼル川は幅の広い大河だが、ここは上流だけあって、とても狭かった。

　その代わり流れが激しく、岩が沢山あるので落ちたら危険だ。

「その辺の石をひっくり返せば、虫やミミズがいるであります。それを針に付けて垂らせば、イワナやヤマメが釣れるであります」

　その説明を聞きながら、アンナは早くもヨダレをたらしていた。

　そして真っ先に岩をひっくり返し、ミミズを針に刺して川に投下する。

「アンナさん、抜け駆けはズルイですわ！　フィッシング女王の座はわたくしのものですわ！」

　フィッシング女王とは果たして何であろうと首を傾かしげつつ、ローラもエサを探す。

　ローラたちは女の子だが、冒険者を目指しているのだ。ミミズや虫を素手で触るくらい、朝飯前である。

　そして山育ちのミサキも当然、手慣れた手付きで虫を針に付けていた。

　しかし意外なことに、ハクはミミズが苦手らしい。

「ぴー！」

　岩の下からウネウネ動くミミズが出てきた瞬間、悲鳴を上げてローラの腕にしがみついてきた。

　そしてギュッと目を閉じ、ブルブル震える。

「大丈夫ですよ、ハク。絶対ミミズよりハクのほうが強いですから」

「ぴー、ぴー」

　ハクはローラから離れない。

　どうやら強さは関係がないようだ。

　まあローラも、「お前はゴキブリより強いから平気なはずだ」と言われたら、首を横に振る。

　嫌なものは嫌なのだ。

「ほら、ハク。ミミズさんはもう川の中ですよ。もう目を開けても大丈夫ですよ」

「ぴぃ……」

　ハクは恐る恐るといった様子で目を開き、そこにのたうつミミズがいないことを確認する。

　それで安心したらしく、ローラの体をよじのぼり、頭の上で四肢をダランと投げ出してリラックスした。

「もうすっかりローラさんの頭が定位置ですわね」

「ハク、帽子みたい」

「羨うらやましいであります。私もそのくらいハク様に懐かれたいであります」

　ハク帽子は皆に好評だった。

　しかし実のところ、ローラとしては首が疲れるので誰かに代わってもらいたい。

「ではミサキさん。ハク帽子を貸してあげましょう」

「おお、ロラえもん殿、太っ腹であります！」

　ローラはハク帽子を脱ぎ、ミサキの頭に被かぶせた。

　ミサキは憧あこがれのハク帽子をゲットしてご満悦の様子だが、当のハクは真逆の反応をする。

「ぴ！」

　さっきまでのノンビリした様子が噓うそのようにハクは素早く立ち上がり、翼を広げてローラの頭に戻ってきた。

　目にもとまらぬスピードだ。

　この子はこんなに速く動けたのかと瞠目どうもくするほどである。

「うぅ……やはりロラえもん殿の頭でなければダメでありますか……」

「あはは……まあ、この子も大きくなれば親離れしますよ」

「大きくなってから頭に乗られたら死んでしまうであります」

　それもそうだ。

「釣れた」

　ローラとミサキがハク帽子で盛り上がっている隙すきに、アンナが一番乗りで魚を釣り上げた。

「く……アンナさん、やりますわね。しかし、次はわたくしですわ！」

　シャーロットは本気で悔しそうに呻うめく。

　だが、次に魚がかかったのはミサキの釣り竿だった。

　その次はローラである。

「な、なぜですの……!?」

　泣きそうな顔で訴えられても、ローラたちが知るはずがない。

　全てはお魚さんの気分次第である。

「それにしても、ここはよく釣れますね。私の実家の近くにあった湖も魚が沢山いましたが、ここはそれ以上かもしれません」

　全員合わせて、二十一匹も釣れてしまった。

　ただしシャーロットは一匹も釣れなかった。よほど悲しかったのか、本気で涙を流している。

「う、うぅ……」

「よしよし」

　号泣するシャーロットをアンナがなでて慰めている。微笑ほほえましい光景だ。友情は美しい。

「……あれ？　魚、減ってません？」

　皆が釣った魚は、一カ所にまとめていたはずだ。

　なのに、どう数えても十六匹しかいない。

　残りの五匹はどこにいったのだろうか。

「まさか……盗賊ですか!?」

「盗賊がわざわざこんなところにやってきて、魚を五匹だけ盗んで消えるとは思えないでありますが」

　ミサキの言うことはもっともである。

　しかし、現に魚は消えたのだ。

　まさか足が生えて走って逃げたわけでもあるまい。

「ぴー」

　ハクの声が足元からした。

　そういえば、さっきまで帽子になっていたハクが、いつの間にか頭の上から消えている。

　釣りに熱中していて気にも留めていなかった。

「あっ、ハク、あなたが犯人だったんですね！」

「ぴ？」

　見れば、ハクの口から魚の尻尾が見えていた。

　だがハクは悪びれることもなく、それをゴクンと飲み込んだ。

　白昼堂々、なんと大胆な犯行か。

「ダメですよ、皆で釣った魚なのに、勝手に食べたりして」

「そうであります。生よりも焼いたほうが美味おいしいであります！」

　ミサキは論点が違うことを言い出した。

「ロラえもん殿は魔法使いであります。ハク様のために、魔法で魚を焼くであります」

「え、いや、ハクだけじゃなく、皆で食べましょうよ」

「それでもいいであります。とにかく生は危険であります」

　そりゃ人間が魚を生で食べたら危険かもしれないが、明らかにドラゴンのハクなら、大丈夫なのではないか。

　現に本人は大変美味しそうに食べている。

　もっとも、魚を焼くことそれ自体は賛成だ。

　ローラも早く、自分で釣った魚を食べてみたい。

　というわけでローラは、魚を平らな岩の上に並べ、手の平から火炎を出した。

　ローラくらいになると、魚を焼くのに適切な火力の炎を出すことが可能なのだ。

　片面に焦こげ目が付いたら、ひっくり返してもう一度。

「はい、上手に焼けました！」

「おお、流石はロラえもん殿でありますな！」

「じゅるり」

「こ、この程度、わたくしでもできますわよ！」

　そして、その辺から手頃てごろな枝を拾ってきて、川で綺麗きれいに洗ってからフォークの代わりにする。

　これで食べる準備は万全だ。

　早速食べる。

　表面はサクサク。中身は油がじゅわり。

　いい。凄く美味しい。

「自分たちで釣った魚は美味しいですねー」

「同感であります」

「デリシャスですわぁ」

「もぐもぐ、もぐもぐ」

　一匹も釣っていないシャーロットにまで『自分たちで釣った補正』がかかっているのが不思議だが、当人が満足そうなので、これでいいのだ。

「ほら、ハクもお食べ。生よりも美味しいですよ」

　ローラが焼き魚を差し出すと、ハクは頭からかぶりつく。

「ぴーっ！」

　やはり神獣の舌も、焼き魚を美味しく感じたようだ。

　あっという間に一匹食べ尽くしてしまう。

「さっき生で五匹も食べたのに、まだお腹なか減ってるんですか？　そんな慌あわてなくても、魚はまだ沢山ありますよ」

　ハクは二匹目の魚も夢中で食べる。

　そして三匹目に口を付けようとした、そのとき。

　岩の上に並んだ焼き魚をジッと見つめ、何か考え込むような顔になる。

「……どうしたんですか、ハク」

「ぴぃ！」

　ハクは大きく頷うなずき、そして、口から炎を吐いた。

　それはそれは見事な炎だった。

　さっきローラが出した、魚を焼くのに適切な火力とはまるで違う、暴力的な炎だった。

「ハク様、凄いであります。赤ん坊なのに炎を吐けるなんて尊敬であります！」

「ミサキさん、褒めてる場合じゃないですよ！　魚が炭になっちゃったじゃないですか……もう、ハク。どうしてこんなことをしたんですかっ？」

　ここは叱しからねばならないと判断し、ローラはきつい口調でハクを詰問する。

　が、ハクは怒られていること自体に気付いていないようで、真っ黒になってしまった魚の前で胸を反そらしていた。それはとても自慢げだった。

「……ハク。もしかして、焼けば焼くほど美味しくなるとか思ってます？」

「ぴ！」

　言葉は分からないが、ハクの考えていることは表情と仕草しぐさから分かった。

　これは完全にいいことをしたつもりでいる。

　叱るに叱れない。

　しかし、ハクの自信も長くは続かなかった。

　もはや食べ物ではなくなってしまった魚に、ハクはかぶりつく。

　そして「ぴいいいいい！」と悲鳴を上げて吐き出した。

　当然である。見るからに不味まずそうだ。

「わ、わたくし、まだ二匹しか食べていませんのに……うぅ」

　シャーロットは魚の消し炭を見てポロポロ泣き始めた。

　ここはまたアンナに慰めてもらわねば、と思って見たら、アンナも一緒に泣いていた。

「食べ物の悲しみは何よりも重い……」

「そんな、二人とも泣かないでくださいよ……どうしよう、これは私のせいです……私はハクの親なのに、監督責任を果たせませんでした……うぇぇん！」

　ローラは罪悪感で押しつぶされそうになる。

　そんなローラの姿を見て、ハクも泣き出した。


「ぴぃぃ……ぴぃぃぃぃ！」



「ハ、ハクは悪くないです……私がしっかりしてないからこんなことに……」

「ロラえもん殿の責任ではないであります、そんな気に病むことはないであります……ああ、ハク様も涙を止めるであります……どうやったら皆、泣き止んでくれるでありますか、うわぁぁぁんっ！」

　複雑怪奇な原因により、その場にいた全員が口を開けて泣き始めた。

　破壊は悲しみしか生まない。

　そして悲しみは連鎖する。

　それが今日の教訓だ。

　しかし、人々は教訓をすぐに忘れてしまう。

　具体的にいえば、夕暮れになった頃、村のほうから美味しそうな匂においが流れてきて、それに釣られて歩き始めたときは完全に悲しみを忘れていた。





※
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　盗賊団『灰色の夜』はオイセ村の近くまで来ていた。

　リーダーである斧おの使いは、一人に偵察を命じ、自分を含めた五人で待機することにした。灰色の夜のメンバーは全員、かつて優れた冒険者だった。

　ゆえに正面から襲いかかっても、獣人たちを皆殺しにするのは容易たやすい。

　だが、念には念を入れ、状況を確かめてから行動に移すのが、灰色の夜のやり方だった。

「よう、待たせたな」

　帰ってきた偵察係は、村の状況を簡潔に説明する。

「洞窟の前を通ったが、奥から凄まじい気配が漂ってきた。親ハクはまだ生きてるな。しかし、卵を産んだ以上、相当に弱っているはずだ。それから卵のほうだが、もう孵かえってやがった。その祝いか、村の真ん中に獣人たちが集まって、宴をしてやがる」

「孵っていたか……だが、問題ないだろう。いくら神獣でも、生まれたては小動物みたいなもののはずだ。生け捕りにすれば、高く売れる」

　神獣をペットにする──。

　普通の人間なら畏れ多くて思いつきもしない発想だが、そんな不謹慎極まることをやりたがっている金持ちは多い。

　そして灰色の夜には、そんな金持ちたちとのコネクションがある。

　今までも盗品は、そのコネクションを使って売りさばいてきた。

「生け捕りが無理だったらどうするんだ？」

「そのときは仕方がない。殺す。値は落ちるが、死体でも買いたがる奴やつはごまんといる。神獣の親子の剝製はくせいなんて、好事家こうずかの趣味にぴったりだろ。どのみち親を殺すんだ。もう一匹殺しても同じだろうさ」

　盗賊たちは口の端を吊つり上げ、声を出さずに笑った。

　神殺し──。

　社会のゴミのような自分たちが、神聖なる存在をこれから殺すのだ。

　それを思うと、ゾクゾクしてくる。

　自分たちを爪弾つまはじきにしてきた世の中への、素晴らしい復讐ふくしゆうになる。

　なにせ神獣は一種につき一匹だ。

　つまり親と子の両方を殺せば、その時点でハクという神獣は滅びてしまう。

　無数にいる神獣の一柱を滅ぼしたところで、世界が大きく変わるわけではない。

　それでも、取り返しのつかない爪痕つめあとになるのだ。

　今まで灰色の夜がやってきた犯罪とは、根本からして違う。

「ところで一つ気になることがある。オイセ村には獣人しか住んでいないはずなのに……人間の小娘が三人もいたんだ。しかも内一人は、ギルドレア冒険者学園の制服を着ていた」

「ほう、あそこの生徒か……」

　壮年の剣士が、低い声で呟いた。

　彼は元々、ギルドレア冒険者学園の生徒だった。

　しかし、あの学園は実力のない者には容赦しない。

　どうしても二年生から三年生に進級できなかった彼は、自ら学園を去り、そして独学で剣を磨いた。

　やがて自力でＣランク冒険者まで上り詰めた。

　そのことは彼の誇りだった。

　しかし、あるときパーティーを組んだ相手は、ギルドレア冒険者学園の卒業生だった。

　そいつは、卒業できなかったことを馬鹿ばかにしてきた。落ちこぼれだと愚弄ぐろうした。

　誇りを傷つけられた彼は、相手の脳天を剣で真っ二つにした。

　それ以来、お尋ね者となり、盗賊へと身を堕とした。

「その生徒、俺おれが殺すぞ。いいな」

「ああ、好きにしろ。しかし、なぜ獣人の里に人間がいるのか気になる。殺すのは、それを確かめてからだ。いいな？」

　斧使いは念を押す。

「分かっている。なぁに、学園に通っているエリート様など、指を何本か折ってやればすぐに吐く」

　ギルドレア冒険者学園に対するコンプレックスを丸出しにする彼だが、誰もそのことを笑わなかった。

　灰色の夜のメンバーは、誰しも似たような過去を持っている。

　圧倒的に優れた才能に打ちのめされた者。

　自分は勇気があると思っていたのに、土壇場どたんばで仲間を見捨てて逃げ出してしまった者。

　逆に仲間に裏切られ、汚名を着せられた者。

　境遇は様々だが、共通しているのは、挫折を味わったということ。

　正道から外れてしまったということ。

　一度外れたとしても、努力次第でまた元の道に戻ることができたはずだ、なんて正論を言ってくる奴は全員ぶち殺した。

　そんな正論をそのまま実行できる者は、生まれつき何かを持っている者だ。

　普通の人間は、そこまで心が強くない。

　灰色の夜のメンバーは、普通の人間だった。

　普通の癖くせに一流になろうとして失敗したのだ。

　そして正道を外れたからには、いっそ堕ちるところまで堕ちてやろうと開き直った。

　外道ならば、もしかしたら一流になれるかもしれない。

　いいや、もう既に一流の悪だ。

　灰色の夜は、ファルレオン王国を暴れ回る最強の盗賊団だ。

　神殺しすら恐れはしない。

「よし。それじゃあ、まずは獣人たちを皆殺しにして、子ハクと人間の小娘たちを捕らえるぞ。まあ、さっき言ったように、難しいようだったら生け捕りじゃなくてもいいんだがな」

　斧使いの指示とともに、灰色の夜は動き出した。

　自分たちがこれから襲おうとしている者たちに何が混ざっているのか、知るよしもなかった。
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　長老たちの会議は、意外と白熱したらしい。

　神獣ハクとともに暮らしているというのは、オイセ村の獣人たちにとって誇りなのだ。

　いくら先代のハクがローラに我が子を託したからといって、「はいそうですか」と頷きたくない者が沢山いた。

　とはいえ、長老が直々に先代ハクの言葉を聞いたのだ。

　おまけにローラは、あの大賢者が学長を務める学園の生徒である。

　オイセ村から王都まで、徒歩でも一日で行ける距離だし、とりあえず預けて様子を見るべきという意見で最終的にまとまった。

　これでローラは、二学期からも生徒でいられる。

　父親を説得したり、神獣を帽子にしたりと、波瀾万丈はらんばんじようの夏休みだった。

　あとは『夏休みの宿題』という最強の敵も残っているが、これは考えないことにする。

「ローラ殿。今回はハク様のことで色々とお世話になりました。これからもお手数をおかけすると思いますが、どうかよろしくお願いします」

　長老に頭を下げられ、ローラも慌てておじぎをする。

「こ、こちらこそ。ハクは私が頑張って育てるので安心してください！」

「ぴー」

　ローラの腕にしがみついていたハクも、一緒に首を動かした。もっとも、意味が分かってやっているのではないだろう。

「では、問題が解決したところで、パァァッと宴といきましょう。村で育てた野菜や、森で採れたキノコなどを使った鍋を用意しましたぞ」

　そう。

　村の中央では大鍋おおなべがグツグツと煮え、そこから美味しそうな香りが漂っているのだ。

　ローラはさっきからそれが気になって気になって仕方がなかった。

　しかもハクのせいでお魚があまり食べられなかったので、お腹が減っている。

　ご馳走ちそうしてくれるというなら、喜んで食べよう。

「オイセ村で育てた野菜は本当に美味しいであります。どんどん食べるであります」

　ミサキに言われるまでもない。

　ローラのみならず、シャーロットとアンナも目を輝かせて獣人たちの輪に加わり、一緒に鍋を囲む。

　そして渡された皿に盛られたスープは琥珀こはく色に輝き、見るからに美味しそうだ。

　スプーンで一口飲む。

　なんと濃厚な味だろうか。

　それから肉の塊を食べる。これは牛肉だ。とろけるほど柔らかい。

「ぴー」

　ハクも地面に座り、自分の皿に口を付け、スープをゴクゴク飲む。

　とても満足そうな鳴き声だ。

　神獣も納得の味ということである。

「何という美味しさ。獣人の料理は凄い」

「大変素晴らしいですわ。ガザード家でここのお野菜を仕入れたいくらいですわ」

　アンナもシャーロットも笑顔でスープを飲む。

　この村に来るまでローラは、獣人と仲良くできるのかと若干不安だったが、まるで問題なかった。

　世の中、食べ物が美味しければ大抵の問題は解決してしまうのだ。

「ガザード家といえば、あの魔法使いの家系ですな。もし本気でオイセ村の野菜が欲しいなら、取引しますぞ。この村はたまに人間の商人がやって来ますからな。他ほかの獣人の里よりも柔軟なのです」

　長老はそう語ってから、ニンジンを口に入れる。

「それは素晴らしいですわ。では今度、実家に帰って父と母に相談してみますわ」

　いくら美味しいからといって、個人でこんな山奥から野菜を仕入れようとは、金持ちは発想が違う。

　シャーロットの実家はどのくらい大きいのだろう。

　ぜひ一度、遊びに行ってみたいものだ。

「ところで、学長先生はまだ洞窟ですか？」

「ふむ……そう言えば姿が見えませんな」

　呼びに行く必要は、ないだろう。

　むしろ邪魔をしてはいけない。

　大賢者と先代ハクが語り合うのは、きっとこれが最後だから。
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「ごちそうさまでした。とても美味おいしかったです！」

　スープを食べ終わったローラたちは、獣人たちに礼を言った。

　すると彼らは笑顔になり、「どういたしまして」と返ってくる。

「皆さん、今日はこれからどうするでありますか？　もうすっかり暗くなってしまったでありますが……泊まっていくなら、部屋を用意するでありますよ？」

「うーん……学長先生が帰ってこないし、泊まったほうがいい気がしますね」

「同感。お腹なか一杯で今から動きたくない」

「まあ、アンナさんったら、はしたないですわ。乙女おとめは腹八分目ですわよ」

「そういうシャーロットだって沢山食べてた」

「わ、わたくしはあれでも八分目なのですわ！」

「胃袋が凄すごく大きいってこと？」

「ぐぬ……！」

　シャーロットがアンナに言い負かされた、そのときである。

　ローラは、村の外からこちらを狙ねらう敵意を感知した。

　同時に、攻撃魔法がこちらに飛んでくる。

「皆さん、伏せてください！」

　叫んでみたものの、誰だれも反応してくれない。

　当然だ。

　今まで団欒だんらんしていたのに、急に危機感など持てるわけがない。

　ゆえにローラは皆を守るため、ドーム状の防御結界を張り巡らし、周囲一帯を取り囲んだ。

　その半透明の壁に、村の外から放たれた攻撃魔法が衝突する。

　激しい爆発が巻き起こり、森の木々が燃え上がる。

　だが、結界の内側には火ひの粉こ一つ通らなかった。

　とはいえ、音と光が獣人たちの恐怖を煽あおってしまう。

「な、何だ、今のは!?」


「村の外から攻撃……っ？」



「あんな威力の攻撃ができるモンスターはこの辺にいないぞ！」

「ハク様、お守りください……！」

「人間の仕業じゃねーのか？」

「そうだ、人間が怪しいぞ」

「昔みたいに俺おれたちを嬲なぶるつもりなんだろうッ！」

　たった一発の攻撃魔法で、混乱がどこまでも広がっていく。

　当然、ローラたちには獣人を攻撃する理由なんてない。

　なのに、獣人たちはこちらに疑惑の目を向けてくる。

　この村は、大賢者のおかげで人間とも交流があったはずだ。

　そして今の今まで、ローラたちと楽しく食事をしていたのだ。

　しかし、それでも。

　人間と獣人の間には、埋めがたい深い溝があるのだろう。

　いざ、こうしてパニックになれば、その溝が表面に現われる。

　ローラはどうしてよいか分からず、固まってしまった。

「皆の者、鎮しずまれ！」

　その混乱を切り裂くように、長老の一喝が響き渡る。

「ローラ殿はハク様が選んだ人間だ。そのローラ殿たちが、我々に攻撃するわけがないであろう。現にこうして結界で守ってくれたではないか。今の攻撃が人間の仕業だとしても、ローラ殿たちは無関係だ！」

　長老のおかげで、獣人たちは多少大人しくなった。

　しかし、攻撃してきた犯人を見つけないことには、誰も安心できないだろう。

「よし！　では私が森に入って、犯人を捜してきます。結界は私がいなくても一時間くらいは持つので大丈夫。というわけでミサキさん。ハクをしばらくお願いします」

「任されたであります。ささ、ハク様。こちらへどうぞ」

　ミサキは地面に座っていたハクへ腕を伸ばした。

　が、ハクはそれをスルリと避けて、ローラの太股ふとももに飛びついた。

「ぴ！」

「こら、ハク。遊びに行くんじゃないんですよ。ここで待っていてください」

「ぴぃ！」

　ダメだ。ハクは一向に離れようとしない。

「ローラさん。無理にハクを置いていかなくてもいいのでは？　ローラさんのそばなら、ある意味、世界一安全ですわ」

「私もそう思う。敵が誰だか知らないけど、学長先生以外なら楽勝」

「いやぁ、そんなことはないと思いますが……さっきの攻撃魔法から考えて、今回は楽勝でしょうねぇ」

　ローラは素直な感想を口にした。

　慢心まんしんするつもりはないが、森から攻撃してきた奴やつの力量は、ローラからすれば雑魚ざこである。

　少なくともエミリアよりも弱い。それどころかシャーロットでも勝てるだろう。

　よって相手が何人であろうと、苦戦すらありえない。

「では、わたくしたちもローラさんに同行しますわ」

「ローラのお父さんに習った剣術で敵を倒す」

　まあ、この二人がそう言い出すのは分かっていた。

　だからローラも止めたりはしない。

　団欒を邪魔された怨みを、三人で晴らすのだ。

「ぴー」

　三人と一匹で晴らすのだ！
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　灰色の夜は、魔法による先制攻撃で村をパニックに陥おちいらせるつもりだった。

　ところが、その魔法は防御結界によって防がれてしまった。

　おかげで逆に灰色の夜がパニックになっている。

「どういうことだ!?　まさか、中にいるギルドレア冒険者学園の生徒が結界を張ったのか……？」

　リーダーである斧おの使いは、予定外の事態に、引くべきか残るべきか判断を下せない。

「馬鹿ばかを言え。俺が見たのはガキだった。あれほど強力な結界を張れるかよ。獣人の中に魔法使いがいたか……あるいは他ほかにも誰かいたのか……」

　偵察係だった男は、自信なさげに語る。

　そして、この中で一番狼狽ろうばいしているのは、魔法を撃った者だった。

「呑気のんきに語っている場合か！　いいか、俺はこれでもＢランクの魔法使いだ。その俺の魔法を防いだんだぞ。あの結界の中にはＡランクの魔法使いがいるってことだ……ハクを盗むどころか、下手をすれば俺たち、返り討ちにあうぞ」

　Ａランク──その言葉を聞き、全員が青ざめる。

　冒険者ギルドが定めるランクは、ＳからＧまであった。

　Ｓランクは現在、大賢者唯一人であるから、実質的に最高ランクはＡとなる。

　そしてＡランクとＢランクの間には、大きな隔へだたりがあった。

　Ｂランクは、いわばベテラン冒険者。努力で到達できる領域だ。

　一方、Ａランクの冒険者は、あのドラゴンを単騎で倒せるような者である。

　もはや人外の領域であり、一部の天才だけがそこに辿たどり着ける。

　灰色の夜のメンバーでＢランクなのは、この魔法使いと、それからリーダーの斧使いだけだ。

　あとの四人は、Ｃランクで正道からドロップアウトした。

　この程度の戦力では、Ａランクの魔法使いと戦うなど、とても不可能。

　今のうちに諦あきらめて撤退するのが身のためだ。

「逃げようぜ。いくらなんでも、命は惜しい」

「おい、情けないことを言うな。ゴミクズみたいな俺たちだ。命を惜しんでどうする」

「だからって犬死にしても意味はないぜ」

　相手が自分より弱いときはこの上なく強気な彼らだが、相手がＡランクかもしれないと知った途端、逃げ腰になった。

　だから彼らは正道を行けなかったし、盗賊団などになってしまったのだ。

「待て。静かにしろ。結界から誰か出てきたぞ……」

　斧使いは静かに呟つぶやく。

　あの結界は強固だが、中から外に出る分には制約がないらしい。

　三人の少女が、まるで警戒心のない様子で出てきた。

「あいつらだ。俺が見た人間のガキってのはあの三人だ」

「なるほどな。確かに一人は冒険者学園の制服を着ている……奴は俺が殺すぞ」

「そんなことより、見ろ。一番小さいガキが、ハクの子供を抱いてるぞ」

　灰色の夜は興奮した。

　理由は分からないが、Ａランク魔法使いの姿はどこにもない。

　あの子供たちだけで結界の外に出てきたのだ。

　このチャンスを逃す手はない。

　襲いかかって、一気にハクを奪い取るべきだ。

「行くぞ！」

　斧使いは号令を出す。

　まず狙うべきはハクを抱いた少女。

　それが一番弱そうだというのが幸いだった。

　制服を着ている少女は巨大な剣を背負っており、ハッタリだとしても警戒が必要だ。

　金髪の少女は表情が自信に満ちていて、只者ただものではない雰囲気を放っている。

　しかし真ん中の一番小さい少女だけは、腰に剣を下げているものの、人畜じんちく無害むがいそうな顔をしている。

　一撃で殺してハクを奪い、残った二人もショックから立ち直る前に殺す。

　そのままＡランクが出てくる前に離脱だ。

　完璧かんぺきな計画。穴はないはず──。

「むむ？　悪者さんたちを発見です！」

　一番小さい少女がそう呟いた瞬間、灰色の夜は見えないハンマーで叩たたかれたように弾はじき飛ばされた。

「な、何だ今のは!?」

　全員、かろうじて受け身をとったが、全身に鈍い痛みが走っている。

　しかし受けたダメージよりも、何をされたのか分からないという不気味ぶきみさが問題だった。

　あの少女の仕業しわざなのか？

　いや、まさか。

　まだ十歳にもなっていないような子供が、無詠唱えいしようで大人六人を吹き飛ばすなど聞いたこともない。

「ちっ……結界の奥にいるＡランクがやったのか？　奇襲は失敗だ。逃げるぞ！」

「逃がすとお思いですの？」

　灰色の夜は踵きびすを返し、森の奥へ走ろうとした。

　が、それを阻むようにして、雷の精霊が立ちふさがった。しかもその数、十体である。

「挟まれたのか!?」

　どうやら、結界の奥にいる魔法使いは、予想しているよりも遥はるかに狡猾こうかつらしい。

　子供を囮おとりにしてこちらの油断を誘うなど、発想が悪党のそれだ。

　しかし、策士策に溺おぼれるという言葉もある。

　ハクを外に出したのは失敗だった。

　こちらがハクを人質にすることができれば、その時点で形勢逆転。

　向こうは何もできなくなるはずだ。

「ギルドレアの生徒！　お前は俺が斬る！」

　壮年そうねんの剣士が、大剣を持った少女に突っ込んでいった。

「……分かった。相手してあげる」

　互いの剣が激しくぶつかり、夜の闇やみに火花を散らせる。

　大人と子供の戦いだというのに、少女は一歩も引かなかった。

　それどころか、壮年剣士の斬撃をたくみに捌さばき、的確に反撃すらしているではないか。

「むっ！」

　壮年剣士はたまらず後ろに跳び下がる。

　すると大剣の少女はすかさず刺突をくり出した。

　それは閃光せんこうのように速く、そして重い。

　壮年剣士は辛かろうじて弾いたが、刃が欠けてしまった。

　その後もひたすら少女が攻め続け、壮年剣士は防戦一方である。

「アンナさんだけを目立たせるわけにはいきませんわ。さあ雷の精霊たち、やっておしまい！」

　金髪の少女の言葉に従い、雷の精霊たちが一斉に、灰色の夜に襲いかかってきた。

　だが、魔法使いならこちらにもいる。

　それもＢランクだ。雷の精霊が相手でも、十分に対応できる。

「ぬんっ！」

　こちらの魔法使いは地面に手を置き、魔力を流す。

　すると土が隆起して、雷の精霊の進行を止めてしまった。

「あらあら、やりますわね。しかし雷とは必ずしも真まっ直すぐ進むとは限りませんわ」

　土の壁の奥から、閃光せんこうが空に上がった。

　それは頭上で一つに固まり、そして灰色の夜へ向けて堕おちてきた。

　つまり、落雷だ。


「──ッ！」



　斧使いがそれを回避できたのは、たんなる勘だった。

　仮にもＢランクまで上り詰めた経験が、危険を察知して勝手に体を動かしたのだ。

　地面を転がって仲間から離れる。

　それでもわずかに痺しびれを感じたが、直撃からは程遠い。

　そして起き上がって顔を上げると、四人の仲間が感電して倒れていた。

　残っているのは自分と、壮年剣士だけ。

　だが、その壮年剣士もたった今、大剣の少女に敗やぶれた。

　剣を弾はじき飛ばされ、その直後、腹に強烈な蹴けりを入れられて悶絶もんぜつ。

　胃液を吐きながら倒れ、鬼オーガのような形相になった。

「なぜだ……学園の卒業生より俺は強くなったはずだ……なぜそこの生徒などに負けねばならない……！」

「……正直、弱かった。強化魔法を使わなくても楽勝だった」

　大剣の少女はそう呟いてから、もう一度、壮年剣士の腹を蹴って気絶させる。

　これで本当に、斧使いだけになってしまった。

「こうなったら、一か八かを狙うしかねぇ！」

　結界の奥にいるＡランクだけでなく、少女二人まで強いというのは完全に誤算だった。

　しかし、ハクを抱いている少女だけは弱いはず。弱くあってくれ。

　そう願いを込めて走り、斧を小さな少女に振り下ろす。

　この少女を殺してハクを奪い、人質にして逃走すれば、まだ逆転できるのだ。

　仲間を助けることはできないが、それがどうした。

　この際、自分一人が助かればそれでいい。

　むしろ、ハクを売った金を山分けせずに済む。

　そうだ、まだ何も終わっていない。

　この少女が死ねばそれで全てが解決する。

　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね──。

「アクビが出そうな攻撃ですねぇ」

　解決は、しなかった。

　なぜなら、目の前にいる小さな少女が、片手で斧を受け止めてしまったからだ。

　特に力を込めている様子もない。

　飛んできた洗濯物でも受け止めるようなノリで、こちらの渾身こんしんの一撃を二本の指で挟んで止めたのだ。

「しかし、斧って使ったことないです。ちょっと貸してください」

　小さな少女は指の力だけで、こちらから斧を取り上げた。

　斧使いは両手で握りしめていたのに、いとも容易たやすく奪われてしまった。

「うーん……剣とは重さのバランスが全然違います。使いにくそうです……えいっ！」

　そして少女は片手で斧を虚空こくうに振り下ろした。

　何かを叩いたわけではない。

　なのに爆音が鳴った。突風が巻き起こった。

　もはや斧を持っていない斧使いは、少女の一振りで吹き飛ばされ、尻餅しりもちをつく。

「やはり使いにくいですね。邪魔なのでしまっちゃいましょう」

　少女の手から斧が消える。

　暗闇くらやみのせいで見えなくなったのではなく、炎の魔法で溶かしたのでもない。

　初めからそんなものはなかったかのように、消えてしまったのだ。

「に……人間じゃねぇっ！」

「失敬な！　私は人間ですよ、普通の女の子です！　ねえハク」

「ぴー」

　少女の片腕に抱かれたハクは、こちらを見つめ、不意に大きく口を開き、炎を吐いた。

「うぉぉっ!?」

　体が小さいくせに、火力は抜群だった。

　火達磨ひだるまにされた斧使いは転がって火を消し、そして立ち上がって必死に走った。

　方向もろくに確認せず、ひたすら森を走った。

　あの三人の少女は何だったのだ？

　特にハクを抱いた少女は、まるっきり化物ではないか。

　あんなものが地上に存在しているというだけで恐ろしい。

　あれ以上の恐怖など、想像もできない。

　とにかく逃げよう。

　そして盗賊から足を洗おう。

　残りの人生、何をしていいか分からないが、大人しくしていよう。

　あの少女から逃げることができれば、やりなおせるはず。

「……ここは、洞窟？　親ハクがいるって場所か。しかしオーラをまるで感じねぇぞ」

　偵察係だった男は、洞窟の奥からハクの気配を感じたと言っていたのに。

　もしや、自分たちが戦っている間に死んでしまったのか。

　ならば、親ハクの死体の一部でも持ち帰ろう。

　ウロコを何枚か持っていくだけで、しばらく生活できる金になる。

「へへ……悪運が少しだけ残っていたみたいだな」

　斧使いは、暗い洞窟を手探りで進んでいく。

　明かりがないのは不便だが、あの少女たちに見つかる可能性が減るから、むしろ好都合といえる。
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　壁に手を当て、ゆっくり奥へと進んでいく。

　しかし、暗闇では足元が見えなくて不安だ。

　案の定、大きな石につまずいて転んでしまった。

「あらあら、大丈夫？」

　すると女性の声が聞こえ、冷たい手が斧使いの腕を取り、引き起こしてくれた。

「ああ……すまねぇ」

　反射的に礼を言ってしまったが、おかしい。

　こいつは誰だ。なぜここにいる。

　そして、この威圧感は何事だ。

　斧使いは反射的に拳こぶしを突き出した。

　目は見えないが、声が聞こえた方向へ、当てずっぽうで殴りかかる。

　だが、それは止められてしまった。

　そのまま握り潰つぶされた。


「ぐおおっ……！」



　ミシリと音を立て、指の骨が全て砕くだけた。

　次の瞬間、洞窟全体が明るくなり、自分の拳の惨状が目に飛び込んできた。

　皮膚を突き破って、骨が飛び出している。

　これはもう、もとに戻らないかもしれない。

「テメェ……何しやがるッ！」

「あなたこそ、こんなところで何をしているの？　神獣ハクの御前ごぜんよ。静かになさいよ」

　斧使いが吐き捨てた言葉に対し、冷水のような声が返ってきた。

　その声の主は、銀髪ぎんぱつの女性だった。

　年齢は二十歳前後。

　文句なしに美人の部類で、町で見かけたら間違いなく声をかける。

　しかし斧使いはそれ以上、声を出せなかった。

　別に口を塞ふさがれたわけではない。

　金縛りにあったかのように、体が動かないのだ。

　魔法？　いや、単純に、恐怖のせい。

「だ……」

　やっと唾つばを飲み込み、かろうじて口だけを動かす。

「大、賢者……ッ!?」

　百三十年前にハクとともに魔神を倒した英雄。

　生きる伝説カルロッテ・ギルドレアが眼前にいるのだ。

　無論、斧使いが彼女を直じかに見るのはこれが初めてである。

　だが、伝え聞いた風貌と一致しているし、何より、こんな化物じみた気配を放つ存在が大賢者でなければ何だというのだ。

「随分と騒がしかったわね。全部聞こえてたわよ。神獣を捕まえて売ろうなんて、身の程知らずにも程があるでしょ。小物なら小物らしく小さい獲物を相手にしていればいいのに、図に乗ってこんな場所に来るから私と出会ったりするのよ。けど、悪運が強いのね。ハクが死んでから来たんだから。そこは褒めてあげるわ。空気が読めてるわよ。これでもし、あと五分早く来て、私とハクの時間を邪魔していたら……今頃いまごろミンチよ、あなた」

　そう言って、大賢者は横たわるハクの頭を撫なで上げた。

　ハクはもう動かない。

　卵を産んだ以上、こうなるのは確定していた。

　別に灰色の夜が殺したのではない。

　しかしそれでも、神獣の最後の刻を穢けがすということの意味を、斧使いは全身で味わっていた。

　大賢者の瞳ひとみが、怒りに燃えている。

　その炎が自分に燃え移ってくるような錯覚を感じる。

　息が苦しい。

　実際には何もされていないのに、痛くて痛くて仕方がない。

「安心なさい。この場所を汚したくないから、命だけは助けてあげる」

　大賢者が呟くと、斧使いの体が沈み始めた。

「っ!?」

　地面に穴が開いたのか。

　いや、違う。

　上手うまく説明できないが、地面というより、空間そのものに穴が開いたような印象。

　そうだ。さっき少女が斧を消したときも、こんな感じだった。

「この……化物どもが！」

　あまりの恐怖に、あまりの隔絶に、斧使いは逆に開き直って叫んだ。

「お前らのような化物が人間に混ざっているから、俺らは正道を行けないんだ！　化物は化物だけで生きてろよ、なんで俺らと同じ土俵にいるんだよ、ぶざけんなよっ！」

　自分たちが活躍できなかったのは、自分より才能ある者がいるから。

　つまりはそういう話であり、それが恥知らずな主張だと分かる程度の分別は持っている。
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　なのに、言わずにはいられなかった。

　自分に才能があったらいいのに。そう思って何が悪い。才能ある者には、持たざる者の気持ちは分からないだろう。

「そんなことを言われたって、同じ世界に生まれたんだから仕方ないじゃない。それにしてもまあ、随分と情けないわね。いつどこで挫折を味わったのか知らないし、挫折を知らない私にはあなたの気持ちなんて分からないけど。シャーロットちゃんやアンナちゃんに比べたら、あなたは駄々だだをこねているだけね。絶望的な差を知っても絶望しない人は、ちゃんといる。甘えないで」

　大賢者の嘲笑あざわらうような言葉を聞きながら、斧使いの体は穴に飲み込まれていった。

　甘えないで、と言われたところで怒りしか湧わいてこない。

　絶望的な差を知っても絶望しない？

　そんな奴は結局のところ、強いということじゃないか。

「テメェらには、弱い奴の気持ちなんて一生分からねぇだろうな……！」

「そうね。けど、それを言うなら、〝蟻あり〟を踏みつぶさないように気を使っている私の気持ちだって、あなたには分からないでしょ？」

　蟻。

　大賢者はそう言い切った。

　まさかそこまでハッキリと見下されるとは思ってもいなかった。

　ああ、なるほど分からない。分かるわけがない。

　生物としての種が違う。

　少なくともこの大賢者は、生まれてからただの一度も、一般人の目線に立ったことがないのだろう。

　目線を合わせたくても、きっと無理なのだ。

　だからせめて、踏みつぶさないように気を使っている。

　そんな私の気持ちが分かるか──と、大賢者は問いかけてきた。

「くそったれが」

　それが斧使いの返答だ。

「あらそう。ま、いいけど。ハクがいなくなっても、私にはローラちゃんがいるしね」

　そして斧使いは完全に闇に取り込まれた。
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　斧使いに逃亡されても、ローラたちは慌あわてることなくゆっくりと追いかけた。

　なぜなら、斧使いが向かった方向は、先代ハクがいる洞窟。

　つまり大賢者が待ち受ける場所だったからだ。

「学長先生。ここに誰か来ませんでしたか？」

　洞窟の中は魔法で明るくなっている。

　横たわる先代ハクと大賢者の姿だけが照らし出され、さっき逃げた斧使いはいなかった。

「来たわよ。邪魔だから次元倉庫に閉じ込めておいたわ」

「おお、流石さすがは学長先生。次元倉庫にはそういう使い方があるんですね。参考になります！」

「あなたたちこそ、盗賊を五人もやっつけて凄いじゃない。シャーロットちゃんとアンナちゃんも大活躍だったわね」

「あれ？　学長先生、見てたんですか？」

「その気になれば、見なくても周りの様子が分かるのよ」

「ほへぇ……凄いですねぇ」

　ローラは素直に感心して呟く。

　今のところ、大賢者には逆立ちしても勝てる気がしない。

　こうして身近に強い大人がいるから、ローラは天狗てんぐにならずに済んでいる。

　もし大賢者がいなければ……いや、この仮定は無意味だ。

　入学初日、大賢者が保健室で話しかけてこなければ、魔法使いになることはなかったであろうから。

　しかし憧あこがれてばかりいては成長しないので、いつか必ず追いついてみせる。

　そして戦って勝つのだ。

「わ、わたくしだって、集中すれば目を閉じても周囲の様子を感じ取ることが……」

　シャーロットは悔しそうにブツブツ言っている。

　どうやらローラとは違い『いつか』ではなく『すぐ』追いつきたいらしい。

　実に彼女らしい贅沢ぜいたくだ。

　そのはち切れんばかりの向上心が、シャーロット・ガザードという少女を形成しているのだ。

「眠くなってきた。早く寝たい」

　そしてアンナはマイペースなことを言う。

　大賢者の強さに対し、思うところがないようだ。

　とはいえ、彼女の向上心が足りないということにはならない。

　アンナの場合は、『誰か』より『今の自分』より強くなることが大切なのだ。

　まだ数ヶ月の付き合いだが、ローラはそのことが分かり始めてきた。

「ところで学長先生。先代ハクがさっきから動かないんですけど、寝ちゃったんですか？」

「……そうね。ついさっき眠りについたわ。もう起きないの」

　大賢者は眠る先代ハクの鼻先を優しく撫で上げた。

　そのとき、彼女の表情が影になって、ローラからはよく見えなかった。

「え、もう起きないって……もしかして……」

「そう。洞窟に入ってくるとき分からなかった？　神獣のオーラがなかったでしょ。最期さいごを看取みとれてよかったわ」

　最期。

　ああ、こうなることは分かっていた。

　だがローラにとって、言葉を交わした者が死ぬという経験は初めてだった。

　ついさっきローラは、この先代ハクから子を託されたのだ。

　しっかりと会話をしたのだ。

　なのに、彼はもう喋しやべらない。

　死ぬということはとても悲しいことなのだと、ローラは実感として知った。

「学長先生……大丈夫ですか？」

　そして大賢者の悲しみは、ローラの比ではないだろう。

　百三十年前からの友人の死。

　何も思わないわけがない。

　ローラなど、シャーロットやアンナが死ぬところを想像するだけで泣きそうになるのだ。

　大賢者だって、泣きたいはずだ。

「大丈夫よ。この歳としになるとね、友達との別れなんて慣れっこだから」

「そう、ですか……」

　本当に？　三百年近くも生きると、本当にそうなるのか？

　それは慣れてもいいものなのか？

「ぴぃぃ」

　ローラがうつむくと、腕に抱いていたハクが悲しげに鳴いた。

　周りの雰囲気を察して、ハクまで気持ちが落ち込んだのかもしれない──と、ローラは最初そう思った。

　しかし、違った。

　ハクは腕から飛び出し、パタパタと羽ばたいて、先代ハクの額に抱きついたのだ。


「ぴぃ……ぴぃぃ……」



　鳴いて──いや、泣いている。

「ハク……あなた、それが自分の親だって、分かっていたんですか？」

「ぴー……」

　言葉が分からない。だから真偽も分からない。

　けれどハクは確かに、自分の親にすがりついて泣いているのだ。

「……死んだとき、自分の子供に泣いてもらえるなんて、幸せ者じゃないの……」

　大賢者は呟いて、先代ハクの頭を腕で包み込んだ。

　そのとき、彼女の頰ほおに一滴の涙が伝わって落ちるのを、ローラは確かに見た。

「シャーロットさん、アンナさん。私たちは少し、外しましょう」

　ローラが小声で呟くと、二人とも頷うなずいた。そして静かに洞窟を出る。

　いつの間にか小雨こさめが降っていた。
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　先代ハクの死は、オイセ村の獣人全員を悲しませた。

　その魂を天界に送るため、早朝、巫女みこであるミサキが洞窟の前で神楽かぐらを踊った。

　また火をたいて、天高く煙を立ち上らせる。

　そして遺体は、手分けして土に埋められるという。

　煙とともに先代ハクの魂は天界に行き、肉体は大地と一つになるのだ。

「ロラえもん殿たちにはお世話になったであります。先代様は私たちで埋葬するであります。新しいハク様のことをよろしくであります」

　そして一行は王都に帰還する。

　ローラたち三人は、寮に帰ってハクと一緒に風呂ふろに入り、部屋で休むことにした。

　ただ獣人たちと話し合いをするだけの予定だったのに、思ったよりも色々なことが起きて精神的に疲れたのだ。

　大賢者はあの六人の盗賊を次元倉庫に入れ、衛兵のところに持って行くと言っていた。

　それにかんしては、一任してしまって問題ないだろう。

　もともと盗賊なんて、ローラの眼中にない。

　先代ハクと小さいハクの周りを飛んでいた、羽虫のようなものだ。

　重要なのは、残りの夏休みを遊び尽くすことである。

　他にも何かあったような気もするが、思い出せないということは、さほど重要ではないのだろう。




　次の日。

　三人と一匹でくっついて寝ていると、早朝に扉がドンドンドンと激しくノックされた。

「何ですの、こんな時間から……」

　シャーロットは文句を言いながら起き上がる。抱っこされていたローラも一緒に起き上がることになった。

　寝ていたいのに無理矢理抱き起こされ、その上、激しくノックされては安眠など夢のまた夢だ。

「ぴー……」

　布団ふとんの上で丸まっていたハクも嫌そうに顔を上げる。

　だが、アンナだけは熟睡したままだった。

　尊敬に値する。

　それにしても、本当に誰がノックしているのだろう。

　壁掛け時計を見れば、針は六時を指している。

　ローラたちが激しく寝過ごし、そして太陽と月が酔っ払ったのでなければ、今は朝の六時だ。

「文句を言ってやりますわ……！」

　シャーロットは兎うさぎの着ぐるみパジャマ姿のまま、扉を開いた。

「ちょっと、何時だと思っていますの……って、ミサキさん!?」

　扉の向こうにいたのは、獣人の巫女、ミサキだった。

「おお、シャーロット殿。可愛かわいらしい兎姿でありますな！」

　そう言ってミサキはシャーロットに抱きつき、床に押し倒す。

「な、何ですの、いきなり！　くすぐったいですわ！」

　シャーロットはじたばたもがくが、ミサキは放さない。

　兎と狐がじゃれあっている姿はとても微笑ほほえましい。

　が、朝早くから近所迷惑だ。

　夏休みも終わりに近づき、実家に帰っていた生徒たちも戻りつつある。

　力尽くでも止めなければ。

「ミサキさん、覚悟！」

　ローラはミサキに飛びかかり……その尻尾しつぽをモフモフした。

「ひゃああ！　くすぐったいであります！」

　ミサキの弱点は尻尾である。ここを攻撃すると、彼女はすぐに悶絶してしまう。

　相手の弱点を突くのは卑怯ひきようかもしれないが、シャーロットを救うためには仕方がない。

　決してモフモフしたかっただけではないのだ。

「ううむ、シャーロット殿のパジャマが可愛すぎて我を見失ったであります。しかし、見ればロラえもん殿もアンナ殿も可愛いですな！　私を誘惑して何のつもりでありますか？」

「誘惑なんてしてませんよ。ミサキさんこそ、どうしてここに？　しかも朝早くから」

「早いでありますか？　獣人的には普通の時間でありますが……私がここにいるのは、私が巫女だからであります！」

　はて？

　巫女であるということが、なぜローラたちの安眠を妨害する正当な理由になるのだろう。

　意味が分からずローラとシャーロットは顔を見合わせる。

　人間と獣人の文化の違いというやつかもしれない。

「不思議そうな顔をしないで欲しいであります。巫女は神様のために神楽を踊ったり祈禱きとうしたりするであります。そしてオイセ村で祭っていた神獣ハク様はここにいるであります。というわけで、私は王都に派遣され、ハク様のお側にいることになったであります。これは村の決定であります！」

「おお、するといつでも遊べますね！　王都のどこに住むんですか？」

「この寮の空き部屋であります。大賢者殿の許可は既にもらっているであります！」

　なんと。

　流石さすがは大賢者だ。動きが早い。

「というわけで皆さん、よろしくであります。ハク様は私などに興味ないかもしれませんが、おそばに置いて欲しいであります」

　ミサキは布団の上にいるハクへ向かっておじぎをする。

「ぴー」

　するとハクは飛び上がり、ミサキの頭の上に乗っかった。

　ミサキはとびきりの笑顔になる。

　まるで部屋にひまわりが咲いたような気分になるほどの笑顔だった。

「ハ、ハク様に認められたであります！　巫女として本懐であります！」

「ぴぃ」

　ハクは前脚でミサキの頭皮をムニムニと弄いじっている。

　それが何を意味する行動なのかは不明だが、少なくともハクはミサキを気に入ったらしい。

　仲が良いのは素晴らしいことだ。
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　お近づきのしるしにと、ローラたちはミサキを学園の食堂に連れて行き、皆でイチゴパフェを食べることにした。

　この食堂のイチゴパフェは絶品なのだ。

　オムレツだって美味おいしい。それ以外のメニューも悪くない。

「おお、これが噂うわさに聞くパフェというものでありますか。何という美味！　舌の上でとろけるであります！」

「ぴー」

　ミサキとハクはイチゴパフェを食べ、幸せの絶頂のような顔になった。

　この食堂のメニューは全て無料なので、無料の幸せである。

　安上がりで実によい。

「それにしても……ハク様、前脚でスプーンを使うとは器用であります。凄すごいであります」

「本当ですね。一体いつの間にこんな技を覚えたのでしょう？」

「ぴ！」

　ハクはドヤ顔だった。

　しかし本当に凄いのだから誇るのも無理はない。

　後ろ脚だけでテーブルの上に立ち、片方の前脚でスプーンを持ち、もう片方でパフェの容器を押さえる。

　こんな器用な真似まねをする動物を見たのは初めてだ。

「それはそうと、アンナさんはいつになったら目を覚ますんですかね？」

　ミサキが扉をノックしても、そのあと騒いでも、アンナはまるで目を覚さまさなかった。

　だが一人部屋に残して行くのも可哀想かわいそうなので、背負ってここまで連れてきた。

　しかし未いまだに眠っている。椅子いすに座って鼻提灯ちようちんを膨らませている。

「アンナさんがマイペースなのはいつものことですわ」

「それはそうですけど……」

「すやぁ」

　ローラたちは私服に着替え、こうしてイチゴパフェを食べているのに、アンナだけは着ぐるみパジャマのままで夢の世界。

　ちゃんと起きて皆で遊んだほうが楽しいに決まっている──と言いたいところだが、アンナの寝顔があまりにも幸せそうだったので、ローラは考えを改めた。

　起きたくなったら、勝手に起きるだろう。きっと。

「あ、みーつけた。全員そろってるわね」

　イチゴパフェを食べ終わった頃ころ、大賢者が食堂にやって来た。

「学長先生。ミサキさんが来るなら先にそう言ってくださいよ。びっくりしたじゃないですか」

「ぴー」

「あら、ごめんなさい。でも、私だって朝の五時に叩たたき起こされたのよ。ミサキがいきなり家まで来て、『大賢者殿、今日から王都に住むことになったでありますー』って。獣人って朝早いし、やることが唐突だし、困っちゃうわ」

　すると大賢者もローラたちとさほど変わらない立場なわけか。

　それなら仕方がない。

「面目ないであります。次からは気をつけるであります」

　ミサキはさほど悪びれていない様子だ。

　どうやら獣人にとって、早朝に叩き起こすというのは悪行ではないらしい。

　早く人間社会の掟おきてを学んで欲しいものだ。

　次に朝早く騒いだら、モフモフの刑に処す。

「それはそれとして。昨日、衛兵にあの盗賊たちを突き出したんだけど。あいつら、あれでも有名な盗賊団だったんですって。何だっけ……灰色はいいろの夜、だったかしら？」

「灰色の夜ですか……知りませんねぇ」

「まあ、盗賊団なんてどうでもいいんだけど。突きだしたついでに女王陛下のところに遊びに行って、神獣ハクを学園で預かることになったのを報告したら、ぜひハクとローラちゃんたちに会いたいって言われちゃって。というわけで、あとで女王陛下が学園に来るらしいから」

「へえ、そうなんですか……」

　ローラは何気なく返事をした。

　が、大賢者の言葉の意味を改めて嚙かみ締め、理解し、悲鳴を上げた。

「女王陛下が私たちに会いに学園にっ？　今日ですかッ!?」

「そう。今日」

　大賢者はあっけらかんと答える。

　しかし、これは大ごとだ。

　なにせ女王陛下といえばこの国で一番偉い人だ。

　偉い人がわざわざ自分如ごときに会いに来てくれるというのに、ローラは普通の服しか持っていない。

「こ、こんな庶民丸出しの服で女王陛下に会うなんて恥ずかしいですよ！」

「じゃあ制服を着たらいいじゃない。ギルドレア冒険者学園の制服なら、どこに出ても恥ずかしくないわよ」

「なるほど……確かに制服なら礼服の代わりになりますね……じゃあアンナさんは？　着ぐるみパジャマのまま寝てますけど……勝手に着替えさせるんですか？」

「うーん……着ぐるみパジャマのままでいいんじゃない？　可愛かわいいし」

「よくないですよ！　アンナさん、起きてください。女王陛下が来るらしいですよ！」

「むにゃむにゃ……」

　ゆすってもアンナはなかなか起きてくれない。

　しかしハクがその爪つめで鼻提灯に触れると、パーンッと盛大な音とともに割れ、アンナは目を開いた。

「……爆発？」

「いえ。アンナさんの鼻提灯が割れた音です！」

「なるほど。よくあること」

　よくあることなのか。

　最近アンナのことが分かってきたと自負していたローラだが、また謎なぞが深まってしまった。





※






　ローラは先程から応接室のソファーに座ってソワソワしていた。

　なにせ相手は女王陛下である。

　大賢者よりも偉いのである。

　緊張して当然であろう。

　しかし、どういうわけか、ソワソワしているのはローラだけだった。

　床ででんぐり返しをして遊んでいるハクはいい。彼は神獣だ。神様だ。ある意味、女王陛下よりも格上である。

　だがシャーロット、アンナ、ミサキは少々リラックスし過ぎではないか。

　特にアンナは制服に着替えたものの、まだ夢うつつな顔だ。

　寝ぼけて粗相そそうしなければいいのだが。

「……シャーロットさんはどうしてドヤ顔なんですか？」

「ふふふ……わたくし、ガザード家の娘として、女王陛下の誕生日パーティーに出席したことがあるのですわ。そのときしっかり会話もさせて頂きました。いわば女王陛下とは友人同士なのですわ！」

「はあ……」

　一度会話をしただけで友人というのも厚かましい話だ。

　有名人との繫つながりをアピールしたいのだろう。

　十四歳とはそういう年頃だと聞いたことがある。

「ミサキさんも緊張するなり恐縮するなりしましょうよ……」

「なぜでありますか？　私は獣人であります。人間の女王に敬意は払いますが、恐縮する理由がないでありますよ」

「なるほど……そういう考え方もありますか……」

　そもそも生物として種が違うから、身分の差を気にしなくてもいいという理屈だ。

　その上で敬意は払うと言っているのだから、妥当な対応かもしれない。

　むしろローラもそのくらいの気持ちで行くべきといえる。

　ちゃんと敬っていれば、卑屈になる必要はない。

「分かりました。私もミサキさんを見習って、堂々としていましょう」

「それでこそロラえもん殿であります。ハク様が選んだだけあるであります」

　そう言ってミサキはハクを持ち上げ、ローラの太股の上に乗せた。

「ぴー」

「そうです。私は神獣に選ばれたんです。女王陛下、ドンと来いです！」

　ローラは自分の胸をドンと叩いた。

　その瞬間、応接室の扉がドンと開いた。

「待たせたな。妾わらわがこの国の女王、エメリーン・グレタ・ファルレオンである。今日は急な訪問にもかかわらず、妾のために時間を割いてくれて礼を言うぞ」

　入ってきたのは、幼い少女だった。

「……？」

　ローラたちは首を傾かしげる。

　なにせ女王陛下の年齢は、確か二十代半ばだったはずだ。

　しかし今、目の前にいる彼女は、どう見ても十歳くらいである。

　なるほど。そのドレスは女王陛下が着るに相応ふさわしい豪華絢爛けんらんなものだ。

　声の張りも立ち居振る舞いも優雅。

　王族だと言われても納得だ。

　とはいえ、女王陛下というのは、ちょっと信じがたい。

「はぁい、私も来たわよー」

　自称女王に続いて、大賢者も現われた。

　気の利きいたことに、全員分のティーカップとお菓子が盛られたお盆を持っている。

　そしてなぜかメイド服を着ていた。

「女王陛下がいらしたんだもの。おもてなしの心を服装で示してみたわ」

　そう言って大賢者はくるりと周り、メイド服のスカートを広げる。

　だが、自称女王のお気に召さなかったようだ。

「何がおもてなしの心じゃ！　妾をこんな姿にしておいて……早く元の姿に戻すのじゃ！」

　自称女王はぷくーと頰ほおを膨らまし、上目遣うわめづかいで大賢者を睨にらみ付ける。

　それが大変可愛らしかったので、ローラはつい抱きつきそうになった。

　大賢者の口ぶりからして、この少女が女王陛下なのはほぼ確定だ。

　そんなお方に、可愛いからといって抱きつくのは不敬の極みだ。

「もしかして……学長先生の魔法で陛下は小さくなってしまったんですか？」

　そう質問すると、女王陛下は我が意を得たりという顔でローラを見つめた。

「そなたの言うとおりじゃ！　先日この学園のトーナメントで、王都全土に被害が出そうな戦いがあったじゃろ。その件で抗議したらな、この大賢者め。妾に魔法をかけて、こんな姿にしおったのじゃ！　いい加減、元に戻せ！」

「一年くらいしたら効果が切れて元に戻るから急ぐ必要ないわよ。それに、可愛いからいいじゃない」

　そうだ、女王陛下はとても可愛い。
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　ローラはつい大賢者の言葉に頷うなずいてしまった。

　するとシャーロットとアンナとミサキも一緒に頷いた。

　満場一致である。

　国民の総意だ。

　このままでいてもらおう。

「いいわけがあるか！　公務に差し支えるぞ！」

　それからしばらく女王陛下と大賢者はぎゃーぎゃーじゃれ合っていた。

　そして数分後、女王陛下の気が済んだらしく、大人しくソファーに腰を下ろした。

　大賢者はテーブルにお盆を降ろし、それから女王陛下の隣に座って抱きしめたり頭をなでたりする。

　羨うらやましい。

「鬱陶うつとうしいなぁ……まぁよい。大賢者はこういう奴やつじゃ。天災か何かだと思って通り過ぎるのを待つより他ほかにない。本題に入ろう。あの盗賊団『灰色の夜』を捕らえたのは、そなたたち三人だと聞いた。ローラ・エドモンズ、シャーロット・ガザード、アンナ・アーネット。被害者たちに代わって礼を言う。奴らは盗みだけでなく、人殺しも躊躇ちゆうちよせずやっていたからな。騎士団にも捜査させていたのじゃが……そなたらのおかげで本当に助かった」

　女王陛下は大賢者の腕を振り払い、そして頭を下げた。

　やんごとなき身分のお方にそんなことをされ、ローラたちも慌あわててペコペコ頭を下げる。

「こちらこそ、そんな、もったいないお言葉を……」

　九年分の人生経験しかないローラは、女王陛下を前にして何を言っていいのかわからず、パニックになる。

　むしろ、九年だろうが九十年だろうが、普通の人間は女王陛下に頭を下げられるなんて経験はしないだろう。

　ローラがパニくっているのは、仕方のないことなのだ。

「陛下。わたくしたちのような者にも真摯しんしな対応をしてくださり、ありがとうございます。一生の思い出ですわ」

「そなたたちの功績を考えれば、当然のことじゃ。妾にできるのはこのくらいだしな。まあ、連中には懸賞金がかかっていたから、あとで報酬が支払われるはずじゃ。ええっと、確か……」

　その金額は、一年くらい遊んで暮らせそうな金額だった。

　山分けしたとしても大金である。

「あ、私はいらないからローラちゃんたちで三等分してねー」

　大賢者はクッキーを食べながら言う。

「え、いいんですか？」

「いいの、いいの。私、お金持ちだから」

　そう語る大賢者からは、まるでお金持ちのオーラが感じられなかった。

　もっとも、生きる伝説とまで言われた人だからお金持ちでも不思議でない。

「実家の資産では負けませんわ！」

　お約束のようにシャーロットが対抗心を燃やし、身を乗り出した。

　そこからお金持ち自慢対決が始まる。

「ガザード家では石炭の鉱山を持っていますわ！」

「私は鉄鉱山と金鉱山を持ってるわよ？」

「ぐぬ……ガザード家はプライベートビーチを持っていますわ！」

「私は無人島を一つまるごと持ってるけど？」

「ほげぇ……」

　シャーロットは敗北を悟ったらしく、白目を剝むいてソファーに腰を落とす。

　そんな金持ち自慢の横で、アンナが押し黙り、口をへの字に曲げていた。

　どうやら本気で腹を立てているらしい。

　やはりアンナの家は貧乏びんぼうなのだろうか。

　聞きにくい話題だが、気になってしまう。

「そなたらの資産など興味ないぞ。そんなことよりも、獣人の少女よ。名はミサキだったか？　王都へようこそ。実は以前から獣人の里を尋ねてみたいと思っていたのじゃが、なかなか機会がなく、今に到ってしまった。かつて人間が獣人に行なった数々の蛮行、いくら謝罪しても足りぬほどじゃが……人間を代表して謝りたい」

「顔を上げて欲しいであります、女王陛下。そんなの私たちが生まれる前の話であります。言い出したらキリがないでありますよ」

「そうか……しかし、妾は謝っておきたかったのじゃ。いやぁ、これでサッパリした。獣人に頭を下げているところを誰だれかに見られたら問題じゃが、ここにはそなたらしかおらぬからな。お供の連中を玄関に置いてきて正解じゃった」

　顔を上げた女王陛下は、気さくな印象の笑みを浮かべてきた。

　それだけを切り取って見ると、普通の少女としか思えない。

　女王陛下がこんなに話しやすい人だと知っていたら、ローラは無駄に緊張せずに済んだのに。

「ところで、ローラの膝ひざに座っているのが神獣ハクか？」

「ぴ？」

　女王陛下に呼ばれたハクは、目線を上げる。


　ハクは、じぃぃぃっと値踏みするように見つめてから、興味を失い、ローラの太股に顔を埋めた。



「あ、こら。陛下に対して失礼ですよハク」

「よいよい。相手は神獣。人の道理で縛るなど、おこがましい」

「ほほう。女王陛下は話が分かるでありますなぁ。やはり獣人と人間はもっと仲良くなれるであります」

「うむ。妾もそう願っているぞ」

　人間の盗賊団がハクを誘拐しようとしたのは、実に恥ずべきことだ。

　同じ人間として忸怩じくじたる思いがある。

　しかし、獣人たちにはそれを気にする様子がなかった。

　あれはあくまで盗賊団がやったことで、人間という種そのものに対しては、思うところがないらしい。

　もっともオイセ村は、大賢者のせいで良くも悪くも特殊な例になっている。

　とはいえ、こうして人間と獣人は普通に話し合うことができるのだ。

　いつかきっと、同じ町で暮らす日が来るかもしれない。

「さて。そなたらへの礼と、神獣ハクへの挨拶あいさつが終わったところで……大賢者よ。いい加減、妾を元の姿に戻すがよい！」

「あら、またその話？　気が向いたらねー」

　大賢者は女王陛下を相手にしても、自分のわがままを貫き通していた。

　この国のパワーバランスが、この応接室にそのまま現われているかのようだ。

　何気ない光景に見えて、ローラたちは恐ろしいものを目撃しているのかもしれない。

「くっ……そなたにはもう頼まんぞ！　そこでローラたちよ。そなたら、大変優秀な生徒らしいではないか。いや、灰色の夜を捕まえたり、ハクに選ばれたという実績だけでもそれはよく分かる。そこで、だ。この大賢者のたわけた魔法を解く方法を見つけてくれぬか？　もちろん報酬は払う。灰色の夜にかけられた懸賞金の十倍を出そうじゃないか」

「十倍!?」

　それを聞いて、今まで黙っていたアンナが急に大声を出した。

　だが、大賢者は怪訝けげんな顔をする。

「ちょっと陛下。子供をお金で釣らないでちょうだい。それに、あんまり大金を持たせるのは教育に悪いわ」

「む、大賢者のくせに正論を言いおって。では倍だ！」

「倍……それでも大金。ローラ、シャーロット。頑張って陛下を元の姿にしよう」

　アンナはいつになく強い口調で迫ってくる。

　よっぽどお金に困っているのか。

　それとも単純に欲しいものでもあるのか。

　今度、真剣に探りを入れてみよう。

「いやぁ……学長先生の魔法ですからねぇ……解くのは難しいんじゃないですか？」

「あらローラさん。何事も挑戦ですわ。それに若返る魔法を解析すれば、ローラさんをいつまでも、その抱き枕まくらに最適な姿で保存する方法を見つけることができるかもしれませんわ」

「そんな方法、見つけなくていいです！　私はちゃんと大きくなります！」

　一体全体、シャーロットはローラをどうしたいのだ。

　本気で一生、抱き枕にするつもりなのか。

「シャーロットちゃん、それなら大丈夫。ローラちゃんには既に、成長を止める魔法をかけておいたから」

「ええ!?」

「ふふ、冗談に決まってるでしょ」

　大賢者は笑う。とても怪しい笑みだった。

　本当に冗談だったのか？

　今は冗談だとしても、将来的にはどうなるか分からない。

　この人は、やろうと思えばローラの成長を止めることができるのだ。

　現に女王陛下は子供の姿にされてしまった。

　いや、それ以前に。大賢者は自身の老化を止め、若さを保っているではないか。

　大賢者にとって老化や成長など、いくらでも操あやつれるものなのだ。

　これは早急に対応策を練らなければ。

「分かりました……陛下にかけられた魔法、私たちが何とかして見せましょう！」

　自己防衛のための研究と、お小遣こづかい稼ぎで一石二鳥だ──。

　なんてことをローラが企たくらんでいると、応接室の扉が開き、エミリアがやってきた。

「ああ、やっと見つけた。あなたたち、ちゃんと夏休みの宿題やってるの？　遊んでちゃダメよ」

「ふぇ？　学長先生は二週間待ってくれるって……」

　オイセ村に向かう前、大賢者は確かに約束したのだ。

　夏休みの宿題を二週間待つようエミリアに伝える、と。

「……学長。私、そんな話、聞いていませんけど？」

「ああ、ごめんごめん。エミリアに伝えるの忘れてたわ。というわけで待ってあげてね。この子たち、神獣の一件で忙しかったから」

「……それにしても二週間は甘やかしすぎです。一週間だけなら待ちましょう」

　エミリアは無慈悲なことを言い出す。

「ちょ、エミリア先生！　一週間はあんまりです！　今からやらないと間に合いません！」

「やればいいでしょ！」

　ド正論で返された。これは言い返せない。困った。

「わたくしは楽勝ですわ」

　シャーロットは澄まし顔だ。これだから秀才は困る。羨うらやましい。

「私は剣士学科だからエミリア先生が何と言おうと関係ない」

　そしてアンナもまた余裕の表情だった。

　酷ひどい。仲間だと信じていたのに。裏切り者め。

「アンナさん。油断していちゃダメよ。剣士学科の先生は私より厳しいんだから。もしかしたら一週間も待たないかも」

　エミリアがそう言った瞬間、アンナの顔が冷や汗で覆われた。

「ま、まさか、そんな……夏休みは今日を入れてあと三日しか……」

「真面目まじめに頑張りなさい。ところで……この小さい子、誰？」

　エミリアは女王陛下を見つめて呟つぶやく。

「エメリーン・グレタ・ファルレオン女王陛下よ」

　大賢者は淡々と答える。

　するとエミリアは数回瞬きし、それから笑い出した。

「もう嫌ですね。学長にしてはセンスのないジョークですよ。どこかの貴族の娘さんですか？　あんまり学内に部外者入れないでくださいよ」

　なんて言い残し、エミリアは応接室を出て行った。

　エミリアの姿が消えたあと、女王陛下は唇を尖とがらせて不満を述べる。

「な、今の聞いたか？　妾が女王だとなかなか信じてもらえないんだ。本当に不便なんだ。だから、そなたら。頼むぞ」

　確かに、これでは公務に支障が出るだろう。

　ローラとしても助けてあげたい。ついさっきまでは助けるつもりでいた。

　だが、しかし。

「あの……私たちは夏休みの宿題をやらなきゃいけないので……魔法を解く方法は、そのあとということで……」

「なっ!?　そなたら、女王の願いと夏休みの宿題、どちらが大切なのじゃ！」

　女王陛下は絶叫するように問いかけてきた。

　それに対して、ローラたち三人は同時に答える。

「「「宿題です！」」」











書き下ろし外伝　大浴場の日常









　明日から二学期ということで、旅行や実家に行っていた生徒たちが学生寮に帰ってきた。

　彼女らは夏休みの終わりを嘆なげきつつ、二学期はどんな授業があるのだろうと楽しげに語りあっている。

　そんな中、ローラは寮りようの大浴場に向かう。

　一学期の間いつも一緒だったシャーロットとアンナに加え、今はハクとミサキもいる。

　ドラゴン型神獣と、モフモフっとした獣人が大浴場に現れたら、皆はどんな反応をするのだろう。ローラは不安を覚おぼえつつ、同時に楽しみでもあった。

　そして実際に脱衣場に入っていくと、女子生徒たちの視線がミサキの耳と尻尾しつぽに集中する。

「獣人!?」

「耳と尻尾だ！」

「モフモフ！」

　突然の獣人出現に、やはり全員が驚いている。

　だが、そこに嫌悪けんおの気配は感じられなかった。むしろ、どちらかといえば好意的な印象だ。

　ローラだって獣人に対して差別的な感情を持っていないし、やはり獣人と人間の軋轢あつれきは過去のものになりつつあるのかもしれない。

　他の地方は知らないが、少なくとも王都近辺は、もう獣人にとって敵地ではないはずだ。

「オイセ村から来たミサキであります。訳あってしばらく学生寮に住むことになったであります。よろしくであります」

　ミサキはペコリとおじぎをする。その仕草に合わせて耳と尻尾しつぽが揺れ動く。

　その瞬間、女子生徒たちのモフモフ欲求が限界点を突破した。


「あああ可愛かわいい！　触さわらせてぇぇっ！」



「尻尾！　尻尾の毛並がしゅごいっ！」

「のわぁっ、何をするでありますか！」

　ミサキは人混みに飲み込まれ、見えなくなってしまう。

　なにやら黄色い歓声と悲鳴が聞こえてくるので、きっとモフモフ祭が行なわれているのだろう。

「ミサキさん、あっという間に人気者ですわ」

「溶け込めてよかったよかった」

　シャーロットとアンナがしみじみと言う。

　ローラも、ミサキが人間社会に溶け込む第一歩を踏み出したのを見て、安堵あんどした。

　自分もモフモフ祭に加わりたいところだが、その気になればいつでもモフれる。

　今日のところは耳と尻尾を皆に使わせてあげることにし、自分は静かに入浴だ。

「ねぇねぇローラちゃん。その頭に乗ってるぬいぐるみは何なの？」

　モフモフ祭に加わらなかった女子生徒が、ローラの頭の上を指差して尋ねてきた。

　いい機会なので、ハクの紹介も済ませてしまおう。

「これはぬいぐるみじゃないですよ。オイセ村の神獣ハクです」

「ぴー」

　ハクはバサッと翼を広げ、自己紹介するように鳴く。

　すると周りにいた女子生徒たちがギョッとした顔になる。

「動いた！　え、生きてる!?　本物のドラゴン!?」

「いや、ドラゴンじゃないですよ。神獣ですってば」

「ドラゴンより凄い奴やつだ！」

　彼女らはあわあわして後ずさる。

「怖がらなくても大丈夫です。ハクは大人しいんですから。学長先生のお墨すみ付きです！」

「学長先生の……？　そ、それなら平気かな……」

「はい！　それに私がお世話するんです。もしハクが悪さしたら、責任を持ってお仕置きします！」

「なるほどローラちゃんが……ローラちゃんならドラゴンだろうと神獣だろうと、お仕置きできそうだもんね」

　女子生徒たちは納得してくれたようだ。これで堂々とハクを連れて歩ける。よかったよかった。

「ぴー」

　ハクも嬉しそうだ。

「落ち着いて見ると可愛いわね。ローラちゃん、その子に触ってもいい？」

「いいですよー」

　ハクが皆に可愛がってもらえるなら、ローラとしても喜ばしいことだ。

　断る理由はない。

　が、しかし。

　一人、異議を唱える者がいた。

「お待ちください！　皆さん、そうやってハクを口実にローラさんを愛めでるおつもりでしょう！　いけませんわ！　不純同性交友ですわ！」

「なによシャーロット。あなたと一緒にしないでよ。私たちは純粋にハクを可愛いと思っただけなんだから」

「というか、あなた毎日ローラちゃんを抱き枕にしてるんでしょ。たまには私たちもローラちゃんと仲良くしたいのよ！」

「ほら見なさい！　やはり目当てはローラさんですわ！　ローラさんはわたくしがお守りしますわ！」

「くっ……ちゃんとハクも可愛いと思ってるの！　ローラちゃんも可愛いけど！」

「いけませんわ、目が危険ですわ」

「シャーロットに言われたくないわよ！」

　などと、論点のよく分からない論争が始まった。

　ローラが〝この人たち、なにをケンカしてるんだろう？〟と不思議に思っていたら、横からアンナに引ひっ張ぱられた。

「この隙に服を脱いでお風呂に行こう。シャーロットは置いていく」

「はあ……いいですけど、なぜそんなに急いでるんです？」

「たまには私がローラを独占する。そんな日があってもいい」

「よく分かりませんけど、じゃあ今日はアンナさんと洗いっこです！」

「そうしよう」

「ぴー」

　ミサキとハクが加わっても、女子寮のノリは相変わらずであった。










あとがき







　二巻は来春発売予定──。

　確かそんなことが一巻に書いてあったような気がします。

　そしてお待たせしました。

　二巻です！

　ええ、確かに今は一月です。一般的な感覚だと冬ですよね。でもそこは『新春』ということでご勘弁ください。

（ああ、春のわりに寒いなぁ……ぶるぶる）




　ところで一巻は読者の皆様のお陰で見事、重版出来となりました。

　本当にありがとうございます。

　なにせ本が売れないとそこで終了ですから……こうして無事に二巻を出せたのも買ってくださる方々のおかげです。

　それから、一巻に引き続き担当編集様、イラストレーターのりいちゅ先生には大変お世話になりました。今後ともよろしくお願いします。




　さて。二巻の内容ですが、大きく二つのパートに分かれています。

　前半は一巻のラストで語ったように、ローラが夏休みを利用して実家に帰る話です。そこでローラの両親が出てきたり、いつものメンバーで百合百合な感じになります。

　後半はその帰り道、川を流れてくる謎の卵を拾ってトラブルに巻き込まれていくという話です。その卵を巡って新キャラが出てきて、ローラたちと百合百合なことをします。

　いえ、もちろん他にも色々な出来事が起きるのですが、あとがきから読むという人もいるので、ネタバレを避けるため、詳しくは語れないのです。

　ただ一つ語りたいのは、卵を巡って出てくる新キャラ。彼女はもともと双子にして「卵を返してください」という台詞を言わせる予定でした。

　しかし途中で「こんな奴、一人いれば十分だろ」と思い直して中止しました。

　映画だと画面に収まっていれば二人でも三人でも同時に動かせますが、小説だと一人一人の動きを書かないといけないので冗長になってしまうんですね。勉強になりました。




　それから二巻には五ページと短いですが書き下ろしの外伝が載っています。

　ＷＥＢ版にはないエピソードなので、ＷＥＢ版から読んでくださっている方々も新鮮な気持ちで楽しんで頂けると思います。

　まぁ書き下ろしなどなくても、りいちゅ先生の可愛らしいイラストだけでお腹一杯になる気がしますけどね！

（表紙に描いてあるちっちゃいシャーロットとアンナ、可愛すぎませんか!?）

　りいちゅ先生にこれからも素晴らしいイラストを描いてもらうため、三巻四巻とドンドン続けていきたいと思うので、皆様、どうか応援よろしくお願いします。




　あと最後に一つ。

　他社の話になりますが、先月、ＨＪノベルス様から『勇者と賢者の酒蔵 ～酒造りの天才が異世界で日本酒を造ってガンガン駆け上がる～』という小説を出させて頂きました。

　もしよろしければ、こちらも楽しんで頂けたら幸いです。




　では皆様。三巻で再会しましょう。







著者

年中麦茶太郎

　２０１７年、最初の一冊です。

　まだ作家として生き残っていることに感謝しつつ、更に成長していきたいと思います。




イラストレーター

りいちゅ

　最近の作業のお供はひとくちサイズのアイスです。

　こんにゃくゼリーでも素敵です。




「eterna-radiare」というサークルで同人活動も行っております。
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